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日 本 建 築 協 会



- 工場、倉庫の鉄板屋根裏に

. カーテンウオールの内壁に

・ダクト 、タ ンク 、パイプに

・近代建築 ・プレハブの内装

・浴室 、調理室の天井側壁に

・テレビ無人中継所、発電所

など ・重 ・弱電に

- その他あらゆる結露場所に

うすい塗膜 Ｈｏ ＮＸｾＲ Ｎ Ｐ ミリ Ｉ

の塗布型防露剤セキ ユレー

トは工期の短縮 、簡単かっ

経済的に皆様の 問題を解決

しています。

ヱ ア レ ス ス プ レ ー に よ る 屋 根裏 折 板 吹 き 付 け 京 都 信 用 金 庫 ・ 北 山 支 庖

カ タ ロ グ 進 呈 下 記 に ご 一 報 下 さ い

製 造 発 売 元 茶 谷 産 業 株 式 会 社

セキュレート事業部

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 - 55 ( 三 和 ビ ル ) ( 干 541 ) T  E  L 大阪 ( 06) 203 - 5331聞

東 京 都 台 東 区 西 浅 草 1 - 1 - 9 ( 〒 111 ) T E L 東京 ( 03) 844 - 6171附



4 定 時 評 議 員 会 決 議 お 知 ら せ

昭和57年 3 月25 日 開 催 の 定 時 評 議 員 会 に お い て 、 下 記 の と お り 役

員 が 選 出 さ れ ま し た の で、 こ こ に 会 告 い た し ま す。

(1) 評 議 員 会 正 副 議 長 の 選 任

議 長 高 僑 保 夫 氏 ( 銭同組) 副 議 長 片 倉 健 雄 氏 ( 近畿大学 )

(2) 会 長 、 副 会 長 、 理 事 の 選 任

昭 和57年度 会長 ・副 会 長 ・理事 ・監 事氏 名 [ 敬紘略}

会 長

副会長

理 事

( 技 術)

( 総合)

( 電 気 )

( 管工)

(主l!材 )

監 事

新 ( .ill )  任 留 f壬

福 田 朝 生 (( 双 ｨｾ＠ 設 ，1I ') 

足立 孝 ( 大 阪 大

佐 野 正 一 ( 安井 ill 築設J十# 務所) 松 村 雄 二 ( 絵 村 組)

市川 宏 ( 束 畑 処 築 事 務 所)

今井出l之 介 ( 住 宅 百II r[ i 強備公同 ) 井 上 1見 ( 大 ill 設 ;十)

岡 本 行 善 ( 昭 和 設 JI' )  今 西 祥 自11 (大 阪 府 建 築 部)

小 松 正 宏 ( 1血 話: 設) 安 盛 誠 一 ( 大 林 組)

長谷部朔J i ll ( 日 建 設 ;十) ，ト林 m(新 住 宅 社)

平固 定男 (' f 閏建築情造研究所) 多占月 進 ( 大 阪 市 立 大 学)

絵 村 唆 三 ( ｩｾ￬ 辺住築事務所 Ｉ 寺田 1! d重 ( 大 成 生l! 設)

三 品 哲 夫 ( 大阪市都市桜仰向 ) 八卜品健二 {竹 中 工 務 席 )

償山 誠一 ( 安井建築設計何事所) 牧 田 顕 治 ( 大 lli 建 設 工 業)

大 林 芳 郎 ( 大

ｾＧＢ＠ 組)

i査ii':l i克夫 ( 必

奥 村 俊 夫 ( 奥 村 組)

m 組)

木 下 正 手1) ( 治
水 ill 設)

銭 高 善 雄 ( 銭 ｾ＠ 組)

鴻 地 縁 ー ( 凶 池 組)

竹 中 鎌 一 ( 竹 中 工 務 1古)

前野慶太郎 {あ め 1) か 民 ) I  

小 林 四 良1¥ ( 太 陽 工 藤 工 恨)

武 田 恭一 ( 近 畿 電 気 工 恨)

菅 谷 健 児 ( 大 阪 1立 公 It[ b} )  

品H内 史 自)1 ( 第 工
業) I  

{山 田 則 自)1 ( カ
-' ダ ン)

両角 {呆 ( 措i 1i: 工
業) I  

川 岸 繁 夫 ( 川 ｾ＠ ;1.i ｾ佐 Ｉ

i度辺 恵 ( Jl( i羊シ ャ γ 7 ー)

村 七 二 日11 ( サ ン エ ス 石 青 )

尾 亀h'Ifl4郎 (ニ 見 ｾ＠ 調) 山 形 幸一 { 大 阪 l l i J 立業協会 )

〔予告〕

司 大 阪 芸 術 大 学 ・ 芸 術 情 報

セ ン タ ー を 訪 ね て

一一高橋献一氏に聞く、

そ の 素 材 ・ 空 間一一

日 時 6月12日 出 集 合13 : 00→解散17 :  00 

定 員 60名

参 加 会費 会 只 1，000同 ・会 貝 外 1，500円

内 容 1  . 講 演 高 橋 紗 一 氏 ( 第一工房主宰 ・大阪芸術大学教授)

2 . パ イ プ オ ル ガ ン 演 奏

3 . 芸 術 情 報 セ ン タ 一 見 学

4 . 高 橋 先 一= と の 懇 談 会 ( 質 疑 応 答 を 含 む )

・詳 細 は 「 建 築 と 社 会 j 誌 5 月 号 会 告欄 に 掲 載 い たします。

日 本建 築 協 会 会 告

4 日 本 建 築 協 会 昭 和57年 度 収 支 予 算

去る 3 月25 日 開 催 の 定 時 評 議 員 会 に お い て 承 認 さ れ ま し た 。

収 入 の 鶴
山 千 四 |

大 科 目 中 f4 目 予 算 額 横 算 内 訳

ｴ Ｉ ｾ 業収入
59，500 

会 安防全c. 
収 入 41 ，000 普 通 号10回特別号 2 回

契 約 4 款 売 上 収 入 3，000 

会 貝 名 簿 収 入 0  隔 年 発 行

建 築 技 術 選 啓 収 入 3，000 

住 宅 相 談 所 収 入 5，200 出展料収入ほか

集 会 収 入 2，000 各種見学会ほか

講 演 説 習 会 収 入 2，500 

広 報 収 入 1，600 

雑 収 入 1，200 

会 費 収 入
54. 310 

個 人 正 会 貝 27. 000 本 部 ・支部会員

11 
1. 680 地方会員

団 体 正 会 只 25. 600 

準 会 民 30 学 生

寄 付 金 収 入 寄 付 金 収 入 700 

雑 収 入 雑 収 入 1. 500 

収 入
ぷロ弘、

計 116. 010 

支 出 の 部

大 科 目 中 科 目 積 算 内 訳

管 理主 費
57. 510  

給 料 手 当 41. 500 本 給 賞 与 ・諸手当

退職給与引当金繰入額 。

福 利 厚 生 資
4. 2∞ 各償保険料

会 議 資 1. 6∞ 

旅 費 交 通 貨
1.8∞ 

通 信 連 燃 費 抗) ( ) 電話料ほか

集 金 資 2. α)( )  郵便振替手数料ほか

『宵 粍 ロロロ T費 360 

修 絡 費
4∞ 

印 刷 製 本 質 300 

光 熱 水 料 費 700 

火 災 保 険 料 50 

平E 税 'i、4、
課 900 

会 館 消 掃 賀
400 

借 入 金 利 息
1. 700 

雑
z此

700 

事 業 1量
57，300 

会 誌 発 行 資 39. 000 

契 約 勾 款ｾ 1. 500 

会貝名簿発行ｾ 。

建 築 技 術 選 書 諸 費
2. ∞o  

住 宅 相 談 所 費 5. 200 

集 会 Z空 2. 500 

講 演 講 智 会 費 1. 800 

広 報 事 業 費 1. 400 

教 育 振 興 費 900 

助 成 金 支 出 1. 500 支部費

雑 F貨

1. 500 

i成 価 償 却 1成 f面 {賞 却 700 建 物 ・什 器

予 備 ｾ＠ 予 4崎 官主 500 

支 出
メ口当、

3十 116. 010  

建築と社会/ 1982年 4 月号 1  



日本建築協会会告

* みどりの学習会。( 第 10回)

4 万 博 記 念 公 園 の 緑 を 訪 ね る

昭和45年、世界に向けての一大イベント、 E X  P  0' 70が開かれ、

あれから 10年余り … … 。会期中は未曽有の人びとで賑わった会場も、

、、繰に包まれた文化公園。万博記念公園として 、当時とはまた別の

イメージが私たちの心の中に育まれつつあります。

特に、政府出展施設であった日本庭園をはじめ 、かつて華やかな

パピリオン群に彩られた広大な跡地には、豊かな、緑かが恨づき、

すでに野鳥たちも住みつき、人為的な環境とは思えない風最とな っ

ています。

ひだ 1，') ;の漣‘

20分・運賃 220円、パス約15分・運賃 120円)
今回は、万博記念協会のスタッフである神部、浜辺両氏のお話と

ご案内を得て、自然文化固と日本庭図を中心 lこ見学いたします。

ゲストにお迎えしましたお 2 人は、当公園の充実と、維持管理に

直接かかわっておられ、新しい公園造りの方向や、実際面での工夫、

また跡地利用の面や、土壌改良 ・排水計画といった技術的課題など

生きた材料による生きたお話を伺えるものと思います。

ゲ ス ト 神部四郎次 氏( 日本万国博覧会記念協会公園部紺也係長)

浜 辺 博 史 氏 ( 同 上 緑地認

定 員 40名

参加会費 会 員 800円

( 資料費共 ・当日いただきます)

日頃緑化や植栽にたずさわっておられる方がたはもちろん、一般

の建築家や緑に興味をお持ちの方がたには資するところが多いと思

います。風'ftj; る 5 月に都心の繁雑さから逃れて広びろとしたみどり

の園を歩いてみませんか・ ・・ー・。是非ふる ってご参加下さい 。

会員外 1，000円

ス ケ ジ ュ ー ル

13 :  10→ 14 :  10 講演と説明 ( 神部、浜辺両ゲスト)

14 :  10→ 14 :  30 質疑応答、休けい

14 :  30→ 17 :  00 見学と学習 ( B 本庭園、自然文化圏一帯 ・徒歩

日 時 5 月 22日仕) 集合13 :  00→解散17 :  00 ( 晴雨不問 )

延 べ 約 4 km)  

。 今 聞 はM物的採集はできません 軽 装 で (1日の時は 1"1靴のこと) ご参加下さい

集合場所 万国博記念公園・中央ロゲート前付近 ( 太陽の塔の手前)

- 目標会旗

。 1I l 合時 1111 を厳守層Hいます ゲートよリは、全以 m問入場しますから i':t れると個別に入

場料を払 っていただく ことになります

〔参考〕 集合所までの交通費は各自ご負担下さい 。

。 時ｲＮ｜Ｑのある万は午 ｉｪ￭ ｬＧ ｬ ＾Ｑニエキスポランド内で ｬ 品Ｎｉｦ世の「イースターぬの Ｂ巨 石 ｦｾ Ｇ J をζ 箆に

なったら郎l何 ? ( 有 料)

大阪、梅田より地下鉄 ・御堂筋線12 :  11発千里中央行に乗車→

終点千里中央 ( 12 :  33着 ) 下車→地上に出て阪急パス ⑥番の り

ばより 12 : 40発のエキスポラ ンド行に乗車して終点で下車して

前方左側の陸橋を渡 った所が中央ゲートです ( 篠田より地下鉄

申 込 往復ハガキに! 浪ります。ハガキは 1 名に 1 枚限りとし、

氏名 ・年令 ・勤務先名 ・連絡屯話番号・返信用宛名 ・郵

便番号をゑ玄記入し、 「みどり学習会OO) J と明記の上、

5 月17 日( 月) まで与に建築協会事業課へ。

お知らせ "'川
!!IlIllI l  ::llDlIIlDltIIl!: 
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京大建築同人展( 第 2 回) 開催

昨年 5 月の京大建築同人展に引き続き、今年も 5 月

に京都大学工学部建築学科卒業生有志による近作洋

画約40点を集めて、第 2 固めの同人展が開かれるこ

とになりました 。お立ち寄り下さい。

2  

と き 昭 和57年 5 月 17 日( 11)- 5 月 22 日附

午前11時~午後 7 時 ( 最終日は午後 6 時まで)

ところ 大阪駅前第 3 ビル 2 階 ・グランドギャラリー

大阪市北区梅田 l ー 1- 3- 200 電話06- 346ー 0322

出品者 負 永 直 義 {大正14年平 )

西 山 州 三 (昭和8 年平京r . t l大' 下名誉教t i )

福留 繁 (昭和10年 平 金 沢 工 業 大 学 教11)

山中良正次郎 (昭和 11年平 日処設計疋副社民 11M!' 工業大学教校 )

白石 博 三 (昭和12年 平 京 削 工 ぷ 畿 維 大 学 名 誉教奴 )

堀 江 ↑ 吾郎 (昭和15年 平 : 京 郎 大 学 元 教 校 関 西 大 学 教11)

平固 定男 (昭和17年千平図建築情造研究所代，& 取締役)

扇団 信 (昭和20年 平 奈 良 女 子 大 学 教 校 )

小泉 盟 (昭和21年 平 浜 田 建 築 事 務 所)

櫛田 消 (昭和22年 平 石 川 工 業 高 等 専 門 学 校 教 佼 )

問合せ連絡先

平田定男 大阪市北区堂島 2 - 2  - 2 3  ( 白雲 ビル)

平 田 建 築 機 造 研 究 所 電 話06- 341- 4137

白石博三 京都市左京区松ケ崎壱町田町 1

屯話07ト 791- 3992



日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一

4 新 緑 に 近 江 ・ 若 狭 を 訪 ね る

「神慈秀明会・教祖殿( 工事中) 、関西電力高浜原子力発電所 ( L 4 号機・工事中) 、東陶機器滋賀工場の見学J

参 加 会 費 会 員 10 ，000円 ) 怒 親 会 費 そ の他、 全 食 付

会 員 外 13 ，000円 J ( 別 に 補 助 い た し ま す )

主 な ス ケ ジ ュ ー ル

〈第 1 日 ( 28 日) >

神 港 : 秀 明 会 教 祖 殿 、 東 陶 機 器 滋 賀 工 場 の 見 学

〈第 2 日 ( 29 日) >

新 緑 あ ざ や か な 五 月 に 近 江 ・若 狭 路 を 訪 れ 、 関 西 電 力 の 原 チ 力 発

屯 所 と し て 最 大 の 出 力 を 答 す る 高 浜 原 子 力 発 泡 所 と 、 近 年 柿 に み る

特典な大架村長を伴う 神 慈 秀 明 会 ・教 祖 殿 並 び に 設 備 機 器 の ト ッ プ メ

ーカ一、 T O T O滋 賀 工 場 を 見 学 し 、 若 狭 湾 固 定 公 邸 の 海 辺 の 城 下

町 、、小 浜 " か ら 海 ぞ い に 西 方 へ 向 か い コ バ ル ト 色 の 広 大 な 日 本 海 の

旅 怖 を 楽 し む ド ラ イ ブ を 企 画 し ま し た 。 定 員 は 貸 切 パ ス 1 台 の 限 数

で す 。 お 早 自 に お 申 込 み 下 さ い 。

関 西 電 力 高 浜 原 子 力 発 電 所 、 小 浜 近 郊 の 旧 跡 ( 当 日 発 表 )

今 回 は 、 関 西 電 力 株 式 会 社 、 高 浜 原 電 建 築 共 同 企 業 体 ( 竹 中 工 務

J宵 ・大 林 組 ・大 成 建 設 ・間 組) 、 清 水 窪 設 株 式 会 社 、 東 陶 機 器 株 式 会

社 、 京 阪 互 助 セ ン タ ー の 各 位 に 多 大 の ご 協 力 を い た だ き ま し た 。

宿 舎 f1 i 助センター ・海 の 家J ( 福 井 県 大 飯 郡 高 浜 町 立 石 )

申 込 往 復 ハ ガ キ に | 渡 り ま す 。 ハ ガ キ に は 必 ず 氏 名 ・年 令 ・勤

務 先 名 及 役 職 ・連 絡 電 話 番 号 ・返 信 用 宛 名 ・郵 便 番 号

を 記 入 し 「 新 緑 に 近 江 ・ 若 狭 を 訪 ね る J と 明 記 の 上 5

息 怨 息 般 ま で に 建 築 協 会 事 業 譲 へ 。 定 貝 超 過 の 場 合 は

会 員 優 先 に て 抽 せ ん の 上 お 知 ら せ し ま す 。

日 時 5 月 28 日 幽 ・29 日W 1 泊 2 日 ( 時 雨 不 問 )

集 合28 日 ・8 :  20→解散29 日 ・18 : 30 ご ろ

( 会行程貸切ノ〈ス利用)
〔備考) (1) 1 泊旅行のため、葉書には上自己記載事項は必ず全節ご記入下卓い。

(2)  詳細スケジュール、参考資料は当日お渡しします。

(3)  会費は当日受付にていた f:l きます。

(4)  宿舎での部屋寄l は恐縮ながら事務局にご一任願います。

集 合 場 所 阪 急 パ ス 「 有 馬 行 急 行パ ス 発 着 場 」 付 近 ・目 標 会 旗

た だ し 、 大 阪 ・梅 田 ・新 阪 急 ホ テ ル の 北 哀 側 、 映 函 館

「阪急7 ・ラザ」の正面入口の前すぐ。

定 員 40名 ( パ ス l 台)

(5)  金行程貸切パスの関係上、移動、解散時聞が多少変更する渇合もあります。

(6)  無断欠席は厳獄。参加者で 5 月25 日までに欠席連絡のない方は欠席負担金

主 な 見 学 先 の ご 案 内

- 関 西 電 力 高 浜 原 子 力 発 電 所

高浜原子力発電所は、若狭の西端近〈、 、走;:1先ロピ

とよばれる名峰、、 tf 葉山仰の麓、内浦半島の中程に位

置し、日本海に面した古い文化の寄り高い若狭路のE現

段と、近代科学の次代をになう原子力発電所が自然の

中で静かな調和をみせております。

tl ' ¥l 号機は nr，和49年 11月に、首12 号機は昭和50年 11

月に運転を開始しており、今回見学する第 3 ・4 号機

は昭和60年運転をめざして建設中で、 tJJ 力は総計 339

万キロワ y ト余りとなる予定です。

また、原子炉は加圧水型軽炉で、発電所織内には弘

排水を利用した魚介煩のI曹養殖研究設備もあります。

(  8，000円) を申受けます。ただし 、代人参加でも結鳴です。

. 東 陶 機 器 側 滋 賀 工 場

* 陶機器は、大正 6 年に東洋陶器株式会社として設

立、昭和45年に点陶機器株式会社と社名を変更され、

製泣から版先に至る設備機器業界随ーの総合メーカー

で、全国主要都市を r T OT OJ の 4 文字で網羅して

おり、近年には F R Pプー J レ、システム・キ ンチン、

ソーラユプロの製品も手がけられ、また 7 月よりはユ

ニークなインテリアタイルの発売もされます。

今回見学する滋賀工場は昭和37年に建設され、衛生

陶器、ポリパス、給t易機の製造が主となっております。

. 神慈秀明会滋賀の神苑教祖量生

宗教法人神慈秀明会が明主生誕 100年を記念して計

画された教祖殿は、近江の南 信楽町の北部山なみの

中服、線路 420mに造成された敷地に建設中で、礼拝

堂、エントランスホワイエ棟、神殿の H 束が付属設備

を内蔵する基11'1の上に挫つ形態となっております。

この主主物は、基本設計者、 ミノル・ヤマサキ氏のデ

ザインイメージ( 日上山を i卓恕させる形) を締造的合

理性をもって実現された坪井普勝先生の力作で、新し

い造型をもっ大空間嶋造です。

(l . I¥築制電要〕

所 抗 地 滋 riVP I'i"i 割l { J 栄町大1: 回代

l . I ¥築主宗教法人神慈秀明会

ｊ ，ｾＮＮｪ［Ｚ，設け ミノル ーヤマサキ アンド・アソンエーツ

災地ぷ，1I . fJ f 点主Il 築，1主“ '.' 1¥務所、日本a没，11" '1>1:若所

町 、 理 坪J下落勝研究宅、その他

ぬ 工 げI水l.I¥，泣株式会社

倣I也I町縦 971. 516m 

l.I¥築 I面械 6.433m 延 床 面 械 16. 240市

防 数 地 下 l 階、地 lニ1P皆

位向高さ 46.4 rn 

情 巡 礼H・堂… I世下部分/ R Cおよび S R C造、地上

郎分/ S 遣

エントランスホワイエ 地下部分 S R C込、

地上部分/ S 造

神 殿・・地|二部分/ S R C造

工 期 H自制55年 611→昭和58年 3 月
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建築技術選書27

， .. 
『・・哩F 曹

司ｾ

問時議弘主諺望事 生 島 道 春 著

初心者のために，複雑な積算業務を，

具体例に即して分りやすく説く入門書

1. 建築積算とは. . . . その歴史と役割

2.  建築積算の基礎知識・ ・・・ その目的と種類

3.  建築積算作業の準備と手順・・・ ・心縫えとチェ γ クポイント

4.  建築数量「積算基準」の要点 . . その詳細な解説

5.  土工・ 1也業・躯体の建築数量算出・・・ ・拾いまとめの要領

6. 仕上げ関係の建築数量算出・・・ 注意事項と計算 ・集計の方法

7.  内訳明細書の作製・ ・・・ その詳細な記載の一例

8.  仮設工事の積算の要点・ ・・分類と内訳

9.  建築積算と施工監理・建築設備・・・ ・そのかかわり

付「諸経費の分類項目 J r建築積算関連用語と解説」

A 5判， 160頁，定価1300円

6学芸出版社

京都市下京区木津屋橋通西洞院東入 倉 075-343-0811
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表 紙デザイ ン:

水 野哲雄( 京都 芸 術短期大学講師)

特 集予告

・5 月号/ 都市景 観ー まち主み美観への誘い

. 6 月号/ 大阪市FT舎 ( 第 1 期)

.7月号/ 音と ホ ー ル建築

.8月号/ 大スパン( 仮称)

編集委員会( 昭和57年度)

法令コーナー 169

編集委員長 :  j可 法 隆 之

横 山 誠 一 i 飯 田 弘 二 新建材紹介コーナ - 6 8

編 集 理 事 (  哨 柳 蝕 建築 と社会ニ ュース

( 未定 ) :  藤原r . lf二日11

・地工材料併後

x 悶 悶 普 弘

中尾 正

西 牧 忠 吉

三品I i 康夫

横 井 征 夫

{元 副 日本建築総合試験所だより

・法令分科会 風土と 建築

坂 雅勝

夜中 間 級 建築の眼

編 集 委 員

( 特車小委員)

0 福岡 lI i'U.主

・計画分科会

岡 田 信 幸

1ml " 長崎{ 男

拍 木 浩 一

川 口 正 春

合 本 卿 介

田中 iIT人

竹 本 俊 平

中 馬 博 良

手 略 純 -

8 川 務

尚 恭輔

藤本慾太郎

船越 lI1f!由

宮口 tIT防

山 口 繁 雄

・構造分科会

m 観 音 延 平

柴 田 辺 生

回自由l 基嗣

高崎 尚

中 西 尚 兆

山口 径

・設備分科会

織 田 慾生

大 倉 良 司

( 投摘欄小委員会)

池 口 和 雄

都千1' 1 俊一

谷 崎 敏 邦

0 羽 生 克 彦

早回 平

( 作品作且小委員会)

卯 悶 除-

o 小 野 為 一

小野知佳子

佐々木昭男

志 方 敬n

i閉山 司郎

寺 元 過 失

苫名 正

能 丸 弘 鍛

宮 崎 宗 久

( 広告企骨l、委員会)

A 荒 川 治 徳

池il" J f費男

倉 僑 岩 夫

佐 藤 隆 幸

下 前 総 一

向III l立

棚 僑 和 夫

中河克f 1 i J

/J; ( m  'Ii'; 介

稲 井 存 即1

0  渡 辺 ｾｾ＠

( 米定)

ololll 委只長 賞幹，/，d. 日1)委只長代行

制 集 人 松 井 H召 光

印 刷 昭 和 57 年 4 fI 20 日

発 行 昭 和 57 年 4 月 25 日

発 行 人 吉 岡 悦 二

発行所 ( 社 ) 日 本 建 築 協 会

大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 

f1L 06- 231- 9648 

仮 替 口 座 大 阪 39975

印刷所 日本写秘印刷株式会社

f1L 06- 606-1111ff 1:) 

大 信 印 刷l 株 式 会 社

屯 06- 451- 7631{j l:l

定 価 750円 ( 送料別 )

構造の頁93

設備の頁92

特集. 近畿の地盤と地質

S PECIAL  FEA TURES ON THE GROUND AND GEOL OGY 

IN  KINKI  AREA 

定時評議員会決議お知らせ. 日本建築協会昭和57年度収支予算 . みど りの学習会( 第10回)

万博記念公園の緑を訪ねる . 新緑に近江 ・若狭を訪ねる「神慈秀明会 ・教祖殿( 工事中)、

関西電力高浜原子力発電所( 3 、4 号機・工事 中)、 東 陶機器滋賀工場の見学J. 京大建築同

人展( 第 2 回) 開催 . 予告 ・大阪芸術大学 ・芸術情報センターを訪ねてー高紙静一氏に間

〈、その素材 ・空間1 ・・・・・ 0 ・・…・ 0 ・・・....・・ 0 ・0 ・……・・・・ぃ・ー・・・・…・・・・・・・・ ・・ 0 ・・..・・・ 0 ・・・・・ a ・ .... .・・ 1  

大阪駅前市街地改造事業 ・大阪駅前第 4 ビル ー ー・ ・・・ ー ー・・… … … ー一- …. . . . . . . . 6  

設計 : 大阪市都市再開発局 ・東畑建築事務所

施工 : 鹿島建設 ・フジタ工業 ・浅沼組共同企業体( 建築) ・大阪駅前第 4 棟割附品力会( 設備)

最近竣工した新建築 9 点 ( No.l 594- 1602) ・・・ ・・・…・… υ ・…. . " . . . . . . . …・・……・ ・ 8  

建築指導行政に求められるもの( その 3 ) 環境と街づくり一地区計画制度の活用につ いて

/ 近野正男 ー... . . . . . . . . . . . . ・・・ ・ー ・・ ・… .•. •• . •• .. ー . .. .. . ........ .. . . . . . . . . . . . . . . . 9 

パクティニール/ 松本英良 ・0 ・・ ・……・. .. .. ....・ e ・...….....・ e ・....… ... ・・ 0 ・・・…ー……・・. .........・ e ・. . . 10

昭和56年度建設省営絡工事設計コンクール入賞作品 . 京都工芸繊維大学の美術工芸資料

館 / 相川 浩. 1; ( 須記念館J a

に決まる …・・ー
-・ ・12

7 イ ・フォト * ヨーロッパを旅して' チュー リッヒ~インターラーケン( スイス) /

中馬.j1，Ii:良 . 省エネのワンポイント( その 7 ) 事務所ビルの省エネルギー/ 田中建美・ ー ー15

加古川分室、 5 月 7 日いよいよ関所 ・ ・・ ・ 6 ・・・・ ・・・・ ・ ・ ー. . . . . . . . . . .16

自然発生的建築をめぐって ' --23 ー型と形式 ・2 / 本多友常 ……・ ・・・ ・・…・・ 0 ・・・・…・・ .18  

三条通/ 西川幸治 . iliij l浪/ 今井出l之介ー. ... .... ... .. .....・ ・ ・・・ e ・ ・ e ・e ・ 20

光あふれる彫刻館をーある空間 4/小北j l ，l j .ー オイルショ ックー現場7 ン群像 4/安盛得一

近 畿 の 建 築地 盤 と な る 地 質 ・地 形 と そ の特徴・ ーーー ーー・・・・ ーー ・・ ーー -古 谷 正 和 ... 2 2

基 盤 岩 と 被 援層 の お い た ち

基 盤 岩

被 覆! 百 一 古 瀬 戸 内 海の 堆 積層

山 地 ・山麓 の 岩 盤

丘 陵 ・台 地 の 土砂 地盤

平 野 ・臨 海 地 域 の軟 弱 地 盤

近 畿 の構 造 地 形 ・活 断 層 - 地 民 活 動 と 建 築 地 盤 ・・・ ・・ ・・ ・・・ ・・・・・…・・ ー・・ ・・・・ 藤 田 和 夫 ・. 32

近 畿 の大 地形

地 形 と 活 断 層

活 断 層 と 建 築地 盤

人工 地 盤 と 建 築 基 礎 設 計上 の 問 題 点・ ・ ・・・・ …. . . . . .. . . .... . .... ... .. . . .. 三 木 幸 毅 . 37 

山 地丘 陵 造 成地 量産

臨 海 埋立 地 盤

地 盤 の 特 性 を 考慮 し た 設 計例・ ー ー・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・ー . . …. . . .ーー 福 井 賞 ・ ・41

;埋立 地 に お け る 基礎 工法 一 公 団 団 地の 実例 .. . . . . . .・. . . ー・ーー ・・・・・ ・・・ ・小 堀隆 治・ ・・・ 48

アンポンド P R C フラットスラプ桃造の訟昔1 ' / 海老原武・・ 0 ・・ 0 ・…・ ・0 ・...…・・・ 0 ・0 ・・…・ ・・・ー …  52 

ガスもれ害警報器の設置方法/ 舟橋雄一 ............................... .・- … ・… … ・…. . . ....... .... . 53  

特 殊 P C パイル柱列土留壁 ( ONS - S S W工法) / 橋本彩文…・ 0 ・… … ・・・・ ー・・ ・ ・… ぃ54

日本建築協会月間の動き( 昭和57年 2 月分) ー… ・ーー ・・… ・0 … … … ・・・ ー・・ ー ーー 56 
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大阪駅前市街地改造事業・大阪駅前第4ビル

設 計 監 理 大 阪 市 都 市 再 開 発 局 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 鹿 島 建 設 ・ フ ジ タ 工 業 ・ 道 沼 組 共 同 企 業 体 ( 建 築 )

大 阪 駅 前 第 4 棟 設 備 協 力 会 ( 設 備 )

IJ I: J; 1剖i 外 投 1: ，'7 :  1' 1  大. f l l¥イバI 込みワレキペストコン 7 リート似

窓 ース テ ン レ ス 製 サ 〆 ン ユ 熱 似 l世 似 ガ ラ ス

ＱｾＧＺｪｉｍ＠ ｭｾ 外投 q ・ -r Iレミ烈 7 リフt:.- 形式カーテンウ有ール

ｾＮ＠ 熱 線 l吸 収 ガ ラ ス

mJ; il: ，t'， :  Jn色 ア ル ミ ハ ネ ル



所 在 地 大 阪 市 北 区 梅 田 1 丁 目 11番

構 造 規 模 ＸＴ ｾ Ｒｆ＠ S R C  3 F 以 上 5  

8 4  2 5 F  P 2  

敷 地 面積 8 ，439 m'  

建 築面 積 6 ，634m'  

延 床 面積 98 ，798m'  

工 期 昭 和 53年 5 月~ 昭 和56年 7 月

大阪駅前市街地改造卒業は、大阪駅前地区南

半分約 6 ヘクタ ー ルの区波に阿只 2 0 - 4 0 メー

トルの道路をつくり、これらの道路によ って

区画された 4 つの街区に高層ビルを建設する

とともに、総あふれるオープンスペースを硲

保するなど大規棋な 而開発を行い、駅前地区

を大阪の表玄関にふさわしい機能的で、快適

な業務商業地区に生まれかわらそうとするも

のです。

この椛泡! は、 II!H1I 36年市街地改造法に法づく

都市計聞として決定され、 11tH日45年第 l ヒル

が竣工しましたが、そのｻ去のＩ ， ｾ準法の改正、

総合設計 ｴｬｩ ｬ ｬｊ ＮｊｬＧの ｪ 堕ＱＫ Ｑ による修正を紙て、 ｾ Ｑ Ｒ

ビル以降が笑地に修されたものです。

したが って第 4 ビルの設計に当た っては、こ

の ｊ，ｪ［＾Ｑド吉 ｉＭｩｩｬｬｩ をもとに、ｾ［ Ｑ ビルを必司，ｾとして

外部を柿成し、公 ｉ ｊｬｊ ｾｪ 也を有効に取り入札、

外観は地区全体の j共WI . との調和 l をはかること、 1

内古11は魅力ある抗告I i 床と多織なお袋に対応で

きる事務所Jぷのf，V;成をはかることなどを巧! 合

しています。

すなわち、御堂筋に而して、 rThl 民約25 メート

ルの公 ＱＴｈｾｪ 也を設け、つながる事、 ｪ 立とも 一 体

とし、他 1(I 1 は怨物周辺に公共I fl歩廊を設け、

また 2 附の日さを約 9 メ トルに統ー して、

日層部分をセ ントパ ンクしてできた反 k広場

を公 ｉ ｊｦｬｾｪ 也あるいは尉 ＱＱ＼Ｚ 場として有効に平 Ｑ Ｑ ｲｆ ｬ

しています。 また 3 階以上の日層部分を約 15

メートルセ y 卜川 ックさせることによ って、

ビルの谷 liH的環境を j m徐し、ゆとりのある外

部空 1::1づくりを心掛けています。

外観は全 jlli 7ゲラス帰りのカ テンウオールと

し、思と (1 の終ちついた色調で而 I)fl 発として

のテザイン (I(J な調和j と統ー を図ることに留立

しました 。一方、内部の基準 11皆は、 中央にコ

アを集 中 し、執務に適した 12メートルの奥行

きとし、 小 区画制も可能な分譲しやすい平面

計画としました 。

( 石浦* 郎 / 大阪市町都市再Hf l発局建設課長)

基準階

1 階

山田;

65.800  
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Inu ド

基準階仕上

床 。ビニールアスベスト

タイ J レ

si 石 a寓ボード E P  

天井 ・岩綿吸音板



- 写瓦と概嬰をどしどしお送り下さい。

凡例 . a. 所 在 地 b. 敷 地 面 税 C . 述 築 面tl' ( d . 延床而; f j '1 e . 構 造 規 絞 f . 工Jtil

1594 京 都 市 児 童 福 祉 セ ン タ ー

設 計 : 京 都市住宅局守舎営繕課 ・昭和設計

施 工 : 要 建 設

a . 京町Illli I・京区千本竹民間I点人主4泌町910- 25

b . 3，615. 10m'  

C .  1，01l . 2I m'  

d .  3 ，004. 00m'  

e .  R  C 、 B 1 、 3 F  

f. 昭和55年 10 月~昭和56年 10H

1597 森 田 氏 邸

設 計 袖 建 築 設 計 事 務 所

施 工 西 松 建 設 株 式 会 社

a .  ｩＮ 占 ｽ［Ｎｬｩｖｾ 級型 ｦＧｬ 市北 ｬ 斗町新Ｒ，Ｂ［［米字下Ｇｦ ｩ 1 番 14

b . 750. 05m'  

C .  238. 0901'  

d 目 326. 55m'

e  (:，'て式 R C 、 2  F  

f .  I昭和54年 10月~昭和55年 6 月

大阪芸術大学学園建設総合計画第 12期

1595 塚本英世記念館・芸術情報センター

設 計 第 一 工 房

施 工 . 大 成 建 設 大 阪 支 盾

a . 大阪府南河内部河南町大字東山469

b .  103 .230. 00111 ( あー にlさのみ )

c .  2 町 425. 72111

d .  14. 324. 10111 

e .  R C Ikひ's R  C 、 B 3 、 8 F 、 P 1  

f .  I昭和54正手 4 J.I - 1昭和56年 10J ]

1598 橋 本 整 形 外 科 医 院

設 計 施 工 : 大 成 建 設 大 阪 支 庖

a . 和歌山市和歌浦西 l 丁目 290格の 4 、 6

b .  1，212 . 5001'  

C .  483. 1401'  

d .  837.  3 9 m'  

e .  R  C 、 2 F 、 P 1  

f  昭和54年 l l J' l - 昭和55年 5 Jl

1600 社会福祉法人 眉山福祉会まゆやま学苑 I 1601 徳 島 相 互 銀 行 阿 北 支 庖

設 計 ・ 柚 建 築 設 計 事 務 所 |  設 計 柚 建 築 設 計 事 務 所

施 工 大 林 組 |  施 工 . 野上建設

a  徳島市国府町中字松の木33帯 地 1 I  a . 徳島県板野 In I 吉野町村l原字rfJ¥68番 2

b . l ，176. 66m'  I  b . l ，185. 00m'  

c .  490 .3 0 m'  I  c .  310. 8501'  

d .  489. 9001・ I d .  382.  16m'  

e .  R  C 、 5 、平屋建 I  e .  R  C 、 2 F  

f . 昭和55年 10月~昭和56年 3 月 I  f .  11師 054年 11月~昭和55年 4 月

1596 兵 庫 県 立 光 風 病 院 新 第 1 病 棟

設 計 兵 庫 県 都市 住 宅 部 営 繕 課

施 工 日 月 和 工 務 庖

a  神戸市北区山田町上谷上

b .  81 ，968. 0001'  

C .  1. 158. 00111'  

d .  5 ，150 .00111'  

e .  R  C 、 4 F 、 P 1  

f . 昭和54年 9 H - 昭和56年 4 月

1599 兵 庫 県 立 柏 原 病 院 ( 第 2 期)

設 計 : 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

施 工 : 大 成 建 設 大 阪 支 庖

a . 大阪市東区本町 4 の27

b .  62，347. 00m'  

C .  1，726. 0001'  

d .  6，322. 00m'  

e .  R  C 、 5 F  

f. 昭和54年 12月一昭和56年 3 月

1602 鳴 門 ス ポ ー ツ ス ク ー ル

設 計 ・柚 建 築 設 計 事 務 所

施 工 清 水 建 設

a 徳島県鳴門市撫養町黒崎字松 l斗68番 I

b . 8 ，249. 06m'  

c .  1，947. 14  m'  

d .  1，920. 4001'  

e .  S 、平屋建

f  11自利55年 1 月~昭和55年 10月



月 5 日付) の中から、重要と恩われる部分をご紹

介するので、今後、この制度の活用を検討する際

の参考にしていただきたい。

①宅地開発事業、土地区画筆理卒業区域について 、

建築物等の用途制限、敷地細分化を防止するため

の敷地面積の最低限度規制、壁面の伎鑑の制限な

どにより、良好な環境を担保する 。

②土地区画監理事業、市街地再開発事業、相当規

模の建築物の建て替えが予想される地区について、

その地区の将来の盤備 ・開発および保全について

の方針や目標をあらかじめ定めておくことによっ

て、住民の合意の形成を図るとともに、計画的で

箆合性のある事業の実施が行えるようにする 。

③ 商庖街で建築物の建て替えが相当規模行われる

地区では、建築物の用途 ・ 高さ・形態 Ｎ ｾ匠など

の制限を定め、機能的で魅力ある商庖街を形成す

るよう誘導する 。

④現に市街化しつつあり、または市街化が予想、さ

れる地域について、道路 ・公園などの公共施設の

配置・規模、建築物の敷地国械の最低限度を定め、

いわゆる無秩序なスプロールによる不良な街区の

形成を防止する 。

⑤ 現に良好な市街地が形成されている地区の建築

物や敷地に対する制限を定め、主主て答えや敷地の

細分化による環境が悪化するのを防止する 。

⑥ 歴史的街並み景観を形成している地区で、建築

物の壁面の位置の制限、高きの最高限度、形態や

意匠の制限などを定め、地区の特色ある景観を保

全する 。

⑦ 住宅地におけるいけがきの設置を促進するため、

かきまたはさくの構造の制限を定め、コンクリー

トベい等の建設を抑制する 。

上記のような場合に、本制度の活用が期待され

ることになるが、さらに、内答的にも従前の基準

法ではおさえられなかったいくつかの特色ももっ

ている 。 たとえば¥

@ 建築物の用途の制限 l立、 r  1 階を庖舗又は事務

所とし、 3 階以上は住宅とする」等のように、従

来の用途地域制による面的制限をこえて、立体的

制限が不能となる 。

@ 建築物の形態 ・意匠は、建築物の屋根・外壁そ

の他戸外から見える部分の形状 ・材 料 ・色彩等に

ついて、地区の特性にふさわしいものにするよう

制限ができる 。

。 現にある樹林I也、草地、水辺地、湿地帯、並木

樹木などで、良好な居住環境を確保するために必

要なものについては、伐採の制限や池沼の埋め立

ての制限ができるなど、自然荻鋭の保護が可能に

なる 。

以上のように、この制度は、より地域に密着し

た、キメの細かい環境目標が、公法上の制限とし

て可能になる 。 もちろん、それらは、住民との合

意の形成を図りながら進めなければならないが、

建築協定制度のような、住民合意による街づくり

手法とも併用しながら、新しい公法上の環境整備

手法として、その活用が期待されるのである 。

〈活用の例として想定されるもの〉

日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

ナコ

，会、

守3

質疑などの投縞をお待ちしております.

建築指導行政に求められるもの( その 3 )  

環 境 と 街 づ く り 一 地 区 計 画 制 度 の 活 用 に つ い て

1 6 9  

ある 。近畿地区の特定行政庁会議の席上でも、い

つも議題にはなるが、もう一つ議論も沸かないし、

調査費等の予算がついているところもほとんどな

いというのが笑態だ 。

だが、考えてみれば、こうした制度が実行力を

もって定着するためには、もともと長い時聞がか

かるものと J f えるべきで、あわててジタパタして

も、失敗するだけであろう 。 じっ くりと腰を据え

てやるしかないと思 っている 。

そこで、本稿では、地区計画制度の活用につい

ての建設省事務次官通達 ( 昭 和56年 8 月 5 日付)

と同省の計画・都市・住宅局長通達 ( 昭 和56年 10

わが国の街づくりに関する法体系の中て¥ マク

ロな都市計画法とミクロな建築基滋法の谷聞を埋

め、池波密着型 ・住民参加型の新しい{ 主環境整基備

手法として登場したのが地区計画制度である 。

地区計画制度は、別個の法律としてではなく

都市計画法と建築基準法の一部改正という形で、

昭 和56年 4 月25 日から施行にな っている 。

それからほぼ l 年、いろんな場で本制度の活用

について検討がなされ、一部地域では実行の段階

まできているところもある 。 しかし、全体的には

まだ模索中のところが多〈、財政的裏付けの乏し

い本制度の具体化は、前途多難というのが実感で

地区計画の策定・運用フロー

未線引都市計画区域内で用途地域の

指定のある区域

土地所有者等利害

関係者の意見1車取
必要な都市計画の決定 - 変 更

地区計画の都市計画変更

地区整備計画

条例の制定

<  A )  

地区計画の都市計画決定

区域

地区の準備に| 羽する方針

地区盤備計画

条例の制定

特

例

道

路

位

置

指

定

の

予

定

道

路

の

指

定

地区計画の運用

処

築

確

認

の

基

準

届

出

開

発

許

可

の

基

準

( 大 阪 府 建 築 部 霊 祭 指 導 錬 近 野 正 男 )
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日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

〈新建材紹介 .No. 89 )  

大開化学工業株式会社

勺《クティニール。

デンマーク製防カピ・防バクテリア塗料

本 社 〒658 神戸市東灘区本山中町一丁目 11の 6 T  E  L  078- 452- 2591- 4  

東京支庖 〒105 東京都港区虎ノ門五丁目 3 番20号 仙石山アネ y クス 2 階213号室

( 議ビ ル) T  E  L  03- 437- 9871 

はじめに
次に当社において行った抗菌性試験結果は下 ・参考他社品は塗布溢紙面およびその周辺も

われわれの生活環境には種々雑多なカビやノ〈

クテリアが存在し、有益あるいは有害な作用

を及ぼすことは周知の事実である。この内い

記のとおりであった。 増殖の阻止は不完全でh ある 。 ( 右)

試験方法 : i，慮紙に市販の防カビJ . l l J を添加した パクティニールおよびその塗膜を水につけ、

塗料を均等に塗布し、 20. C 、4 8 %R Hの状態 その溶出液につき発光分光分折を行った結果

わゆるカビについては高温多湿の条件下にあ で48時間放置したものを試験片とする。この

る天井 、壁面等に発生し見苦しい外観を示す 試験片を次の諸条件に基づいて準備した。

にとどまらず、ひどい場合には建物等の構造 ( 1) 48時間乾燥した直後のもの

体を浸蝕し脆化させる ようになる。特に雑菌、 (2) 乾燥後フェードメーターにて 20時間照射し

塵挨の発生を嫌う食品加工工場ではカビの生

成を促進し易い条件下にあることが多〈、衛

生的にも好ましくない。

これらに対する防禦策として内装材料に防カ

ビ処置を施して対応しているが、その一つの

方法として防カビ剤を配合した、いわゆる防

カビ塗料の塗装がある。

一方カビおよびバクテリア等は社会生活の複

雑化や、防禦対策として利用される防カビ、

防腐剤によりさらに耐性ができ、所期の効果

が低下し永続した効用を期待し難いのが実状

てe ある。

当社は防水をはじめとし、防食、耐食用途に

開発を進める過程において諸種の比較実験を

重ねた結果、欧州において豊富な実績を積ん

だものとして最も有用な防カビ塗料を選定し

た。ここに紹介するり〈クティニ - J v" はデ

ンマークのラルコ社( L a r c o Lt d) の開発製

品で、他の問種ものに比較して抜群の効果を

有するものとして推薦できる。

. . 性能および特性

パクティニ - J レはテe ンマークで開発され、同

国の工業技術協会微生物研究所で厳密なテス

トの結果、紡カビ、妨バクテリアの効果が十

分確認されたものである。

すなわち、紙および木片にパクティニールを

塗布した試験体を作り、カビの発生雰囲気に

放置する。次いで試片を洗浄した後、表面を

検査した結果、未処理のものはノ〈クテリアの

影響を受けているが、塗布処理片は次のバク

テリアに対して顕著な抑制効果を保っていた。

賞金色ブドウ球菌 St aphy lococcus  aur eus)  

小球菌 ( Mi c r oc oc c us  sp)  

キ干状菌 ( B a c ill us  c er eus  v .  my c oides )  

緑股菌 (  B  ac  i l lus  pyocyanens)  

Oen21 .  J anuar 1975 

Teknol ogi sk 1nsti tut  

Af del i ng for Tr 畠 t ekni k

Mi k印刷。logi sk Laborat ori  um 
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たもの

(3) 乾燥後アルミホイルに包み空気を遮断し 20

時開放置したもの

(4) その他

以上を J I S Z- 2911に則り、寒天培地に混

合胞子懸濁液による菌の培養を行った。

なお試料の塗料は E V A系エマルションをパ

インダーとしたものを使用した 。

試験結果: 各試料が示す有効阻止添加率およ

び状況を表ー 1 に示す。

褒 - 1

銘柄及び添力1 l 11?1 メーカー

キT効阻止

状 況

i量 111: 

パクティエール LARCO( Den. )  一 % 占島常なし

* ベン ゾ4 ミダ

H社 ( 日本 ) 0. 05 

水浸漬て'作用

ゾ - }レ系(1) 低下

1/ (2)  グ ( 日本 ) 0. 05 向上

(3) M社 ( 日本)

空気遮断で

1/ 

0. 05 
効力低下

化学名 2-( 4- thi azolyl ) - benzi mi dazole  

また上記と同様の方法で試料を準備して他社

の防カビ用塗料とパクティニールを比較した

結果を写真にて示す。

他 社 のF有力ピ室料

パつれニー札l千J ーヲ瞳】

草壁盤塁: ( 写真参照)

・無添加は 11且紙面とその周辺に黒カビの増殖

が見られる 。 ( 左)

・パクティニールは塗布温紙面とその周辺ま

で増殖を完全に阻止している 。 ( 中)

を表ー 2 に示す。

褒ー 2

CaTi MgNaSi AI  K  FeMnSr CuZnSnBaPbNi Cr  

塗料| 柵時→++H t - * * * * + + 土 ++. : t 土Tr. .:t

制液| 時 + 柑叫* * * + + + + 土 土 +

昭和51年 4 月23日兵庫県立工業試験場

またパクティニールの販売が昭和51年に開始

されて以来、カビの無発生記録を日々更新し

ている 。

〔調査1 )

大手食肉加工会社のカビ多発環境の工場に塗

装、以来数年間無発生で現在に至る 。

〔調査 II )

昭和51年夏塗装の公営団地住宅および一般住

宅の浴室において末だにカビの再発生なし 。

・ 特長

以上述べたようにパクティニールはほとんど

のカビやバクテリアに顕著な効果を示し、且

つ人体には無筈である。その使用上の特長は

次の通りである 。

(1) 水系( エマルション型) で作業上極めて安

全である 。

(2) 耐水性良好で結露中にも塗料の洛出がほと

んどなく、有用菌にも安全である。

(3) 完全に乾燥した塗膜は常時、高温高湿度の

室内でも剥離せず効力を持続する 。

(4) 専用のクリーナーとプライマーは下地の殺

菌と塗膜のw活性向上に寄与する 。

(5) ホワイトベースにしてあるので、水性用の

カラーぺース卜で好みの調色が可能である 。

. 標準使用法および注意事項

(1) 附属のクリーナー液で被塗装面を清掃殺菌

する。

(2) 清掃殺菌して乾燥後、附属のプライマー液

を刷毛にて塗工する 。

(3) プライマーの乾燥後、パクティニールを塗

工する 。 ( 基準塗布量 5 m' /  R，) 

(4) 刷毛等用具は各工程終了ごとに、すぐ水洗

いする 。

建 材 委 員/ 松 本 美 良 (側竹中工務広大阪本庖設計部

情報課長 )



内 末 市 内 ヨ1:"Io' w7X

あらゆる防水のニースεを満たす複合防水

特 長

① 常温硬化型アスフアルト冷工法

塗膜は無溶剤硬化型で塗布後、すぐシートの敷込が可能です。

わ抜群の信頼性

塗膜防水とシート防水の長所を兼備した 3. 5mm厚の複合防水

工法です。

① 完壁な耐亀裂性

防水層は特殊な二層4構造の為、耐亀裂性に優れている 。

鐘 紡 合 成 化 学 株 式 会 社

④ アスフ アルト防水の補修に最適

本社 / 防水事業部

東 京 支 庖

名 古 屋 支 庖

無公害中掘拡底工法

NAKSJ:港

HYSI NCハンマ

合理的基礎の設計を可能とする異径杭

NCS- ST/ l イJII

高 542 大 阪 di rl<i  1'( lk 椀 Ui; nli 1  J I I  3111=J也

( 九浮石 illl ピル 7 m)

T Eし 大 | 坂 06 ( 245)  8  2  4  1  ( 代 表)

⑨ 141 Ｊｾｘｴｩｬ ｾ Ｏｉｉｉｉ 川 Ｑ ＾Ｈ Ily IL 反 川 7 J i  122 /11= 17 け

T E L 点) ; ( 03 ( 494 )  2  7  4  1  (代 炎)

w 450 :}'. ，片 h! di '1' 村 氏 名 駅 4 J i  117 待 19 刀

TEL: } ' . 占1せ 052 (581 ) 1  

建設省認定

( 銚紡ピ Jレ3 附)

2  7  1  (代 表)

( 東住指発第50号一 2 )  

Ra= ま(25而Ap+ l . 5 ・L ・ψ)

騒音は30m地点で75dB- A以下

油煙飛散のないクリーンハンマー

適用杭径: 300労- 700戸

許容支持力の増大

水平耐力の増大

負の摩擦力の低減

丘三三込

、ｾノ
日本コンクリート工業株式会粧

お 問 い 合 せ 先

本 社 東京都港区新編1丁目 8番3号 ( 住友新締ピル )

東 京 営 業 所 : 点京町i港 区 新 編1丁目8番3号( 住友新橋ピ Jレ)

大 阪 営 業 所 : 大阪市東区本町4 丁目 4 番 1 (本町 野 村 ピJ レ)

名古屋営業所 : 名古屋 市中村区名駅4丁目 2番 1乃( 富士 ピル)

〒105 n  (03)  573- 0361  

干 105 n (03) 573- 0361 

〒541 n (06) 262- 1761 

〒 450 n  (052)  581- 9701 

11 



ニュース原稿をお送リくださ い.

二L

建 築 と 社 会

昭 和56年度建設省営繕工事

設 計 コ ン ク ー ル 入 賞 作 品

建設省の「昭和56年度営繕工事設計コンクールj

は、きる 3 月 4 ・5 日の両日にわたって、東京、

霞ヶ関の中央合同庁舎第 3 号館共用会議室で開催

された 。

建設大臣賞

機 浜 公 共 職 業 安 定 所

償浜市中区本町 3 - 30 

設計. 関東地方. j ] l 設局管絡部地工 三井建設

この コンクールは、建設省の営繕組織における設

計技術の向上をねらいとして、これらの組織内で

設計された建物を対象に毎年 1 回行なわれている

もので、今回は 30回目にあたる 。

今回は、官庁営給部、各地方建設局、北海道開発

局および沖縄総合事務局から計11作品 ( うち参考

作品 1 ) の提出があり、審査 ( 委員長、渡辺滋官

庁営繕部長 ) の結果、入賞作品として写真の 4 点

がiきばれた。

建設大臣賞を獲得した徽浜公共職業安定所は、市

街地に建つ公共施設として、諸機能を コンパク.ト

に集約することにより敷地の有効利用を図り、と

りわけ横浜市の“ 快適な街づくり" 方針への配慮

から前面アプ ローチ部分の開設が図られており、

また、平面計画において特怨される点は 、中空ス

ラプによる無柱大部屋方式を採用したことで、来

庁者へのサービス向上、将来のレイアウト変化へ

の対応、快適な執務空間の確保が図られている。

建物は鉄筋コ ンクリート造、地上 4 階、地下 l 階

建、延面積3 ，080平方米で、設計は関東地方建設局

営綾部が担当している 。

官庁営鎗部長賞

那 覇 地 方 家 庭 裁 判 所 沖 縄 支 部 お よ び

沖 縄 法 務 合 同 斤 舎

政 判 所 沖 縄 市1-: 知l E 345番地

法務合同 11 356番地

設J f' :  ;' 1' 制総合事務局開発建 設部

施工 政判所。. 佐雌工業 ・南洋土.j]l J  V  

官斤営鎗部長賞

仙台第 3 合 同 庁 舎

ulJ 台市 5 輪 1 丁 目 3 番15号

設計 。 東北地 方 建 設 局 営緋苦ｾ

学大

館

こ

維

料

即

繊

資

川

芸

芸

刷

工

工

附

都

術

剛

京

美

基本設計 船越瞭由 、京術工芸繊維大学施設謀

施 工 (附松村組

所干「 地 京都市左京区怯 ヶ崎御所海道町

敷地荷積 3，250 m'  

建築面積 888m'  

延面f I ! 2，296 m'  

十障造 :¥fH呉 R C泣 3 階建

工 期 昭 和55年 10月 ~昭和56年 6 月

京都工芸繊維大学の美術工芸資料館は 3 階建て、

延べ2，300m'弱。大学キャンパスのほぼ中央に、比

叡 山を真正面にして立つ。入口の斜めに切り込ま

官庁営鎗部長賞

尼 崎 地 方 合 同 斤 舎

尼崎市東難波町 4 丁目 18番36号

の字型に常設展示室、企画展示室、演習室などが 約 2 mの円形陶板は、天井から多数下が っている

並び、 3 階は収蔵庫、研究室等を持つ。 スポ ッ ト用照明器具とともに、空間全体の調子を

明治35年創設の京都高等工芸学校以来の収集品約 消したきらいがある 。 これは展示物を待 つてはじ

l 万 3 千点を基調にして、今後 も幾つかの重点品 めて表情を持つ空間i 、あるいは土蔵の中とでもい

目を定めて、特徴のある教育研究効来を狙 った収 うべき空間であろう 。限られた文部省予算内で丹

築展示をする予定である 。大学名に示す通り、工 念に仕上げた制作は、建設過程の経済性を考える

芸学部には建築学科、住環境学科、意匠工芸学科

の造形系 3 学科が有るが、これらの学科の学生の

利用はもちろん、さらに資料館は全学の工学系等

の学生が開館時に自由使用できる 。一種の視覚的

文化教育の場として設置された点に大学全体の抱

負がある 。

基本設計をした同学部建築学科の船越助教授は彫

りの深い 宝石箱をイメー ジしたというが、古い樹

齢の柳の{ 則て¥外装タイルがライトブラウ ンに柔

らかく清楚な風情をそえる 。これは同窓生 ( 旧黛

業工芸学科卒) の勤める伊賀上野の製陶工場で作

った「還元焼J 二丁掛タイルと聞く 。 i宝石箱」

の内部は吹抜き大展示室 を中心とするが、壁面の

コンクリート打放しビシャン仕上は整 った白地と、

骨材の石の大きさに色調を揃えたきめのこまかさ

を見せる 。一方南北両側IJ に集めた上下交通と配管

コア部分は裂に薄暗い歩廊をめぐらせ、側面や上

面から微妙な外光を採り、ふと農家の袈廻りを想

れた壁が目を惹くが、そ れも比叡山を望む視線と、 起させる 。一方この部分の凹凸は外観にも深いひ

周聞の校舎の車曲線との角度の差に起因するという 。 だを生む要因ともな っている 。 しかし、いわ ゆる

内部は中央に 2 階分吹抜きの大展示室を抱き、口 i  1  % 条項」による美術品として床に置いた直径

12 建築 と社会 / 1982年4 月号

とき、決して軽視すべきでない配慮である 。ただ、

作品の独立完結性、まとま った強い表現力で訴え

るも のが少ない 。関西流とでもいうべき性格を持

つといえよう 。これは否定すべきものではなく、

次のよ うに今後助長すべき新しい方向を示すもの

と考える 。

室内空間が展示物をま ってはじめて愛情を持つこ

と、この表現的特性は外部にもあてはまる 。穏健

ニュートラルな外部空間は、今後の使われ方しだ

いで、 何 となく大学人に親しまれ、学生が集まり 、

人々の目も楽しませる生きた場所になるであろう 。

換言すれば、あらゆる種類の単体建物がすべて孤

立し独自の表現世界を持つ芸術品でなければなら

ないのか、生活に合 ったそれぞれの場所の背景と

して有る方がよい のかは 、環境や界隈を形成する

単体の在 りよ うとして聞い直きれていると思う 。

この点て¥同窓会を中心に約 l 千万円の予算で堀

内正和氏の野外彫刻を据える運びにな っているの

も同意できる 。最初に述・べた大学の教育的抱負 の

中で今後大切に育 んで行きたいものである 。

(相 川 浩)



徳 岡 案 ( 作 品 記 号 A )

一 次 の と き の 設 計 条 件 と 基 本 的 な 変 更 と な っ た h 北側

か ら の 導 入" と い う 新 し い 事 態 に 直 面 し て 、 ど の プ ロ

ンク プ ラ ン を 見 て も 戸 惑 い の あ と が 見 ら れ た 。 そ の 中

で こ の 笑 は 独 り そ の 変 化 を 越 え て ヶ 次 の 笑 よ り 更 に 、

説 得 力 に 富 ん だ 内 容 の あ る 作 品 と な っ て 審 査 員 の 共 感

をH乎んだ。

当 然 の こ と な が ら 、 要 求 さ れ て い る 諸 条 件 に 対 す る 周

到 な 分 析 、 作 者 の 体 験 か ら 生 ま れ る 平 面 計 画 の 読 み の

深 さ 、 緑 を テ ー ? と し た 級 密 な 環 境 計 画 に 到 る ま で の

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の 優 秀 さ と 同 時 に 、 今 な お パ リ に

留 っ て 元 気 に 創 作 活 動 を つ づ け て お ら れ る 荻 須 さ ん と 、

地 元 稲 沢 の 人 た ち と の 間 の 心 の き ず な と い っ た 自 に 見

え な い 精 神 性 を 特 に 大 切 に し て い る 点 に 心 引 か れ た 。

.. ART S ANCT UARγ ' というサフ・テー 7 に こ め ら れ た

気 持 は や は り そ の あ た り か ら 来 て い る 様 に 恩 わ れ る 。

そ れ が こ の 案 の デ ザ イ ン に も 一 貫 し て い る 。 こ れ が 真

に こ の 地 域 の 伝 統 の 中 に 根 ざ し た 施 設 と し て 地 元 に 迎

え 入 れ ら れ る た め に は 、 こ の 案 に も な お 改 良 の 余 地 少

し と し な い 。 形 の シ ン メ ト リ ー 性 を 敢 え て 保 つ た め の

面 積 配 分 の 調 整 、 内 部 空 間 の 完 備 の た め 失 わ れ た 開 放

性 、 外 形 か ら 決 め ら れ た の か 博 物 館 南 面 の 軒 の 高 さ 、

前 面 の ア プ ロ ー チ 庭 の 夏 季 の 照 り 返 し 等 、 改 良 点 は 散

見 さ れ る が 、 い ず れ も 今 後 実 施 設 計 の 段 階 で 検 討 可 能

の程度である。

よ っ て こ の 案 を 他 に 得 難 い 作 品 と し て 審 査 委 貝 全 員 で

‘ 最優秀作品" に推すこととする。

( 審査員

設 計 続 投 審 査 委 員

名大教段井! 明弘太郎

名 k 教 J宝飯田} ' . f . 阿郎

向井昭雌{ l l 築

内 井 昭 雌

設計事務所長

水設計 Ｂｉｾ 務
所長 佐 久JIIli 重二

名工太助教授中村 洋

鈴鹿工輪撒授水野柳太郎

稲拘甘説会代置大谷再三郎

相以市教行使備本 # 尭

荻 須 記 念 館 設 計 競 技

第 二 次 審 査 講 評

荻 須 記 念 館 第 二 次 設 計 競 技 審 査 発 表

最優秀に徳岡昌克氏( 代表者) の作品に決まる

愛 知 県 稲 沢 市 ・ 愛 知 県 稲 沢 市 教 育 委 員 会 主 催 に よ る 荻 須 高 徳 画 伯 の 功 績 を 記 念 し て 、 ま た 、 稲 沢 市

る 荻 須 記 念 館 の 第 二 次 ( 最 終 ) 設 計 競 技 の 審 査 結 の 「 緑 豊 か な 絵 に な る 町 づ く り 」 を 推 進 す る 一 環

果 が 本 年 4 月 10 日 に 稲 沢 市 役 所 に て 記 者 発 表 さ れ と し て 、 建 設 す る も の で あ る 。

た 。 こ れ に よ る と 最 優 秀 作 品 には、徳 間 昌 克 他 ( 共 こ の 設 計 競 技 は 昭 和56年 10月 に 全 国 か ら 441件 の

向 者 下 記20名 ) ( 側 竹 中 工 務l吉 大 阪 本 底 設 計 部 〕 の 応 募 ( 作 品 提 出 ) が あ り 名 古 屋 大 学 の 飯 田 教 授 審

作 品 に 決 定 さ れ 、 設 計 者 に 対 し て は 実 施 設 計 の 権 査 委 員 長 他 7 名 ( 右 記 ) の 審 査 に よ り 進 め ら れ て

利 を 与 え ら れ た 。な お 第 I 次 設 計 競 技 の 入 選 者 ( 5  き た も の で あ る 。

点 ) ・佳 作 者 ( 27点 ) は 下 記 に 記 し た 。 なおこの応募金作品展は昭和57年 5 月27 日- 6 月 2 日に、

荻 須 記 念 館 は 、 稲 沢 市 出 身 で 現 在 パ リ 在 住 の 世 界 稲沢市総合文化センター ( 名鉄本線国府宮駅下車京出口徒

歩 3 分) で、行われる 。間合先は次のとおリである .

的 に 著 名 な 画 家 と し て 、 絵 画 を 通 じ 、 日 本 お よ び 間 合 先 稲 沢 市 教 育 委 只 会 社 会 教 育 課

フ ラ ン ス の 文化 の 向 上 に 大 き く 貢 献 さ れ て お ら れ T  E  L  0587- 32- J l l J ( 内線 357)
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提 案 の 基 本 理 念

〔背景〕稲沢文化の歴史

・弥生時代にこ的地方に稲作が始められて以来、大化改新ののち、尾張図司が

置かれた時に、この地方向歴史的始まりを見ることができる. またこめ地方的

自然を支配してきた木骨川とその校川町氾置による洪水もまたその歴史であ っ

た. 人々はわずかばかりの自然堤防と、自然堤防状徹高地に安住町地を求的、

自然を娯押しつつも、心的依' ) どころとして集落ごとに神明社などの村祉を建

てまつり、 ｾｉ ( んできた.

[ 目的 〕稲沢独自の文化的発展

・近世になって、交通的要所として稲葉宿が栄えたが、明治以来土地利用皮肉

低い後背湿地が埋め立てられ、工場進出向滋を受け、現佐に至 っては、名古屋

内部市圏拡大による都市化という名町洪水を受けはじめており、将来的には‘

稲沢独自の文化的発展が切に望まれる .

[ 方策〕文化創造の場創り

・慣れた伝統的文化と. 市出身町国際的画家である. 荻須高徳氏の#e企性とを

統指的にシノポライズして捉え、人々が郷土町歴史的遺産と画偏向芸術的世界

に接するニとによって、稲沢町明日を考え、市町観かしい文化的発展に寄与で

きる場創りが必要である .

〔提案) A R T  S A NC T UA R Y  

・3正m記念館、博物館. 歴史民俗資科舘収蔵庫が 1つ町敷地に集積される事に

よるアクティピティ円相乗効果は充分期待できるが、そ向上に、市民的コミュ

ニティ蟻成のための袈議として下配的 3つの機能を注入することにより、 3 館

内内外は共に有機的に融合され、市民共有向活性化された空1 ¥11 となる .

l  ンティパ- 1 ・市民的生活環境としての緑盟かな町づ〈りの拠占

2. ンティロピ ・市民的対話による文化高J崎町場

3 .  ｾティステ ジ ・市民的生活の「はれJ 町場

かつて 、おびただしい数の神明社が村人的司議神であ ったように、現代町稲沢

文化的ンンポルとして. 計画地内環境を包含したこれ均的越築詳のアノサンプ

ルを‘ 文化の¥' i " ) 高い広場 = r芸術的聖域J として提案する.
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静かな環境を創るグラスウーづレシステム天井

スパンアコステペック

- グラスウールを基材とし、塩化ビニールフィルムで表面化粧被覆した吸音材です。

〔特長〕

・驚異的な吸音性

・顕著な断熱効果

・安心な防火材料

・軽量でフレキシブル

. 抜群の耐湿性

〔天井割付寸法〕

5 0 0 %X 1 5 0 0 % 

7 5 0 %X 1 5 0 0 % 

1000%X1500% 

1000%Xl 000% 

幅広い用途

. 千葉大学体育館

- 松下電器ステレオ工場

. 川鉄阪神地区

体育館温水プール

. 金沢スイミングプール

- 安中第 2 中学校武道館

- 川崎競馬場

- 沼津ときわ保育園

等に御採用いただいております。

- 施工がはやく、機能的なモジュールです。

※ カタ ログ ・サンプルをご希望の方は下記まて・御述絡下さい 。

東
ー‘ー

血1 業 貿 易 商

h. .  

株式会社
尽 : A  

大 阪 干550 大阪市西区西本町 1 - 5 - 3 福 岡 〒812 福岡市博多駅前 1 - 9 - 3 富 山 〒930 富山市八人町 8 ー 13 富山総曲輸

扶桑ピル ｔｅ ｌＵ ＳＲＭＵＷＴＵｾＹ＠ ナショナルピル TEL 431- 5072附 郵便局ピル ｔｅｌＴＱＭＴＷＰＱｾＳ＠

本 社 〒105 東京都港区新橋 5 - 8  - 9  広 島 〒730 広島市中区富士見町16 ー 17 札 幌 干060 札幌市中央区南一条西 2 - 10  

東興ピル TEL 436- 2582 ( l 直) T EL 41- 6879 ・46- 4701 交通公社ピル ｔｅ し ＲＲＱＭＷＲＷＱ ｾ Ｓ

名古屋 干460 名古屋市中区錦 2 - 20- 20 仙 台 〒980 仙台市中央 1 - 6  - 30 宮城林産

大和生命ビル ｔｅ ｌＲ ＰＱＭＳＳＲＱ ｾ Ｕ＠ ピル T EL 22- 9515 ・9575



読者の頁

マイ・フォト

ヨ ー ロ ッ パ を 旅 し て

‘ チューリッヒ( インターラーケンぷスイス)

中 馬 博 良/ 側長谷川工務庖技術本部

i却! の聞という意味のインターラーケンは、色取々

の美しい花がベランダいっぱいに飾られ、高い建

物はあまり見られず、景観を大切にしている 。点

点とする村々からは、牧童が追うカウベルがどこ

からともなく聞えてくる様なメルヘンの世界に無

意識のうちに引きずりこまれる 。

岩山をけずりとってつくられた道路( インターラーケン付近)

チュ - 1 ) ';1 ヒはスイス最大の都市で活気にあふれ

ている 。

ヨーロ ッパ故大の時計塔のあるセント ・ベーター

教会、シャガールの幻想的なステンドグラスの美

しいフラウ教会、ロマネスク建築の大寺院、バロ

ック様式の市庁舎と有名な建物がオールドタウン

にある 。シ ョ y ピングプラザには噴水やベンチを

設け市民の恕の場としてどことなくゆとりを醸し

出していた 。

省 エ ネ の ワ ン ポ イ ン ト

そ の 7 事務所ビルの省エネルギー

田 中 建 美/ 清水越脚本社省エネ ルギーエンジユアリング部

円 グラフに見られる通り、事務所ピルの場合、 1比

熱環境形成のために、全エネルギー量のなかばを

インターラーケン( 住宅街をねり歩〈観光馬車)

外周5m部分の年間熱負荷

年間熱負荷係数(PAL)=" : 間 5m部分の床面繍 壬ωMcal /m'年

(事務所)

一年間受講エネルギー消費量

空調エネ Jレギー消費係数( CEC) ー 豆l. 6

算定相官エ九嫡和負荷 (事務所)

すでにお気づきの通り、 P A L、C E Cは性能規定て¥

消費し、省エネルギーはまずここに渚限される 。 計蘭の自由性を tl l . なわないよう自己J . ¥¥! . されている点、

細lかく見ると、熱源のエネルギー量は 20% であり、 また計画時点で建築性能と空調効率をあんか己ん

これをうまく削減するポイントは、建築外周部の 知る簡易な手法を拓いた点を高〈評価されている 。

熱特性をうまく与え、次いて' 熱源の効率を高める 残された視環境 ・サービス環境形成上消費される

ことにある 。 エネルギーは、建物毎に事情が臭 って一律に取り

一方、熱や空気を建物の各部に送り届けるため、 級えない。 しかし過半のエネルギーが費やされる

ポンプや送愚暗に意外に大きなエネルギー (28%) この領域て省エネルギーが実現すると、関連して

を使 っている 。 この搬送のエネルギーは建物が大 冷房まて'省エネ化されるとい った副次効果もあ っ

形化するに従い大きくなる傾向があり、笠宮司シス て、建物倒々に関係者の努力が待たれる 。言うま

テム効率の大きく係わるところである 。

この建築外周部の熱特性や、空調システム効率を

計画時点でとらえよう、と言うのが、省エネ法に

基〈建築物の判断基準に示された、 P AL とC E C

て¥すでに御ゑ知のとおり、次のように定義され

ている。

でもないことだが、建築では環境形成のためにエ

ネルギーが投入されるのであるから、消費量のみ

に目を向けて環境の劣悪化を招事しないよう、た

えずねらいとする環境をイメージし続けることが

ポイントである 。

シャガールのステンドグラス( フラウ教会)

平均的な事務所ビルの年間エネルギー消費量の比率

月}

ある事務所ピルの単位床面積当り月間エネルギー消費

盆の推移

雄策 と社会 / 1982年4 月号 15 



財団法人 日本建築総合試験所だより

加古川分室、 5 月 7 日いよいよ関所

当 試 験 所 で は 、 昭 和56年 度 施 設 整 備 と し て 京 都 分 室 に 引 継 き 、

兵 庫 県 下 に 分 室 を 設 置 す る 計 画 を い た し て お り ま し た が 、 兵 庫

県 の ご 指 導 、 ご 援 助 を は じ め 、 関 係 方 面 の ご 助 力 と ご 理 解 を 得 、

加 古 川 市 に 用 地 を 取 得 、 去 る 昭 和56年 12月 建 築 に 着 工 、 昭 和57

年 3 月 末 完 成 い た し 、 5 月 7 日 開 所 式 、 翌 日 よ り 試 験 業 務 を 開

始 す る 運 び に な り ま し た 。

試 験 項 目 は 工 事 用 材 料 試 験 の ほ か 、 小 型 載 荷 床 に よ る 各 種 パ ネ

ル 類 、 セ メ ン ト 二 次 製 品 等 の 強 度 試 験 を 行 な い ま す 。 今 後 公 的

試 験 機 関 と し て 更 に 一 層 業 務 に 精 励 い た す 所 存 で ご ざ い ま す の

で 、 千 里 本 試 験 所 、 大 淀 分 室 、 堺 分 室 、 京 都 分 室 同 様 に ご 支 援

の ほ ど よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 新 分 室 の 概 要 は 次 の と お

りです。

・ 施 設 の 概 要

敷 地 : 2717. 81m'  

建 物 : 鉄 骨 造 平 家 建 407 ，905m'( 平 面 図 参 照 )

施 工 側 曾 根 組

主 要 試 験 機 : 100 t  油 圧 式 自 動 引 張 試 験 機 1 台

100 t  油 圧 式 耐 圧 試 験 機 l 台

( デ ィ ジ タ ル 荷 重 応 力 表 示 及 び 町 ) )  

ン タ ー 装 置 付 /  

小 型 載 荷 床 4 m X 6 m  1 式 ( 加力装置付)

デ ン タ ル 歪 測 定 器

骨 材 試 験 機 器 1 式

空 調 付 試 験 室 l 室

で
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行 具 光 史 脇 田 正 剛 谷 口 清 水

稲岡裕子

土 曜 日 午 前 9 時 ~ 正 午 ま で

. 試 験 項 目 ・試 験 料 金 ( 右 記 の と お り )

ボ ー ド 、 パ ネ ル 等 の 強 度 試 験 に つ い て は 、 ご 依 頼 者 と の 試 験 打

合 せ 時 に そ の 都 度 試 験 料 金 を 決 定 さ せ て い た だ き ま す。 お 気 軽

に 窓 口 に ご 連 絡 下 さ い 。

| 鼠 験 頃 目 I I i t 験規格| 単

砂鋼 材 民 験

位 l料金(円)1試料寸法・数量 l

普通掃鋼ー φ 32閉まで l 本につき 1，200 

異形締舗の φ 32"' " をこえ o40"'" まで J IS Z  2241 I! 2，500 1=500"' " 

引II 試験 φ 41"' " I! 3，500 

普通梅鍋・ φ 32"' " まで l 本につき 1，200 

異形梅鋼の φ 32柵をーえφ 40""，まで J IS  Z  2248 I! 2，500 1 =400"' " 

幽げ試験 φ  41"官官 I! 3，500 

鋼板・形鋼 ｾさ ＲＰＢＧＢ まで 1本につき 1，200 両端チャ ッ?畏

の引張民験 ｾさ ＲＰＧ 酬をこえ ＳＰ ＢＧＢ まで J IS Z  2241 I! 2，500 150"' "ずつ

鋼板形鋼 ｾさ ＲＰ 閉まで
J IS Z  2248 

1;本につ き 1，200 

' =300"' "  

の曲げ民験 ｾさ ＲＰＢＧＢ をこえ ＳＰ ＢＧＢ まで I! 2，500 

砂コンクリ ト紋験

コンクリ トシリンダー抑圧縮強度ｾ験 J IS A  1108 1作( 3本につき ) 1，200 φ I OX20cm 

I! の引彊強度民験 J IS A  1113 I! 1，200 15X30cm 

コンクリ トの曲げ強度絞験 J IS A  1106 I! 1，200 

コンクリートーコアの圧縮強度斌験

J IS A  1107 

l 本につき 5，000 

コンクリート コアの曲げ強度民験 I! 5，000 

.砂骨 材 試 験

.、. る
L、

分 け J IS A  1102 l 件につき 3，500 約 5 k9 

洗
L、 J IS A  1103 

11 
3，500 約 5 k9 

単 位 容 積 軍 量 J IS A  1104 I! 3，000 約 IOk9

実 積 率 ネ
I! 11 6，500 約50k9

有 機 不 純 物 J IS A  1105 
11 

3，500 約 5 k9 

!t .  .  I!& 水 J IS A  1109 

， 
3，500 約 IOk9

細骨材 哩E 面 本 率 J IS A  1111 
11 

5，000 約 5 k9 

安 定 性 J IS A  1122 
I! 

15，000 約50k9

粘 土 塊 J IS A  1137 
11 

8，000 約20k9

浮 粒 翠 ( 1. 95;車体) JI S  A  5308(イ寸)
11 

10，000 約 5 k9 

塩 化 物 定 量 骨 折 J AS S 5 T 202 

， 
6，000 約 10同

.，.  る
L、

介 11 1  J IS A  1102 l 件につき 3，500 約30k9

洗 L、 J IS A  1103 
I! 

3，500 約 IOk9

単 位 容 積 重 量 J IS A  1104 
Y  

3，000 幸司50k9

実 積 翠 * I! 
I! 

6，500 約60k9

上t 置 騒 本 JI S  A  1110 
I! 

3，500 約20k9

組骨材 す へ リ J IS A  1121 
11 

12，000 約50k9

安 定 性 J IS A  1122 
I! 

18，000 約50k9

軟 石 量 J IS A  1126 
I! 

6，000 約30k9

結 土 塊 J IS A  1137 
11 

8，000 約20k9

組 形 判 定 実 積 率 J IS A  5308 
I! 

7，000 約80k9

浮 手立 車工 1. 95濠体) J I SA5308( 付)
I! 

10，00【] 約 IOk9

破 砕 BS  812 
I! 

6，000 約50k9

*単位答4荷重量と比重 ・吸水が依頼されておれば 無 科

比J"( 吸水が依額されておれば …  3. αm円

単位容械盤貴が依頼されておれば・ ー ・・ e・e・. 3. 日泊円

砂 セ メ ン ト 二 次 製 品 及 び イ ン サ ー ト 等 の 試 験

民 験
項 目 試験方法 単 位

料金

備 考

( 円)

歩道周コンタリ ー卜平板の幽1f t 鵡章 J IS A  5304 

1件(3体)

22，500 

につき

鉄筋コン? リート U形の曲げ試験 J IS A5305 

l件(2体)

15，000 

につき

コンクリート L 形あるいは

J IS A5306 15，000 

鉄筋コンクリ ート L 形の曲げ試験

1/ 

コンクリート境界ブロ ックの曲げ紋験 J IS A5307 I! 15，000 

変位測定なし 1体 9，000 
同種の依a絞体頼験(さ4体れ箇たを所同場)いい「一，U一00一OfIl円一時に

インサートの引抜試験

M あ‘ l

( 1 . 所) ト一一一 以上

にっき
13，500 

合の 4体自からの
10，500円

(  2 点) 試験料は

ターンバ，' 1) レの引張試験

J I SA5541 

l 体につき 荷量測定のみ

J IS A5542 7.000 

径50""以下で継手を吉ま

梅鋼の

タイロ ッド ないもの

l 体につき
i塑型空防量測定のみ

の引張試験 径 50酬を超えるものある

いは継手を宮むもの

12，000 

. ( 財) 日本建築総合試験所加古川分室

- 所 在 地 〒675一01 加 古 川 市 別 府 町

新 野 辺 字 畑 下1311の 3

- 電 話 加 古 川 (0794) 35 - 5811 

道 順

- 車 の 場 合 国道 ＲＵＰ 号線Ｈ浜国道Ｉｾ ｉｪ府

小 学 校 交 差 点 を 南 へ 約200m

- 電車の場合 山 陽 電 鉄 別 府 駅 下 車 南 西 へ

約 1. 2km徒 歩 約13分
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「近畿の地盤と地質」特集関連

コンサルタント

ボ ー リ ン グ
業者名簿

名 称
電 話

営 業 内 容 所 在 t也

応用計測工業

株式会社

応力・娠動・騒音・変状等の計 1 :本

測業務

計画立案から解析業務まで

社 1iii>564 大阪府吹田市広芝町10番 14号

太 陽 生 命 江 坂 ピ ル

東京事務所 w 102 東京都千代田区湖町 3 丁目

12番 l 号

06ー380- 0121

03- 263- 5155 

川崎地質株式会社

地表・地質調査

物理探査、環境調査

耐震調査、海洋調査

検層、原位置試験

室内試験、測量

特殊土木

本 社 w143 東京都大田区大森北1- 11- 1

安 田 生 命 ピ ル

技 術 研 究 所 w556 大阪市浪速区元町1 - 1 1 - 8

三↑"tl ，ピル

東京事業本部 w143 東京都大田区大森北1- 11- 1

安 田 生 命 ピ ル

大 阪 支 庖 w556 大阪市浪速区敷津西2- 1- 12

松 川 ピ ル

03一763- 7721

06- 632- 1253 

03ー 762- 2571

06- 649- 2215 

基礎地盤コンサル

タンツ株式会社

株式会社協同ソイル

コンサルタンツ

調査試験

解析技術相談

環境評価

施工管理

設計、測量

委託研究

地質調査全般

土質試験、解析

各種地盤計測試験

測量、 土木設計

特殊基礎工事設計施工

本 社 ⑤ 102 東京都千代田区九段北

1 丁目 11番 5

大阪支社 w550 大阪市西区靭本町1丁目 15番2号

本 社 宅島545 大阪市阿倍里子区昭和田T

5  - 1 0 - 2  

⑤591 大阪府堺市金岡町

土質試験センタ-

1490- 5  

名古屋営業所 1iii>454 名古屋市中川区上脇町2- 26

03- 263- 3611附

06- 443- 495H的

06- 628ー 7151( 1内

0722- 59- 3635 

052- 363- 0744 

連続土留壁杭

3 W S ・MI P工法

株式会社三和地質 |アースドリル杭

ベノト・ピヤ基礎杭

設計施工

w550 大阪市西区靭本町 3 丁目 8 番 6 号 06- 445- 2521- 5 

成幸工業株式会社

S . M. W 連続壁

山留工事

東 京 支 庖 1iii>105 東京都港区西新橋 1 - 1 6 - 3  

本 社 1iii>550 大阪市西区西本町1丁目 7ー20 1  06- 531- 8801 

03- 502- 2988 

九州営業所 ⑤812 福 岡 市 博 多 区 庖 屋 町 5 - 8  1  092- 272- 1159 

グ

量

動

査

ン

測

振

査

発

調

リ

・

調

開

質

一

測

理

査

質

断

術

査

土

ボ

計

管

調

地

計

診

査

一

一

技

調

・

・

・

工

境

設

物

調

一

画

質

験

験

査

施

環

質

礎

造

量

境

一

計

地

試

試

探

・

土

基

構

測

環

一

究

表

鑑

賞

理

計

音

・

・

・

・

・

一

研

地

岩

土

物

設

騒

ル

チ

吋

一

宋

月

東

1

4

ム
4

f

 

A

E

 

式株

東建地質調査

株式会社

大阪事務所 ⑤564 大 阪 府 吹 田 市 垂 水 町3- 27- 10 1  06- 384- 5321 

本 社 1iii>152 東 京 都 目 黒 区 東 が 丘2- 11- 16 1  03- 410ー 7221

本 社 1iii>101 東京都千代田区外神田 6- 5- 4

大 阪 支 庖 ⑤593 大阪府堺市宮下町 2 1 7 一 7

神戸事務所 w650 神戸市中央区元町通5 - 8 - 2 1

滋賀事務所 w522 滋賀県彦被市京町 3 - 4 - 1

03- 834- 6191 

0722- 65- 2651 

078- 341- 4633 

0749ー24- 0117

株式会社横田地質

コンサルタンツ

ポーリング( 地質及び土質)

各種原位置試験

土質試験( 物理、力学、 CBR)

物理探査( 電気、弾性浪)

さく片工事( 湯水試験)

測量全般、土木設計

本 社 ⑤540 大阪市東区谷町 2 丁目 32番 地

技 術 部

⑤ ＵＶＴ 大阪府吹田市岸音 ｉｉｾｴＴＭＲＸＭＴ
土質試験室

06- 943一7484

8630 

06- 380一

8946 

.  17 



風土と建築シリーズ

自然発生的建築をめぐって - 23

型と形式 その 2

アイデ ィウの村

谷あい の川の流れに沿 って走る幹線道路からはずれて、急峻な山の

傾斜にいどむように曲がりくね った道をたどること 30分ほどで、ピ

レネ一山系のー小村アイディウにたどりつく 。遠望すると、傾斜の

わずかにゆるやかにな ったところが集落の中心とな って寄りそい、

大自然の大きさに存在することの許しを請うかのように、つつまし

い風情でおきま っている 。 しかし村の中を歩いてみると、一軒一軒

の家は斜めの足もとに四苦八苦しながら、少しでも傾斜のゆるやか

なとこ ろを探しだしては勝手な方向を向いてたちならんでおり、立

地に対する苦労を物語 っている 。高度の高いせいで襟元に忍び込ん

でくる日射しと、爽やかな冷気が肌をほどよく刺激して、呼吸をす

るたびに身体のなかを浄化してくれるような澄みわた った環境は、

別天地にふさわしい気品をそなえているが、それでも単調さに飽き

た若者をつなぎとめておくことは出来なかったのであろうか。ここ

でも夏のバカンスシーズ ンだけが帰郷の人々で息をふき返す過疎の

村とな っていた 。村の入口近くにひとつだけあるカフェでは、若者

や老人が時間をもてあましたようなしぐさで飲み物を口にして、息

をころしたような気配をただよわせながら、こちらを見ているシー

ンが、まるでスト ップモーションの映像を見ているような記憶とし

て残 っている 。小さなためらいを振り払 って中へ入ると、はじめは

見なれない悶入者に距離をおこうとしていた目つきも、こちらから

投げかける挨拶がわりの微笑にようやくやわらいで、ビールが運ば

れてくるまでには、身振り手振りをまじえた会話は友好の渦でわき

かえ っていた。 しばらくして若者のひとりに自分の家の見取図を書

いてもらうことにな った。これはケビン ・リンチが都市の分析をす

るためにイメージマ ップを描いてもらうという手法を用いたように、

物理的な尺度をはずして印象の中の住宅の構成を垣間見ることが出

来るという点で、興味深い手法なのであるが、ペンを握ることに慣

れていない人が案外多いために、あまり期待するほどの成果があが

らないことの方が多い 。そのために機会があればぺンをと ってスケ

ッチを描いてもらうことはあ っても、むしろ言葉の通じない部分を

筆談して補うことが出来たら、何かのたしになるかも知れないとい

うぐらいのつもりで頼むことにしている 。 しばらくして若者はフェ

ルト ペン を走らせて、いささか乱暴な線を引きながら何かを説明し

ようとしてくれていた 。何をクローズア ップしてくれるのか興味津

津で見ていると、図には斜めの線が入 って来て平面図としての像を

結ぶことが出来ない。家の見取図をあらわしてもらうようにうなが

しても、若者のひとりはそれにはかまわずにゆがんだ図形をかき進

め、何か勝手なことを発言 して会話の順番をこちらにあずけてくる 。

やはりこちらの頼んでいることがわか ってもらえていないなと感じ

た時間が数秒間ほどもあ っただろうか。 しかし次の瞬間にそれは意

味をもっ図面にかわ っていた 。なんとそれは 1 階と 2 階を同時に示

すためのアイソメのようなかきかたで平面見取図を重ねたものだ っ

たのだ。彼らは 2 人ともこのかき方が自分の村の自分の家を説明す

るのに最もわかりやすい方法であることを、ほとんど同時に思いつ

いていたらしい 。そしてその時はずいぶんしゃれた表現をするもの

だと思 ったのだが、よくよく聞いているとこの村にたつ家の大部分

が同じ構成をも っているという 。実際に調べてみるとなるほど l 階

にあたる部分は家畜のためのス ペースとして確保され、この部分が

傾斜地の上に建つ居住部分の基壇をなして、山側につきさきるよう

な半地下部分ともな っていた 。村の地形から推 ifflJ してほとんどの住

居がこの形式をと っていることは明らかで、そのつもりで注意して

見ると、谷側の壁面の どこかには必ず 1 階部分に家畜用の入口が設

18  

本多友常

( 附竹中工務広大阪本庖設計部設計事長)

けられて、反対に 山側 の壁面の 2 階にあたる部分のどこかには人間

用の出入口が設けられていた 。 もうひとつ特徴的な ことは、 2 階の

居住部分 ( 入口からみると l 階部分であるが) が平面を 2 等分する

間仕切をも っていることである 。その一方は居間兼食堂兼調理場と

して使われ、残りの部分はさらに 2 等分されて寝室となり、原則と

しては居住人数の多少にかかわらずこの原則が踏襲されている 。例

外的には寝室部分が 3 分割されている例もあるということだが、傾

斜の角度によ って居住部分の確保される限界が決められてしまうこ

とから推察するならば、この村の基本型は 2 L D K と考えて間違い

なさそうだ。

L D Kにあたるスペースには急な階段がつくられており、屋根裏室

へと導かれている 。屋根裏は全面積を費やして家畜用の干草置場が

用意されていて、ここから必要な量を取り出しては階段を降り、下

につくられたノ、 ッチをとおして家畜に餌をやることが出来るように

なっている。以上がこの村の家の骨格であるが、私の受けた最初の

印象は家が必要最少限の要素で合理的に出来ているということであ

った。屋市艮裏は単純に干草用の倉庫であるばかりではなく、長い冬

の関空寒気から守ってくれる性能の良い断熱材としての働きをしてい

るとも考えられるし、半地下に収容された家畜も、小さな発熱体と

して厚い空気層とともに防寒に一役買っているに違いない。又この

ように傾斜の強い地形に家を建てようとするならば、居住スペース

としての水平部分を得るために、谷側には必ず無駄な部分が出るこ

とは誌にでもわかることであり、これを積極的に家畜収納スペース

として活用している点は、構法的にも経済的にも賢明な合理性に貫

かれているということが出来る 。おまけに山岳地帯ではどこでも重

要な家畜の健康状態を常に監視出来るようになっているのである。

干草の収納も中間階である居住スペースから 1 階分上げるだけで完

了し、使用するときは 2 階分降ろすことが出来ることによって労力

は半分で済む。 このように、生活様式と生産方式、地形と気候風土、

経済性の要請をうまく結合した合理性によって家が構成されている

ことに異論をはさむ余地はなさそうであるし、ここでその正当性に

ついて見ていくならば、枚挙にいとまない項目にわたりそうだ。

しかしここで注目しておきたいのは、これだけの内容を包含してい

る形態は、住民の意識の中では単純な構造として把握され受継がれ

ているという事実である 。つまり半地階に家畜スペースがあり、そ

の上には人の住むスペースが 2 つ割りにされて、一方は広間となり、

他方はさらに 2 つ割りとなって寝室を構成するという“ 型" として

生きているという事実である 。そして用途の変化があってもこの型

の支配する力が強ければ強いほど、私たちは見かけ上の合理性を建

物にみることになる 。 この型にのっとって改造された家の、本来の

家畜スペースはガレージとしてイ変われているものもあれば、若者の

いなくなった農家ではそこは単なる物置となって活性を失いつつあ

ることも事実であるが、依然として建物は合理的に構成されている

ようにみえるからだ。しかしそれよりもなによりも、この村に脊ち

こ・の村を守る人々にとっては、昔ながらのあたりまえのことをあた

りまえに繰り返していくことが、彼らの生きざまに最も忠実な姿な

のであろう 。私たちは観察の対象をいつも項目化して、分節化した

うえで統合的な認識をしようとするために“ 合理性" と いうような

概念を用いようとするが、本当にそのようなものが実在するわけの

ものではないことを思い出しておかなければならない。いいかえる

ならば“ 型" は合理的に出来ているのではなくて 、多 くの合理性を

同時に包含出来る多菌性を持つが故に持続性を保っているといえる 。
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A 人間周の入口

... * 畜用の入口

図 - 1 アイデ ィウの中央広場 行 程図 A - G

l  居間、食堂、台所

2  寝室

3  飼料納屋

4  家畜スペ ース

図 - 2 アイデ ィウの民家 例ー 1

-・

4  

1. 居間、食堂、台所

2. 寝室

3. 飼料納屋

4  . 家畜スペ ース

図 - 3  7 イデ ィウの民 家 例 - 2
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写真 一 1 村の全景

写真 一 2 傾斜地にたつ民家

写真 一 3 傾斜地にたつ民家

写真 一 4 アイデ ィウへ向う 途 中の集 落
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三 条 通一一魅力ある町づくり 一一

い う ま で も な く 、 三 条 通 り は 平 安 京 の 来 西 の 大 路 で 維 城 に さ え ぎ ら れ る こ と な く 、 そ の ま ま 東 海 道 に つ

な が り 、 東 山 を こ え た 山 科 辺 り で も 東 海 道 は 三 条 通 と よ ば れ て い た と 中 世 末 の 古 地 図 に 記 さ れ て い る 。

近 世 に な る と 、 三 条 大 橋 の 辺 り が 東 海 道 の 終 渚 駅 と し て 京 都 の 玄 関 口 に な り 、 宿 屋 が た ち な ら ん で い た

という。擬宝珠の三条大橋が当時のおもかげをよくのこしている。

近 代 に な る と 、 京 都 は 東 京 選 都 に よ っ て 廃 者[1の危機をむかえたが、その再生をねがし、近代化 . i 京都策」

を お し す す め る 文 明 開 化 の 実 験 の 場 の 一 つ に 三 条 通 り は な っ た 。 わ が 国 最 初 の 図 書 館 ・集 啓 院 、 京 都 郵

便局、屯話交換局、日本銀行や第一銀行の京都支庖などの近代的施設がたてられ、各種の洋風建築が伝統

的 町 な み の な か で 競 い た ち 、 近 代 の そ れ ぞ れ の H剖切に佳築家たちがその腕をふるい魅力ある l町な み を 形

づ く っ て き た 。 近 年 、再開発の動きがすすむなかで、 H 銀 京 都支 庖 は 平 安 博 物 館 と し て 機 能 を か え て 再

生し、中京郵便局は外壁を保存し内部を改逃して、 H寺代の要求をみたす手法を開拓し、人びとに注目さ

れた 。 こ れ か ら も 、 知 Jむ を だ し て 魅 力 あ る 町 っ く り を つ づ け 、 新 し い 時 代 に ふ さ わ し い三 条 通 り を う み

ださなけ才uぎならない 。
( K .  N )  

制 限

現 在 の 時 価 で 、 ア メ リ カ 合 衆 国 全 土 の 土 地 評 価 額 と 日 本 列 島 全 体 の そ れ と が 、 総 額 に お い て 同 額 で あ る

と聞いておどろいた 。 こ れ で は 、 写 其 に み る ア メ リ カ 中 産 階 級 の タ ウ ン ハ ウ ス の よ う な 土 地 付 一 戸 建 住

宅 ぶ 向 と い っ て も 夢 と 現 実 の 差 は 大 き く な る ば か り 。

土 地 付 一 戸 建 に 人 気 が あ る 理 由 と し て 、 本 来 、 人 聞 は 土 地 に 接 し て 生 活 し た い の だ と い わ れ て い る 。 た

しかにそれもあるが、中高層集合住宅なるものから逃れたいというのも大きい理由のように恩、う 。今ま

での中高層住宅には、あまりにも制限事項が多すぎる 。 全体の狭さはもちろんのこと、不充分なｾ音性

能 、 最 小 能 力 の 各 種 設 備 、 低 い 天 井 、 最 小 限 の エ レ ベ ー タ 一 。 ウ サ ギ小 屋 と い う に は 上 等 す ぎ る と し て

も、中高層住宅は、日本人の大多数に「住宅とは、生波、カ，、マンするものなり J と い う 気 持 ち を 植 え つ

け つ つ あ る の で は な い だ ろ う か。

ピ ア ノ が 気 が ね な く 弾 け て 、 ベ ッ ド が 飼 え て 、 台 所 に フ ラ イ パ ン を 掛 け る 壁 面 が あ り 、 せ め て 3 階 以 上

はエレベーターで井降し、 2 入 用 の 浴 室 と 、 ガ ラ ク タ 物 入 れ も 備 わ っ て い て 、 か つ 、 省 エ ネ 時 代 に ふ さ

わ し い 集 合 住 宅 。 狭 い 国 土 を 快 適 に 、 立 体 的 に 活 用 す る た め に は 、 入 居 者 に 制 限 を 強 要 し な い 、 魅 力 あ

る 中 高 層 住 宅 を 提 案 す る こ と こ そ 、 住 宅 技 術 屋 の 急 務 で あ る と 思 う 。 ( J .  1 )  

光 あ ふ れ る 彫 刻 館 を 一一ある空間 4 一一

コ ペ ン ハ ー ゲ ンのチボ リの隣にある 「ニーカルスブルグ彫刻美術館」は 、 ドガの踊り子像で、美術史的

に有名である 。 そ の ブ ロ ン ズ 像 は 布 地 の 沼 衣 を つ け 、 現 代 の コ ラ ー ジ ュ の 先 駆 と さ れ て い る 。 こ の 美 術

館 は 、 エ ジ プ ト 、 ギ リ シ ャ ・ロ ー マ か ら 収 集 し た 彫 刻 を コ レ ク タ ー の 鑑 識 限 と 、 理 想 に 従 っ て 配 列 展 示

を 行 な っ た 魅 力 あ ふ れ る 彫 刻 専 門 展 示 館 で あ る 。 明 治 以 来 、 わ が 国 の 美 術 館 の 彫 刻 展 示 は 、 燈 明 に ゆ ら

ぐl視 の 中 の 仏 像 の 空 間 感 覚 を 伝 承 し 、 地 中 海 の 大 気 の 中 に 光 る オ リ ン ポ ス の 神 々 の 末 務 の 像 の 展 示 と 合

っていな いと考えられる 。 万 博 を さ か い に 、 光 と 風 の 野 外 展 示 は 、 市 民 社 会 に 根 を 下 ろ し 、都 市 空 間 に

と こ ろ を 得 て い る が 、 外 光 が室 内 に 充 満 す る 彫 刻 展示 は 出 現 し て い な い 。彫刻の展示と絵画の展示は、

光量のコ ン セ プ ト が 異 な る 。 絵 画 展 示 に は 、 計 算 さ れ た 光 訟 の 均 質 に 分布 調 節 し 、 中 性 化 さ れ た 空 間 の

提供が必要である 。 彫刻展示には、光と Ｉ ｪ ｾ の対極 的な展示とダイナミ ックな配 列が必要であろう 。 外光

あふれる彫刻専門館の誕生を、文化の時代の地方美術館建設に期待する。 ( H .  K )  

オ イ ル シ ョ ッ ク 一一現場マン群像 4 一一

日 本 の 産 業 界 に 、 戦 後 最 大 の 衝 撃 を 与 え た の は 昭 和48年 秋 、 突 如 と し て 発 生 し た 産 油 国 の一 斉 反 舷 で あ

ったろう。正直なところ、 現 実 と の JlE縦を危| 共しながら強気の経済予測に踊らされていた夢が、突然に

破 ら れ た 。 衝 撃 へ の 対 応 は 多 く の 苦 悩 を 伴 って 進 め ら れ る 。 経 営 幹 部 の 交 代 や 採 用 の 中 止 ま で が 実 行 さ

れた 。

彼の仕事はわが国にとって焦眉の急の工事であったが、カ、ソリンはたちまち 2 倍に、軽油は姿を消し、

必 要 資 材 が 調 達 で き な い 。i i Wr <資材 労 務 の 大 量 動 貝 時 期 に 当 た っ て い た が 、 回 全 体 が沸 騰 す る 渦 中 で は

効 果 的 な 対 策 な ど あ り 得 な い 。 そ れ で も 予 定 通 り 完 工 せ よ と の 厳 命 が あ り 、 こ の 苦 境 を 乗 り 切 る 方 策 に

懸命の努力を傾ける。

原、t l I の建設技術はすでに海外指導の域を脱し、独自に技術の確立を急いでいた。安全規準等は海外を進

かに俊習得していたが、技術全般にわた って可能な | 浪りの向上を果すことを至上命令としていたので、課

題 は 増 加 の一方であった。それらが工. ; l JIの 進 展 に 伴 い 一 歩 一 歩 と 解 決 さ れ 、 成 果 が 現 わ れ 、 展 望 が 聞 け

てゆく ー 彼 は そ の よ う な 努 力 の 中 か ら 、 専 門 知 識 を 身 に 着 け た 遅 し い 技 術 者 逮 が 、 次 々 と 立 派 に 成 長 し

てゆく確かな手応えを心強く受け止めていた。 (町立 : ＱｾＧ 月号の本側 Ｙ 行固め「官訟がこ ｪ を削除しＮ前正します Ｉ ( T .  Y )  
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近畿の地盤と地質・ 1

近畿の建築地盤となる地質・地形とその特徴

古 谷 正 和

1  . 基 盤 岩 と 被 覆 層 の お い た ち

地球が誕生して45億年といわれているが、生物が出現して数億年、

人類が出現するのは約 200 万年前であるから、地球の歴史からする

とごく最近の出来事である 。 われわれが生活を営んで、いる大地は長

い歴史を通じて形成されたものであり、その過程は知られる限りに

おいても非常に複雑で、ある 。

地盤、つまり陸域の表層部は固い岩石や未固結状態の堆積物から

なり、またその中間的なもの、あるいは人工的に作られたものもあ

る。 これらの地質体はすべて地球深部のマグマに由来するが、地球

表層に露出したり、/ J - < . 熱・圧力 ・生物 ・大気などの作用の過程と、

その年代、そして形成後受けた種々の作用によって実にさまざまの

分布・状態 ・性質を呈する 。 しかし一方、その歴史を一つひとつひ

もといてゆくと、そのなかにはいろいろな規則性が発見される 。

地球表層部を効果的・計画的に利用する立場にあるわれわれは、

それらの規則性を知り、性格に応じた対応を望まれているし、また

そのことが災害 ・危険を回避し、地盤の有効利用につながってくる 。

まずここでは、近畿地方の地盤となっている地質体のおいたちの

あらましをみてみることにしたい。地盤を構成する地質体は、山地

や平野深部の基盤をなす固い岩石からなる基盤岩と、平地や台地な

どわれわれが最よもく利用している表層部をなす未固結または半固

結の地層からなる被覆層にわけで理解することが利用の点からも{ 更

E 3霊童持f ぎま言系の 区 司 領 耕( 阿武隈山地)

騒 翠 ひ だ 帯 崖 言 外 帯( および北上山地)

匡ヨ三郡引 0  100 2OOk m 

匝凹丹波帯| 輔の
I 吉生層地帯

- 間 帯 j

。
。

喝ゑ

図 1  日本の基鐙岩分布 (池辺ほか、 1961)
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利である 。

1  - 1  基 盤 岩一古い時代の堆積岩・変成岩と花樹岩

現在、基盤宕の上に分布する被覆層をすべてはぐりとったとする

と、基盤岩がその下にあらわれてくる 。 この基盤岩類こそ日本列島

の骨組みといえるものであって、現在でも山地の多くはこの基盤岩

類によって機成されている。

図- 1 は北海道、南西諸島を除く基盤岩類の大まかな種類と分布

を示したものである 。本州、| の中央をまっ二つに切る糸魚川一静岡構

造線によって、東北日本と西南日本の基盤岩が顕著に異なっている

ことに気付かれることと思う 。東北日本の基盤岩は島状に散在する

のに対して、西南日本の基盤岩は島弧の伸長方向とほぼ平行な帯状

の配列をなしており、明らかな対照をなしている 。 このことは東北

日本と西南日本の岩盤条件の大きな相違の原因となっている 。

西南日本の基盤岩は、いろいろな時代の堆積岩が著しい地質構造

をともな って帯状に配列する外帯と、花閥岩や火山岩が広く分布し

その間々に堆積岩が分布する内帯にわけられ、この二つの異なる地

質ブロックを境する大断層帯が中央構造線である 。 このような基盤

岩分布の特徴は、山地 ・盆地の配列、河川の流路など西南日本の大

地形と強いかかわりをも っている。

近畿地方をクローズアップして、これら基盤岩のようすをもう少

し詳しくみてみよう 。 (図 2 参照)

図一2 近後の古い構造 (松下、 1971)



近畿地方の基盤岩の配列を北の方からみてゆくと、内帯は丹後 ・

但馬から播磨にかけて、中園地方から連続し六甲や湖南にも分布す

る中生代後期の花筒岩 ・流紋岩類、丹後から琵琶湖にかけてのいわ

ゆる丹波帯( 古生層堆積岩) 、そし て近畿の主要都市域を縦断する古

生代末~中生代前期の領家花筒岩類とそ の南側の中生代堆積岩の和

泉層群が分布している 。 また、外帯は中央構造線の南側に古生代の

三波川変成岩帯と、いわゆる秩父帯( 古生層堆積岩) があり、仏像

構造線を挟んでその南に中生代堆積岩の日高川層群と新生代前期の

牟婁層群が分布する 。

このように複雑な基盤岩の配列がどのようにして形づくられたか

という地質の骨組みのおいたちについて従来の考え方に基づいて少

しふれてみることにしよう 。

古生代の末 ( 3 億 - 2 億 4 千万年前) ごろ、現在の日本列島の大

部分は広い海に おおわれていた 。 この海には厚〈 地層が堆積し、粘

板岩、砂岩、チャート( 珪酸分が濃集した地層) や石灰岩からなる

いわゆる( 古生層) が形成された。 これが丹波 ・秩父( 古) 生層で

ある 。 このように厚く 地層が形成さ れてゆく場所と 過程を総括して

「地向斜」と いう言葉が用いられている 。

地向斜であ った地域は古生代末に、 j数い当地殻変動をこうむ って 、

たま っていた地層は断層や摺曲による著しい変形により、逆に隆起

して 山脈を形成するように なる 。 この時期には地殻変動にともな っ

て各種の火成岩が堆積岩中にわり入って( 貫入という ) くるととも

に、深い部分にあ った堆積岩は高い圧力を受けて三波川帯や領家帯

のような変成岩が形成される 。領家帯にはひきつづいて花尚宕質マ

グマの貫入があり、変成岩と花街岩が複雑に配列する現在の領家帯

が形成される 。 これが日本列島の各地で考えられている本州地向斜

と本州造山運動の近畿版である 。

ところが現在この考え方は修正をせまられつつある 。 その一つは

これらの変動時期の時代認定に関してであり、もう 一つは、地向斜

→造山運動と いう基盤岩形成の基本的パタ ー ンそのものに対してで

ある 。

従来いわゆ る古生層の時代認定には、おもに石灰岩に含まれるフ

ズ リナ やサンゴの化石が用い られていたが、最近コノドンドや放散

虫な どの顕微鏡でしかみることのできない微化石の研究が進み、古

生代の化石を産する石灰岩を包んでいる泥岩から多量の中生代前~

中期 を示す微化石が発見され るようになってきた。 このような状況

に関していろいろな解釈が生まれているが、そのなかで有力なもの

は、中生代の地層が堆積するときもしくは、堆積した後の構造運動

によ って古生代の石灰岩やチャートが中生代の地層に挟み込まれた

とする説で、その石灰岩などを「スライド岩体J ( すべり込んだ岩体)

と呼ぶこともある( 八尾、 1975) 。 したがって、丹波や秩父古生層と

呼ばれていたも ののかなりの部分は、実は中生代に形成されたもの

と考えられるようにな っできでいる 。つまり、( ) 付きで示してい

るように、丹後 ・秩父〔中 ・古生層〕と呼ばなければならないわけ

で、ある 。

地層の時代が従来考えられていたより新しいということは、当然

前述 した( 古生層) のおい たちもかなり中生代にまでずれ込んで考

えざるを得ない。

この微化石や放射年代測定による( 古生層) の再検討はここしば

らく続く様相なので、最終的な決着はもう少し:先に延びそうである 。

もう 一つの地向斜 という基本概念に対する疑問は、いわゆるプレ

ートテクトニクス論の立場から出されている 。 プレ ートテクトニク

ス論はたびたび紹介されているのでご存知のことと思うが、ごく簡

単にいうと、海洋底に堆積した堆積物はその場所で静止しているの

ではなくて、 地球深部のマントル物質の対流現象によ って、検すべ

りして日本のような島弧や大陸縁辺部に移動し、やがて沈み込むが、

そのさい変成 ・j架成作用や火山活動を引きおこすとするトータルな

理論である 。地質学者の中にも、従来の地向斜 ・造山運動論の欠点

をプレート論によ って部分的には都合よく説明できるとする 判断が

あるが、逆にプレート論の欠点も指摘されているのが現代であろう 。

地向斜 ・造山運動論の同一場所の運動論に比較すると、プレート論

は水平移動が主体とな っている点で興味ある運動論であり 、多量の

深海底堆積物が極度に乱れた地質構造を示す堆積層などはプレート

論があてはまる可能性があるようにも思われる 。

中生代の後期になると、近畿地方西部から中園地方にかけて激し

い火山活動がおこり、火山噴出物が陸地を広く覆 った。 それと相前

後して (古生層) の基盤に深成岩の貫入がおこ った。これらが但馬

・播磨から中園地方に広く分布する中生代の流紋岩類 ・花筒岩類で

ある 。

一方この時期、中央構造線の南側の外帯で、は、秩父帯の南側に、

泥岩や砂岩からなる厚い堆積層が形成された。 これは本州地向斜と

は時代も場所も異なるので新しい地向斜= 四万十地向斜と呼ばれて

いるものである 。秩父帯の南に分布する中生代の地質は、化石がほ

とんど発見されなか ったことや、地質構造が非常に複雑なために

長い間「時代未詳の中生代層」と 一括されてきたが、近年それらの

総合的な研究が進み、そのほとんどが深い海にたま った地層でその

時代は新生代の前半部におよ ぶことがわかつてきている( 紀州四万

十回研、 1975) 。その成果によると 、四万十地向斜によ って形成さ

れた堆積岩は堆積中から著しい変位を受けたことが明らかで、その

堆積期間中のある時期には 、紀伊半島の南側、つまり現在の太平洋

上に四万十地向斜ヘ礎岩などを供給した陸地( 黒湖古陸) が存在し

た可能性が指摘されていて興味深い。

さらに、四万十地向斜に関しでも、本州地向斜で述べたことと同

じ疑問がプレート論から提出されており( 図一 3 ) 、こう した厚い堆

積物が形成される過程は、基盤岩の研究にと って最も大きな今後の

課題となっている 。

また、これとほぽ同じ時期に中央構造線のすぐ北側に、浅い海の

堆積物からなる和泉層群が形成された。

SEA  LEVEL 

図- 3 プレート論による四万十帯形成のモデル (平、IA代. 1980)  P late Subduct i on 
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1- 2  被覆層 一古瀬戸内海の堆積層

このような過程で形づくられてきた、近畿の基盤岩つまり骨組み

にはその後、新生代後半から現在に至る (2400万 年 - 500 万年前)

までの間に肉づけがなされてゆく 。 そしてその後の歴史は、近畿地

方の繁栄の源ともなっている瀬戸内海と深いかかわりをも っている 。

被積層の歴史は大きく二つの時期の地層群に分けて考えることが

できる 。すなわち、新第三紀と第四紀の地層群である 。 これらは後

述するように、堆積時期や分布地域、それに地層の性格 ・特性がか

なり異なっているので、建築地盤として考える場合にも分けてとら

えることか望ましい。

基盤岩は形成後隆起と侵食をくりかえし、地下深部の深成岩や変

成岩が部分的に露出する状態を呈していたと考えられる 。

新第三紀の中新世( 約2000万年前) になると、日本の各地で断層

をともなう沈降運動がおこって、それまで陵であった地域に海が入

り込み、同時に海底火山の活動が活発となった。 この活動がとくに

活発で広い範囲に緑色凝灰岩( グリーン ・タフ) が形成されたのは、

先に示した図 - 1 のように、糸魚川一静岡構造線以東の東北日本で

ある 。西南日本の場合は、沈降範囲や火山活動の規模が小さ く小堆

積盆地が点在して形成されたことが特徴である 。 それらの中新世の

地層群の分布を示しているのが図- 4 である 。

この分布図をご覧になってお気付きのことかと思うが、東は岐阜

県の伊那地方から、伊勢湾、奈良、神戸を通り、西は新見、 三次盆

地へぬける帯状の中新世地層群の分布は、内海の様相を思い浮かば

せるものであるし、現在の瀬戸内海とそれに続く主要都市ベルト地

帯を包含している 。事実、中新世の地層群の地質構造と現在の瀬戸

内海は深いかかわりをもっているので、これらの地層を堆積した当

時の内海を古瀬戸内海または第一瀬戸内海と呼び、その地層群は第

一瀬戸内累層群と名づけられている( 図- 5)。

第一瀬戸内海の前期に堆積した地層は浅い海の堆積物が主体で、

海辺の環境に生後したと考えられている H甫乳動物デスモスチルスな

どが産出している 。中 ・古生代の基盤岩をなす堆積岩や東北日本の

グリーンタフにくらべると、第一瀬戸内泉層群は、地層が一般に薄

くて岩相の変化が著しく、地層の間々に削られては次がたまるとい

った「非整合」が多くて、あまり規模の大きな機曲構造がないなど

の特徴がある 。このことはいいかえれば、第一瀬戸内がいわゆる外

海の広い海域と深い深度をもつようなものではなく、内陸に入り込

んだ浅い海に陸から供給された堆積物が不規則にたま っているよう

な状況で、基盤の構造も内陸的なものであるということができょう 。

この特徴は、その後現在に至るまで、近畿地方の被覆層に受けつが

れている性格である 。

第一瀬戸内海はその後しだいに縮小し、火山活動が活発となる 。

現在の兵庫県下にはその頃、古神戸湖、古浜坂湖などの湖があ った

ことが地層から知られているが、それらの地層には多量の流紋岩質

凝灰岩が挟まれ、火山活動の著しか ったことを物語 っている 。後述

図- 4 第三紀中新世の地層分布 ( 糸魚川、 1973)
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するように、この凝灰質な第三紀層は地すべ りを多発する要注意地

盤とな っている 。

新第三紀後期 (1500万年) になると、第一瀬戸内海の地域は上昇

し、海域は後退して、前述の湖も消滅してしまう 。第一瀬戸内累層

群は陸上にあらわれ、侵食を受けることになるが、このときの上昇

運動は、中園地方から近畿地方をも含む非常に広域のものであ って、

地層や基盤岩は一様な侵食作用をこうむ ったために、なだらかな平

原状の地形をつくるようにな った。 この侵食準平原は瀬戸内面と呼

ばれ、山麓部に広がる広大な小起伏地形を呈している 。従来はゴル

フ場や高地農場などにしか利用されることがなか ったが、現在はこ

の瀬戸内面にも宅地造成がおよ ぶようになり、建築地盤としても重

要な対象とな ってきている 。

一方東北日本や、西南日本の 円本海側では、かなり様相が異 なっ

ている 。東北日本のそれはと くに大規模な地層 の堆積が進み、小規

模な地向斜一造山運動という意味でグリーンタフ地向斜と呼ばれる

こともある 。 グリー ンタフが形成される過程は、まず大規模な断層

をともなう沈降運動に始まり、激しい沈降と地層の堆積と海底火山

活動、沈降の中心の日本海側への移動と深化、声見1莫の大きな裕曲椛

造運動、広域の変質作用と進んでゆ く。 したがって、地層の厚さや

岩相、地質精進の複雑さなどは第一瀬戸内累層群と大いに巽な って

いる 。

第三紀の終末 (300万年) になると ふたたび瀬戸内地域は沈降を始

めた。 これが第二瀬戸内海である 。第二瀬戸内累層群はまず初めに、

現在の岐阜県の瀬戸市付近に、点々と山間盆地のような湖にたまり

始めた 。それらの堆積物は、周辺の山地から洗い出されてきたまま

の花関岩成分そのままの粘土層や機層でな っており、粘土は陶土と

して広く利用され、この地域が大陶業地域であることはご存知の通

りで、ある 。

第二瀬戸内は、内海というよりも山脈で区切られで点々と帯状に

ならふ、堆積の場ということができ、第一瀬戸内海のように一連の内

海にな ったことはない。 また、堆積の場も第一瀬戸内累層群とは若

干ずれていて、現在の伊勢湾、琵琶湖、瀬戸内海を連ねた範囲にあ

って、現在の状態にごく近いものである 。

東方から始ま った第二瀬戸内累層群の堆積はしだいに西へ波及し

てゆく 。 このさいの堆積の場は、基盤岩中に断層が発生し、凹地が

できるとい ったもので、事実第二瀬戸内累層群の分布域は基盤の断

層に強く支配されている 。このことは後の「近畿の構造地形 ・活断

層 ・地震活動と建築地盤」に述べ られているので参照いただきたい。

南北方向の山脈に区切られて堆積してい った地層のほとんどは、

湖の堆積物であ って、機や砂が非常に多い。 このことは同じ時代の

関東や新潟など海洋性の厚い地層を堆積させた地域と対象的である 。

ごく 一部、大阪層群の場合にのみ淡水の地層の聞に浅い海の堆積物

が挟まれており、間欠的に海が浸入したことを物語 っている 。 (図

- 6 )  

基盤の断層に強 く支配された状態は第二瀬戸内累層群の堆積中や

図- 5 第一瀬戸内海の古地理図 (糸魚川、 1973)



図- 6 第二瀬戸内海の古地理図 (市原、 1966)

堆積後も続き、とくに第四紀の中ごろ (50万年) 以降その傾向は強

まって、堆積が終わりかける第四紀後期には、堆積の場を区切って

いた山脈が断層をともな った著しい上昇を示す。この地殻運動は、

近畿地方でかなり明瞭にとらえられていて、山脈の隆起、被覆層の

変位を引きおこしており、六甲山のそれにちなんで「六甲変動」と

名付けられている 。 この第四紀後半の六甲変動は、地形、被覆層の

分布や地質構造、Ｊｾ里など現在のわれわれの生活にとくにかかわる

地殻運動である 。建築地盤として最も重要な対象である第四紀層は、

この六甲変動によって形成され、変位を受けたということができよ

フ。

いわゆる洪積層である大阪層群など第二瀬戸内累層群の鮮新~更

新統が堆積した後、地表を形成する段丘堆積層や沖積層が堆積して、

地盤の形成史はやっと現在にたどりつくことになる 。 これらの地層

に関しでは、建築地盤として種々の問題を含むので、後の章で詳述

することにしたい。

2  .  t也質と土也汗妥

基盤岩と被覆層のおいたちをみてみると、地層の形成される場所、

堆積の場の聞を区切る山脈、地質f本が隆起して侵食を受けることな

どすべて、地質体の形成や消滅は、その時期その場所における地形

と深いかかわりがあることにお気付きになることと思う 。つまり地

球表層の状態は文字通り地銀の質と形が一体となっで常に変化して

いる動的なものだということができょう 。

建築地盤としてみた場合、地質や地形は不動の静的なものである

ことが望ましいが、実際は自然状態において変化しようとする地質

体と地形を施工によって無理に静的化し、安定化することこそ建築 ・

建設の技術なのではないだろうかとも思われる 。逆に、自然状態に

おいて動的なものの中にも一応のバランス状態を呈している地質体

と地形に、計画 ・施工上の必要から人工的な変形を施しそのバラン

スがくず、れて一気に地盤が動的状態となる場合も多く、この際も事

前のバランス状態の把握と事後の予測が地盤評価の鍵となる 。

地盤利用の観点からすると、地形が決定的な要素となることが多

い。いくら地質状態がよくても、地形上その地盤が利用されないこ

とはよくあるし、逆に建築地盤としては望ましくない地質状態であ

っても、地形的に有利で、あれば工夫して利用されることは、拡大解

釈すれば大なり小なりどのような建築地盤にもあてはまる 。今後は

近畿地方においても後者のようなケースがいっそう増えてくること

が予想される 。

ここでは、そのような地質と地形のかかわりを中心に建築地盤と

していろいろな問題を含んでいる地質体をとりあげてみたい。

2 - 1  山地・山麓の岩盤

近畿地方の山地や山麓部をなす岩盤、つまり基鍍岩と国結した被

覆層は古い時代順にゆくと、黒瀬川構造帯岩類、三波川変成岩、丹

波 ・秩父中 ・古生層とその変成岩類、領家花尚岩と変成岩類、中生

代後期堆積岩類、流紋岩、石英班岩・花閥岩類、第三紀堆積岩類な

どが主なものである 。 これらのうち、とくに広い分布を示すのは、

丹波中 ・古生層、領家花崩岩、中生代堆積岩、花関岩、流紋岩類で

あり、それらのなりたちについては先に述べた。

岩盤と土砂地盤のちがいは固結の有無であるが、それは必ずしも

地質体本来のなりたちを示すものではなく、岩盤にも花岡岩 ・変成

岩などの深成岩、流紋岩などの火山岩そして堆積岩と全く異なった

状況で形成されたものが含まれている 。 また、時代の新旧は、大ま

かには固結の程度の大小を知る目安となるが、これも地質体のなり

たちやその後経た作用によって大いに異なることが多い。たとえば

兵庫県城崎市の玄武洞や神鍋山の玄武岩は非常に堅いりっぱな岩盤

であるが形成時期は第三紀の末頃であるし、中生代初め頃の領家花

筒岩は風化の著しい奈良県柳生地域でみると第四紀層の砂とかわり

ない団結度しかも っていない。

また、地質体が形成する地形にもかなり特徴があって、 山地の場

合はほとんどすべてが岩盤( 本来岩盤であったものも含めて) から

なっているということができる。これは、隆起地域には地下深部の

基盤岩が露出するとともに、地形的に山地が形成されるという相E

関係が成り立つからであろう。しかも古い時代に隆起したままその

後静止すれば、しだいに侵食を受けて準平原化し、新しい時代に隆

起した地域は高い山の地形をそのまま残すことになるというのが一

般的セオリーである 。前者の例としては中園地方から近畿にかけて

中生代の広島型花筒岩や流紋岩類のつくる吉備高原や、近畿地方の

中部を横切る形で分布する領家花筒岩類や中生代花関岩類のつくる

信楽 ・大和高原がある 。後者の例としては、同じ花筒岩類でも六甲

山や生駒山あるいは鈴鹿山脈など付近の平野ときわだった地形をな

す山地がある 。

岩盤を建築基礎とする場合生ずる問題点を地質体の性質からとら

えると、岩盤の割れ目( ジョイント) と風化、岩盤中の破砕帯、そ

れに現象面から地すべり ・崩壊などが主な点になると考えられる。

岩盤の ジョイン卜には、その形成過程で初生的に発生するクーリ

ング ジョイン卜などと、その後の地殻変動にともなう応力によって

発生した構造ジョイントとがある 。堆積岩の場合は奨なる粒度や組

成の地層が重なり合ったものであるから、当然その境目はいろいろ

な意味で不連続的でジョイントが発生し剥離しやすい。流れ盤か受

け盤かというのも層理面の問題である 。 しかし、実際の岩盤調査に

たずさわ ってみると、必ずしも層理面が主ジョイントにならない場

合も多く、その後発生した構造ジョイントによ って岩盤の性格が決

まっていることが多いように思われる 。岩盤のジョイントはその密

度・方向性 ・関口状態などが評価の目安となり、それらと施工の規

模、方法が大きく関連する 。

岩盤の風化は、岩盤を構成する岩石の種類と深い関連があり、岩

種ごとに特徴のある風化状態を示す。一般に岩石の構成鉱物結晶が

粗いものは砂状の風化を呈し 、細粒なものは粘土状の風化をする 。

風化のおよんでいる深さは場所によ って実にまちまちであるが、上

に述べたように古い隆起地域では深層風化が進んで、いるとみること

ができょう 。

岩盤においてもう一つ注意すべき現象は破砕帯の存在である 。破
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砕帯とは、岩盤全体が受けた構造的応力が集中し、その歪みが解消

された部分であ って、断層帯といいなおすことができる 。ただ岩盤

の場合、岩体内部で応力解放がおこる部分が非常に限られるので、

断層とその周辺は著しく破砕されるのが普通である 。岩盤地域の地

質図をみると、よく断層線が引かれていることがあるが、その部分

は大なり小なり破砕帯とな っていると考える必要があろう 。破砕帯

には、古い時代において発生しそのまま再び団結してしま ったもの

と、新しい時代に古傷が再破砕を受けたものとがあり、後者の場合

は、本来の岩盤が磯化したり粘土化 (断層粘土) していて、種々の

二次的災害をもたらす原因となることが多く、もし建築地盤対象と

なったならばとくに注意が必要で、ある 。

建築地盤に関係する岩盤地域の災害としては落石、崩壊と地すべ

りがある 。これらの実例・調査解析については多くの報告があるが、

その原因は上に述べた ジョイン卜、風化、破砕帯の三つがからみあ

い、それに水の条件が大きな役割を果たしているとみることができ

る。

第三紀層の神戸層群分布地域は近畿地方の地すべり地域の一つで

あるが、最近の研究によると、地すべりは泥岩層分布地域に集中し

て発生しており、その機構は、うねり状の摺曲運動によ って弱い破

砕を受けた泥岩層が吸水し結合度が低下した状況にあり、その上流

れ盤地域であるため表層地すべりが発生するという 。このよ 7 に、

崩壊 ・地すべり等の災害をもたらす現象はいくつかの地質条件が重

なり合って発生するものであ って、事前にその検討を行 っておくこ

とは建築地盤選定上重要である 。

2 - 2  丘陵・台地の土砂地盤

2 - 2 - 1  地質とその地形

第一 ・第二の古い瀬戸内地域にたまった堆積物がそれぞれ、第三

紀層と第四紀層であることは前に述べた。 これらの地層はその後の

地殻変動によって、山地やその縁辺部では隆起し侵食を受け、また

堆積の場である堆積盆地部では沈降して地下深部の被覆層を構成し

ている 。 その隆起や沈降は基盤岩の地殻変動を反映したものである

が、かなりの規則性があり、そのことは地形にあらわれている 。

図- 7 はその状況を模式的にあらわしたもので、近畿地方の地質

と地形の関係を理解する上で大いに役立つ。

基盤岩の山地は、個々には独立した山であるが、中国~近畿地方

の古い山の頂部を連ねてみると、過去に存在したであろう平らな侵

食面を想定することができ、これを中国準平原と呼んでいる 。 この

準平原が形成されたのは、瀬戸内の被覆層がたまる以前のことであ

って、その後の侵食や地殻変動によ ってその平原は面影を残すのみ

である 。

その前面の山麓部には、表面はやや起伏しながらも一定の高さを

維持する丘状の地形がある 。 この地形が瀬戸内の被覆層によ って形

成されている瀬戸内面と呼ばれる侵食地形面つまり丘陵面である 。

兵庫県三田市の三国主主地へ行かれたことのある方は、平地に丘が

張り出しているのをごらんにな ったと思うが、 三田盆地の丘陵は第

一瀬戸内累層群の神戸層群( 第三紀層) で構成されている 。その特

徴は岩盤の項で世べた通りである 。

その後の侵食期を経て堆積した第二瀬戸内累層群の各地層も丘陵

を形成している 。図- 8 は近畿地方におけるこれら第四紀層の分布

を示したもので、この図では第三紀層は基盤岩に含められている 。

本図によって、先ほど述べた第二瀬戸内累層群の分布の特徴と、堆

積盆地を区切っている山地の関係がおわかりいただけるものと思う 。

近畿の第四紀層は東から、伊勢湾周辺に発達する東海層群、琵琶
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湖周辺の古琵琶湖層群、そして大阪湾周辺の大阪層群がある 。また

各層群の分布を区切 っている山地は、鈴鹿山地と信楽山地であ って、

大阪層群は生駒山地と六甲山地によ って分布が分かたれている 。 こ

のようすを示す模式的な断面が図- 9 である 。

地形との関係にもどると、これら丘陵を構成する大阪層群など第

三紀末から第四紀前 ・中期の地層を覆 って、ほぼ平坦な地形をなす

台地が何段かの高さに分かれて発達する 。台地は第四紀後期の段丘

堆積層からなり、大阪層群やその相当層とはいろいろな意味で区別

されている 。その最も大きな違いは、図一 7 をよくみていただくと

わかるように、大阪層群のなす丘陵は地層が傾斜し、その上面が侵

食によ って削られて出来た起伏面であるのに対して、段丘堆積層の

なす台地は、段丘堆積物が堆積したそのままの面つまり堆積面であ

ることである 。 この点に関しては多少の疑問も提出されているので

堆積面もしくはそれに準ずる侵食面とい っておいた方がよいのかも

知れない。 その分布は図 - 8 の通りである 。

段丘堆積層は約20万年ぐらい前から 2 万年前までに堆積したいわ

ゆる上部洪積層であって、図一 7 のように沖積面もしくは現在の河

床との比高が高いものほど古〈、高位段丘、中位段丘、低位段丘と

少なくとも 三つの異なる時期に分けられ、それぞれの堆積層が段丘

面= 台地を形成している 。

そして最も低い所の陸地をなすのが沖積低地、沖積面である 。低

地は約 2 万年以降の沖積層の堆積面であ って、海岸平野音[1のみでな

く、河川に沿 って発達し、普から人類の生活の主要な場とな ってき

た所である 。

この地形区分と構成地質体の関係はどの地域であ ってもよくあて

はまるので、地形だけをみてその下にある地盤の状態をある程度適

確に想定することができる 。

建築対象地盤として、これらの地形区分をみると、旧来その主た

る対象は沖積低地と台地の一部に限られていたが、近年低地は市街

化が進み、その周辺の台地と丘陵地に宅地化が進んで、一部では山麓

昔日にも宅地造成が及んでいる 。 そのなかで大阪層群またはその相当

層によ って構成される丘陵地域は、低地の都市に隣接し広大な面積

を得られるところから、大阪の千里丘陵や泉北丘陵で代表されるよ

うに大規模な造成とニュータウンの建設が進められており、今後残

された丘陵にもこの状況は波及すると予想される 。

2 - 2 一 2 大阪層群とその相当層の層序

大阪の周辺地域を例にすると、明美、六甲山麓、西宮、千里、高

槻、茨木、枚方、生駒山麓、泉北、泉南など大阪の代表的な宅地造

成地がそのまま大阪層群の代表的な分布地域であるように、いわゆ

る洪積層と呼びならわされている丘陵地域の大阪層群は建築地盤と

して重要な対象とな っている 。 このことは、琵琶湖周辺~伊賀上野

盆地や伊勢湾周辺の地域についても程度の差こそあれあてはまるこ

とである 。

大阪層群を例としてその性状をみてみることにする 。

大阪層群は丘陵地域において累計350mぐらいの厚さをもっ地層で、

その年代は約 300 万年- 30万年前と考えられている 。 したがって年

代からすると、正確には第四紀層ではなくて、第三紀末~第四紀膚

( 鮮新~更新統) ということになる 。

図一10は泉南 ・泉北地域の大阪層群の地層状態を l 本の総合柱状

図にまとめたものであるが、全体としては淡水域つまり湖や川に堆

積した粘土と砂、礁からな っていることがわかる 。下部の上半部お

よび上部には黒で示されている内湾域に堆積した海成粘土層を 10層

主夫んでいる 。

このような大阪層群の成層状態を知ることは一見つまらぬことの
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ように思えるが、実はこのことは非常に重要

な意味をもっており、その調査には大変な労

力を要するのである 。

われわれは自然状態あるいは工事 ・調査の

際に崖に露出した地層をよく見かけるが、そ

の地層がこの総合柱状図のどの位置( 層準)

にあたるものであるかを考えようとすれば

いかに注意深〈地層を観察しその特徴をつ

んでおかなければならないかおわかりいただ

けると思う 。 そのようにして個々に認定され

た正確な地層の位置づけがあってこそはじめ

て付近の地質構造や年代、地盤構成、断層の

有無、地下水の状態な ど利用のために必要な

情報を得ることができ るのである 。石炭・石

油 ・鉱床などに関与す る地質学や鉱床学が状

態把握のための学問ではな く、予測のた めの

学問であるように、第四紀の地質学もみえな

いところにおいていかに正確な予測ができる

かという応用的意義を待 っている。第四紀地

質学 そのものがそうした社会的要請を背最に

して発展してきたともいえるわけであるが、

最近の第四紀地質学は他 の分野の地質学と較

べてもめざ ましい精度向上をと げている 。 そ

の層序学的手法は、火山灰層や海成層の識別

などのほか、大型の化石類や微化石類の連続

的なデータ蓄積、それに地球物理学的な放射

年代測定や古地磁気測定などの近代的技術で

(近畿 グル ープ、 1969)

図- 11
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近畿の第四紀層分布図

大阪層群の層序総括図 (市原、勉弁、 1970)

図- 8
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図- 10 大阪泉南泉北地域の大阪層群の構成

(市原ほか、 1975)
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ある。近畿地方の大阪層群や古琵琶湖層群は、圏内はもちろん世界

的にみても地質層序に関する多岐の研究が綿密に行われた代表的地

層であり、その成果をまとめたものが図ー11 である 。丘陵地域の大

阪層群やその相当層が建築地盤である場合は、これらの地質学的成

果を十分に調査設計に生かすことが望まれるのである 。

2 - 2 - 3  大阪層群の海成粘土層

大阪層群には図- 10のように規則的 に海成粘土層が挟在され てい

るが、この原因として第四紀の気候変動が挙げられている 。第四紀

は地球の歴史の中で人類の時代であるが、一方、氷河時代と呼ばれ

るように激しく気候が変動した時代でもあった。世界的にみ ると第

四紀にな って少なくとも 4 固ないし 5 回の氷河期が訪れたことが知

られている。氷河期に入ると、高緯度地方の大陸上には、現在南極

大陸にみられるような厚い氷河が発達し、日本のような中純度地方

でも気候が寒冷化するが、大気圏や海洋の水分が氷河によって陸上

に固定されてしまうために、海水面が相対的に低下し、大阪のよう

な所では河川や湖の堆積物がたまる 。次に氷河期が去り次の氷河期

がやってくるまでの温暖な時期( 間氷期) になると氷河はいっせい

に解け出して海水面が上昇する 。その海水面の変動量は想像以上に

大きいものであって、現在南極大陸の氷河がすべて解けるとその水

分と荷重が減ったことによる大陸の隆起によって海水面は約30m上

昇し、世界の主要都市はほとんど水枕してしまうという試算もある 。

過去には何回もそ のような海水面の上下が気候の変動にともな って

くりかえされたにちがいない。海水面が上昇するとそれまで陸地で

あったところが海となり、大阪湾のようなところでは陸地から供給

される堆積物が湾内にどんどんたまるようになる。大阪層群の 10層

の海成粘土層はこのようにして形成され、気候変化との対応は図-

11のように考えられている 。

大阪層群の丘陵地域において宅地造成が行われたあと 、 しばらく

して建物の建築が始まった頃にその造成地を訪れると、道路ぞいの

大きなカ ッ ト面の上半分ぐらいは崩壊防止のために植えられた草が

繁 っている。ところが往々にして帯状に草が根付かず黒 っぽい地肌

があらわれていることがある。そのような場所に露出した地層をよ

くみると、表面が乾いているときは、普通の粘土とちがって表面が

こまかく分かれて、その割れ口に黄色の粉を ふいていることが多い。

これが海成粘土層であ って 、普通数 m から 10m ぐらいの厚さをもっ

ている 。そうした崖の足もとにはたい てい海成粘土層のくずれたも

のが崖錐をなしてたまっており、雨の後などは長ぐつがぬげてしま

うほどひどいぬかるみとなる。

このような海成粘土層が示す特徴には理由があり、建築地盤とし

ても要注意の地層なのである 。内湾にたまった粘土やシルトは堆積

速度が速く、淘汰を十分受けないまま海水中の硫化物イオ ンなどを

抱きこんで沈澱する 。そのため地質構造的に隆起して地表近 くにあ

らわれたり、切土など人工的に露出すると、酸化、水酸化を受けて

粘土中のイオ ンは硫酸などの酸となり自らの粘土鉱物を破竣す るこ

とになる 。 また過剰の硫化物はイオウ( 黄色の粉) やセツコウ( 透

明の針状結晶) となって粘土の表面に析出する 。酸によって粘土鉱

物が破壊されると、地層はこまかく割れ、地層としての団結力 を失

い、降水や地下水が加わることによって部分的に流動化するような

状態となる 。その詳しいプロセスはまだ明らかではないが、大阪層

群の地すべりの多くはこの海成粘土層が原因とな っているものと推

察される 。実際、大阪層群最上部の海成粘土層が分布する地域にゆ

くと、丘陵に刻まれた谷へすべり出した過去地すべり地形を多く観

療することができ、そのような所は竹林やマント植物の草地にな っ

ていることが多いように思われる 。造成にともなう盛土も海成粘土
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層を材料とした場合、類似のプロセスによって ｾｉｄ 銅聞で支持カが低

下することが想像される 。

2 - 2 - 4  大阪層群の地質構造 と建築地鐙

海成粘土層のような顕著な例を除いても、大阪層群やその相当層

である第四紀層は、未固結の地層である上に丘陵という数十 m規模

の崖を有する地形をなす点で建築地盤として難しい問題をもってい

ると思われる 。崩壊、地すべり、地盤強度といった設計や災害にか

かわる要素は地質学的にみると、地質構造とその地層構成が最も重

要な点である 。 またこれらに影響を受ける点として地下水の問題が

ある 。

第四紀層のうち、鮮新~更新統である大阪層群はかなり大きな地

質構造上の変位、つまり地殻変動の影響を受けており、近畿では六

甲変動と呼ばれている点は前に述べた。地層が示す地殻変動の影響

は、断層や摺曲という形であらわれている 。本来ほとんど水平な状

態で堆積した地層が、いろいろな所でごらんにな ったことがあるよ

うに、傾いているということは、変位している証拠であり、大阪府

群やその相当! 習は大なり小なり変位している 。

とくに地質構造的な変位が著しく、建築地盤 としても種々の問題

をもつのはトウ曲と断層の場合である 。断層は文字通り地層が断ち

切れていることで、断層を境として突然異な った地層が接する 。断

層の規模はさまざまな場合があ って、平野と丘陵の境や丘陵と基盤

山地の境に発達し、盆地の構造を規定するようなものは一度に数百

m も地層がずれていることもあり、また不連続的局所的なものは数

m- 数cmという小規模なものもある 。

大阪層群やその相当層にみられる最も大きな特徴は、 図- 12に示

すように、大阪府群の上に基盤岩がのしかかるような形の逆断層、

つまり断層面の上盤側が街上する断層である 。 このタイプの断層は、

基盤山地と大阪層群の丘陵の境目で普遍的にみられるほか、丘陵内

部でもみられることがある 。 この場合、断層面の傾斜はいろいろで

あって、顕著な例では20・- 30・ということもある 。 したがって、古

生層や花閥岩の基盤岩が露出しているので安定した岩盤と考え、念

のためボーリングしたところ、基盤岩の下に著しく擾乱した大阪層

群が確かめられたという実例もあるので似重な調査が必要である 。

正断層が引張りの応力場で形成されるのに対し、このような逆断層

が形成される原因は圧縮の応力場の存在が考えられている( 藤田 ・

岸本、 1972) 。

逆断層の場合は上盤、つまりのしかかった側で一般に破砕や擾乱

の程度が著し く、岩盤の崩壊・落石、地盤の崩壊 ・地すべりがおこ

りやすい。 もし、これに先ほど述べた海成粘土層の分布が重なれば

いよいよ条件は悪くなる 。 また、断層面自体が透水面とな って、断

層を境として地下水位やその流動状況が呉なり、派生的に建築地盤

に種々の影響をもたらすことがある 。

逆断層の場合と類似した現象は、断層をともなわないトウ曲構造

であ ってもおこる 。 トウ曲の場合、その中心軸昔日付近では地層の傾

斜が著しく大きくな っていることがあり、ほぼ水平な地層状態とは

地盤条件 が大いに巽なる 。

大阪層群やその相当層において、断層やトウ曲構造は、第三紀層

やそれ以前の地層にくらべて規模は小さいが、ご く限られた範囲で

突然あらわれるので、数十 m離れた地点で地層が水平で、あ っても、

建築地盤として選定された土地そのものの↑ 良重な調査が望まれる 。

地質構造上顕著な断層やトウ曲をともなわない場合であ っても数

m あるいは十数 m程度の変位を示す小構造は数多くある 。変位の規

模は小さくてもそれらの場所において大阪層群はセン断応力を受け

ており、むしろ建築地盤はこの小構造の存在と状態に影響を受ける



例が多い。

図一13は、京都市内の大阪層群丘陵地における大規模斜面崩壊の

原因を推定したものである 。地層の連続状態を詳細に追跡すると、

D やE の付近で、大阪層群に数 m 規模の変位がみられ、地層がやや

擾乱されている 。崖面の地山上にはやや聞結した古い崩積層が分布

し、その表面を覆 った人工土が、大阪層群の透水層と小断層部分を

通過した地下水によ って含水し崩壊したのが直接の原因と考えられ

る。

しかし、ここで注目す べ きことは、古い崩積層 ( D，層 ) の存在で

あって、本層が透水壁と表層部の新しい崩積層の母体とな っており、

斜面壁の基礎としても適切で、ない点である 。 そして、この D，層が形

成された原因がやはり大阪層群の小構造にあ るとみられる点に最も

注目すべきだと思われる 。

2 - 2 一 5 段丘堆積層と古崖錐

段丘堆積層の形成する段丘面は、地形が平坦で、平地にも近く、水

はけがよいなど最も建築地主主としてはすぐれた立地条件をも ってい

る。東京の山手台地や武蔵野台地は代表的な段丘地形である 。近畿

にも伊丹台地や上町台地などの段丘地形があるが、関東の台地が厚

いローム層( 風によ って運ばれた火山性物質が風化したもの) に覆

われているのに対して、近畿の段丘は磯質の堆積層からなり、地層

20 m 

20 m 

図- 12 大阪層群と基盤岩の逆断層関係 (佐野、印刷

※ 0 ，は大阪層鮮との

区別が閤雑だが大 70

型此入試験的試料

の詳細l観察で識別

が可能とな った

D  

0， 埋立土，新mJh品峻土層

0 ， :  InJUJ Il，1場土層

Ogl - Og 4  大阪府鮮

図ー13 大阪層群丘陵地の斜面崩壊例 (森田ほか、 1981)

は一般に10m以下の厚きである 。

図一 7 のように、段丘堆積層は、大阪層群とその相当層の侵食面

を薄く覆う形で発達し、両者の 間には少なくとも数十万年に及ぶ堆

積時間の間隙がある 。 したがって当然地層の固結度や地盤として の

支持力、あるいは地下水の透水性には大きな差異があり、段丘面上

の建築地盤は 、段丘堆積層の厚さと岩相、不整合面の深さ、大阪層

群の岩相や地質構造に影響される 。 また、前述したように段丘堆積

層とい っても、相対的に高い位置にある高位段丘は団結の程度がや

や高く風化・ 変質を受けているのに対 して 、中位段丘や低f立段丘は

団結の程度が低い。中位段丘は上回I 台地の構成層で、代表される約 10

万年前の地層で、海成の粘土層を挟んでいる 。 この海成層はウルム

氷期前の間氷期における海水準上昇期に堆積した地層で、全国各地

の海岸平野でその存在が認められていて、そのときの海進は下末吉

海進と呼ばれている 。海成層に含まれる貝殻は大阪層群のものに比

べると生々しく、新しい時代の地層であることを物語っている 。低

位段丘は沖積低地 よりわずかに高い位置にあり数万年の年代を示す

地層で、国結度は最も低い。

従来段丘堆積層は全く 地質傍造的変位を受けていないと考えられ

ていたが、最近の研究によると、段丘堆積物であってもゆるいうね

りの摺曲や断層をともなっていることが報告されている 。図- 14は
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図 14 伊丹台地の段丘堆積層を切る断層 (藤田、前回、 1970)
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図- 16 大阪駅前の地盤状態と沖積層基底位置 ( 古谷ほか、 1982)

伊丹段丘の堆積層が約 6 mの変位する断層の状況が示されたもので

ある。段丘堆積層を切るこのような断層は明らかに活断層と呼べる

ものであろう 。

琵琶湖周辺地域や内陸の盆地に発達する段丘もほぼ同様のことが

いえるが、その形成時期や形成過程には海岸平野と異な った点があ

る。

地形的に段丘面を残しているものとは別に、局所的な分布 を示す

崖錐の中に沖積世以前のものがあり、古屋錐と呼ばれている 。古屋

錐は段丘堆積層の時代に形成された崖錐が地層として保存されたも

ので、崖斜面に沿った地域や谷埋めの堆積物として分布することが

多く、小規模の古い扇状地堆積物でこれに相当するものがある 。建

築地盤としても、沖積層でも地山でもない不連続の崖錐状の地層が

発見されることがあり、古屋錐のことがある 。

2 - 3  平野・臨海地域の軟弱地盤

平野地域の地盤状態を示すものとして「地盤図」がある 。地盤図

は地盤状態を示す図であるが、つまるところ沖積層基底の深度分布

がその主限となっている 。

沖積層は平野の表層部を覆 っている最も新しい地層であ って 、来

固結の粘土や砂 ・磯からなる 。海岸平野の沖積層の形成史は約 2 万

年前に遡り、第四紀の最終氷期( ウルム氷期) の末に近い頃、氷河

性の海水準変動によって海水面は現在より 140- 100mも低くな った

と考えられている 。 したがって当 H寺の海岸平野や大阪湾、伊勢湾な

どは干上がっていて 、現在平野を流れる河川の前身が谷を刻んでい

たと想像される 。 この当時の地形が沖積層の基底そのものであり、

丘あり谷ありの陸上侵食面を覆 って沖積層がたま ってゆく。その後、

海水面は気候の暖化にともな って上昇し、大阪では約 1 万年前に現

在の海岸線よりやや沖のあたり、標高一35mまで、海水面が上昇して

きて、谷の部分にタニシやシジミを含む粘土をため始める 。8000年

3 0  

前頃になると標高一25m近くに海水面が一時的に停滞し、海浜が発

達して広い範囲に沖積層下部の砂層が形成される 。 その後、いわゆ

る縄文海進と呼ばれる沖積世の海水面上昇が本格的とな って6000年

前頃のピーク時には現在より 3 mほど高くなったと考えられている 。

このときに形成されたのが沖積層の主部の軟弱粘土層である 。海水

面の上昇にともな って大阪湾や伊勢湾はこの粘土層によってしだい

に埋め立てられ、浅くなると最後に砂や河川 ぞいに礁がたまって沖

積層は沖積函を残し堆積を終える 。 こうした沖積層の形成史は、 図

- 15に示すように、いろいろの深度で測定された炭素14年代の結果

から得られたものである 。

京都盆地など内陸の盆地ではかなりょうすが異なっていたようで、

一般に沖積層は薄く、しかも機質の堆積物が多い。湖東平野をはじ

め内陸の沖積層は海水面変動との関係だけで説明できない点が多く、

データも少ないので、個々の場所における慎重な調査が必要であろ

フ。

沖積層の軟弱粘土層は従来建築地盤としてやっかいな対象であっ

たが、基礎工法の進展にともな って有効利用されるようになってき

ている 。

しかし、やはり大規模構造物の基礎としては沖積層下位の“ 洪積

層" が現在も信頼できる支持層として利用されている 。 この“ 洪干

層" にはいろいろ問題があ って、従来支持層イコール洪積層とされ

てきた考え方には疑問が多い 。つまり、沖積層と洪積層の区別は本

来上に述べているような地層形成の管索があるものであって、 地層

の時代や岩相 ・構造などが異なるものであるが、支持層とされてい

るものの中には必ずしも本当の洪積層でないものがかなり含まれて

いる可能性があるのである 。

その一例を示したものが図一16である 。 これは大阪駅前再開発に

ともなう新ピル建設のデータをもとにして、大阪地区地盤区分図委

日会 (1979) によって指摘された点であるが、大阪地盤岡 (1966) では、
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図- 17 大阪市南区の東西地質断面図 ( 古谷ほか、 1982)

Nfl直30以上のものは洪積層と判別するという観点で、 A S2
層は洪積層

に含められていた。しかし、 A S
2
層は員殻を含むこと 、Nf J 直が30前後

で安定しないこと、 地層の構造からみると A C 2層の下に両層の境界

があると考えられる ことなどから 、A S 2層やA C 2層は沖積層ではない

かと考えられるようになってきている 。 そのような観点から A S2 層

を再検討すると、その土質特性も明らかな洪積層とは巽なり、支持

層としても注意を要することが指摘されている 。 この A S
2 層に相当

する 地層は岩相や分布に待徴があり、最近の研究( 古谷ほか、 1982)

で大阪平野のかなり広い範囲に発達していることが明らかになりつ

つある。

この例は、沖積低地 を建築地盤とする場合、構造物の支持層を単

に沖積層と洪積層というだけに判別するのではなく、構造物の規模

や基礎工法に応じて選択し、そのさいとくに、 地層のなりたちに基

づく性質を理解してうまく 利用する ことが重要であることを示して

いると思われる 。

また 、地下の洪積層の性質についても、近年地盤に関する情報が

増 えて、丘陵や台地の場合と 同 じく 、その地質構造が非常に複雑な

ものであることがわかってきている。 図- 17は大阪市街地の東西断

面の例( 大阪地盤研究会、 1982) であるが、沖積層と洪積層の境界

は複雑な階段状の形態 をなし、下位の洪積層は、上部洪積層である

天満層や Ma12層と 中・下部洪積層の大阪層群に分けられ、地層が

傾斜するとともにいくつかの地域で断層による不連続があると考え

られる 。この図だけからも洪積層が一様なものでないことが容易に

おわかりいただけるものと思う 。本図の右側に示した二重線の断層

は大阪層群の層準が 300m 以上もくいちがった規模の大きいもので、

活断層研究会 (1980) によって 、確実度 I 、活動度 B にランクされ

た平野地下の活断層である 。 こうした活断層は、研究が進むにつれ

て平野や臨海地域の地下にある洪積層内に数多く発見されてゆくこ

とになるであろう 。 したがって、近畿地方でも場所によって異なる

が、平野部における活断層の認定とその耐震対策は建築地盤の分野

でも今後の大きな課題となろう。

3. お わりに

近畿の地質をそのおいたちからながめつつ、建築地盤 としての性

格に結びつけてみることが本小文の企てであるが、その 内容はごく

限られた部分にとどまっており 、全体を十分まとめたことになって

いない点はお許しいただきたい。この項で述べたことの地質構造に

関する原因論や建築地盤としての性格は次項以降で詳しく 取り上げ

られている。
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近畿の地盤と地質・ 2

近畿の構造地形・活断層・地震活動と建築地盤

藤 田 和 夫

は じ め に

建築の立地条件には、地形が大きな要素に

なることはいうまでもない。建築の場は、ま

ず平坦性を求めることから始ま った。 そして

水利と交通の便に恵まれた沖積平野から都市

化が出発した

そして次第に台地に移 ってきたが、それは

地形学的には段丘と呼ばれるもので、何段か

の階段状台地からなっている 。 そして近畿で

は、それらは低位段丘・中位段丘 ・高位段丘

に大別されている 。建築立地としては、低位

段丘菌は沖積平野に隣接する乾燥した高台と

してよい居住空間を与えてきたが、中位段丘

面は耕作に利用されるだけで、高位面になる

と水利も極端に悪くな って、不毛の地として

残されてきた。

ところが、 1960年代の“ 高度経済成長" に

支えられて、建設関連技術の発展と機械化、

水利問題の解決と相ま って、段丘函の開発は

急速に進み、山地高所の隆起準平原面と呼ば

れる平坦部にまで居住圏が拡大してきた。 そ

して一方では海岸部を埋め立て、“ 人工沖積平

野" の造成が大声尉莫に行われているのが現状

であろう 。

ここで地質学的にみてとくに注目されるの

は、それらの平坦面の聞の斜面、とくに山地

斜面の利用が多くなり、急斜面を平坦化、段

化するという形の宅地造成が急速に進んで、き

たことである 。近畿では、平野や盆地の周辺

の山地斜面が、断層崖とよばれる断層運動に

よってできた急崖の変形したものが多く、自

然の平坦面利用とはちがったいろいろの問題

がでできている 。

これらの問題を理解するためには、まず近

畿の地形と断層との関係、とくに活断層とい

われるものの性質を知 っておく必要がある 。

2 - 1  近畿の大地形

地形は大地形と小地形に分けて考えること

が必要である 。建築地盤に直接関係するのは

後者であるが、前述のような問題のためには、

3 2 建築 と社会 / 四 2年4 月号
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大地形との関連で考えなければならない。図一 1 は、等高線によっ

て近畿地方の高度分布を400mを境にして区分したものであるが、費者

くほど近畿の大地形の持徴がでている 。

近畿の大地形は、大きく四つのブロックに分けて考えるのが便利

である 。 その中央部は近畿トライアングル (Kinki Tri angl e) という

名称、で知られるようになったが、琵琶湖 ・大阪湾 ・伊勢湾を含み、

紀ノ川 ・櫛田川を結ふ、中央構造線と呼ばれる大断層を底辺とするほ

ぽ三角形の地域をさしている 。 この中では、鈴鹿山地・比良山地 ・

生駒山地などのように南北方向に延びる山地と、その問に抱かれて

いる近江主主地 ・京都盆地・奈良盆地などの配列が特徴的である 。

これに対して、近畿トライアングルを取り囲むプロックは、単調

な定高性のある山地地形が支配的である 。比良山地以菌、六甲山地

以北の地域は、丹波山地と総称されている 。 しかしながら、その中

央部に福知山盆地・須知貧地 ・亀岡盆地などの山間盆地が線状に配

列し、南北を分けている 。 この地帯以北が狭義の丹波山地で、東部

では 1000mに近いが、西へゆくほど低くなり 、東高西{ ) ; : の傾9i J J地形

と呼ばれる地形の特色をあらわしている 。 これに対して、南側は北

摂山地と呼ばれ、高度は丹波山地に比較しで全般的に低〈、中央部

に多国盆地 を抱いている 。

近畿トライアングルの東側のプロ y クは 、南部は、濃尾平野の著

しい沈降部にあたるが、北部は、美濃山地である 。 この山地は基本

的には丹波山地に類似し、東高西低の傾動地形を呈するが、高度が

一般的に丹波山地よりも高いために谷が深い。南側のプロ y クは紀

伊半島である 。北部の中央構造線沿いを除いては、全くとい ってよ

いほど活断層地形のみられないのが逆に特徴とな っている 。

2 - 2  地形と活断層

図- 1 に記入した線は主要「活断層」を示している 。地形との一

致に注目していただきたい。

「活断層」問題は、日本では最近にな ってクローズアップされて

きたようにみえるが、これは地震問題ともからんで、地球科学の進

歩に裏付けられながら、この20年間ばかりの間に急速に浮かび上が

ってきた世界的な問題である 。 そしてそれは学問の世界だけの問題

ではなくなってきている 。建設地盤の問題は、「土質力学」から「岩

盤力学」へと進んできたが、活断層は「地殻力学」ともいうべき分

野の問題であるといえる 。 そしてそれが関係しなければならないほ

ど、建設開発は大声見模になり、長期的になってきているのである 。

とくに近畿地方は、人 口密集地帯に近く活断層が分布していると

ころで、今後活断層は避けて通れない問題になるであろう 。けれど

もこれはまだ工学的に定量化される段階まできておらず、それを理

解していただくためには、単に活断層の定義を云々し、技術的対策

を論じるだけでは駄目で、この問題が発展してきた推移と背景を知

っていただき たいのであるが、ここではその余裕がない。別稿「活

断層研究の推移とその背最J ( 土質工学会、「土と基礎J 1982年 3 月号)

に、とくに近畿地方について述べておいたので参照していただきた

p 。

現在日本で一般的に使われている活断層の定義は、「新しい地質時

代に繰り返し活動し、今後も活動する可能性のある断層」というこ

とになっている 。そして「新しい地質時代」としては、「第四紀」と

呼ばれる現在を含む約 200 万年間という時代がとられている 。 これ

は決して無意味なものではなく、日本列島をつく っている地殻の力

学的な状態がその間にあまり変わっていないという最近の研究結果

に基づいている 。

活断層としてわれわれが認めるのは、地殻の上層部( 約20km以浅)

¥ 

に何らかの原因で差応力状態が発生し、歪みが蓄積され、ぜいi全般'

断がおこり 、その破断面が地表にあらわれたものである( 藤田、 1981) 。

したがって断層の発生や再活動は、地殻の応力状態に支配されてい

ることになる 。 ところがこの十数年間の各方面の研究成果を総合し

でみると、第四紀になってから活動した断層の分布パターンから復

元される地殻応力場と、地震や測地学的資料からでてくる現在の地

殻応力場が、驚くほどよい調和を示すところから、 一般論として第

四紀という期聞が目安とされてきたのである 。けれども、構築物の

耐用年限などの技術的感覚からみた場合、これはあまりにも長大な

時間帯で、その接点がないように思われがちであるのも無理はなか

った。

ところが、研究が進むにつれて、日本列島の中でも、地域によっ

て、現在のような地殻の力学的状態になったのは時間的にちがいが

あるらしいことがわかってきた。一般にその時期は東日本では比較

的早〈、西日本ではおそく始ま ったらしい。この点では、近畿地方

は、断層活動期をきめる基準になる第四紀層の研究が早くから進ん

でいて、断層の活動状態が非常にはっきりしてきた( 藤田、 1980) 。

最近の成果によると 、近畿で第四紀に活動したとみられてきた断

層の大部分は、第四紀でもその 中頃である約 100 万年以降に活動を

開始している 。そしてそれらは、約50万年以降活動をイ亭止したもの

と、それ以降も活動を継続というよりも急噌してきたものとに分か

れることがわかってきた。50万年以降も活動してきた断層は、工学

的にも「要注意」として、アメリカ西岸 ・ニュージーランドその他

の地震国でも社会的に採用されている基準であって、近畿でも後者

の方を要注意として考えていただきたいと思 っている 。図- 1 の断

層線はこの意味での主な「活断層」を示しているが、これらは l 本

の断層ではなく、平行あるいは雁行する断層の集合である場合もあ

る。「日本の活断層 J( 東大出版会、 1980) では、全国的視野でまとめ

であるので、一般的な意味での活断層の分布を示しであるが、近畿

では50万年前に活動を停止した断層は活動度のところに( ) を入れ

て区別しである 。

次に問題になるのは、これらの断層の反復活動性で、あろう 。それ

は将来のこの断層が再び活動するかという問題にもつながる 。活断

層と地形との関係を検討してみよう 。 まず近畿トライアングルの中

では 山地 と平野または丘陵との地形的な境界が、断層とみごとな一

致を示していることが印象的である 。 そして山地の中でも 、断層を

境にして山地高度の変化が著いミ。但馬山地の南部で、はlZJ4断層を

境にして南側が低くな っているし 、丹波山地と北摂山地の境は、 三

峠断層一亀岡断層の線と 一致する。また信楽高原と大和高原の境は

木津川断層と一致する 。そして 50万年より前の断層は、これらの新

しい方の活断層でかこまれたブロ γ クの内部に人 ってしまう 。この

事実は、現在の地形が50万年以降の新しい活断層で境された「断層

地塊」の差別運動ででき上がってきたことを物語 っている 。

それではその運動はどのようなものであ ったのであろうか。

2 - 3  活断層の動き

以上でわかるように、近畿の大地形は、 浸食作用によってできた

ものではなく、構造地形と呼ばれるもので、新しい地殻変動のあら

われである。すなわち近畿では、第四紀一一それもその後半を通じ

て、隆起してきたところが山地 となり、沈降してきたところが平野

となり 、沈降の著しいところは水をたたえて内湾あるいは湖となっ

た。し たがって地形を解析することによ って 、逆に新しい地殻変動

の実態を知ることができる。

3 3  



しかしながら、隆起したところは直接みることができるが、沈降

してきたところは土砂で埋め立てられ、大阪平野や近江盆地の中心

などでは、 1，000ml こ及ぶ第四紀層( 洪積層) が堆積しているので、

ボーリングや物理探査的な調査が必要となる 。 しかしこれらの地層

が、その堆積後の地殻変動によって、盆地周辺の丘陵地( 千里丘陵

や泉南・泉北丘陵など) に露出してきているので、それらを通じて

内容を知ることも可能である 。

このように、隆起してきた部分と沈降してきた部分との運動を合

わせて、はじめて現在につながる地殻変動の全貌を把握することが

できるが、六甲山地と大阪盆地との聞にはそれらに関する資料が最

もよくそろ っているので、例にとろう( 藤田・笠間、 1971、1982)

(図ー 2 )。

図- 2 にみられるように、六甲山地の南東部には 3本の大断層が

北東一南西に走 っていて、それらを境にして地形が階段状にな って

いる 。最高部が海抜800- 900m ( 六甲ゴルフ場付近) 、 2 段目が 500

- 600 m ( 芦屋ゴルフ場 ・奥池付近) 、 3 段目が200- 300m( 甲山周辺) 、

4 段目が50- 100m ( 上ケ原台地) 程度である 。 このうち 3 段目の段

に、大阪層群の' Ma1 とよばれる粘土層が広く分布している( 図で黒

く塗 った部分) 。この粘土は現在の大阪湾のような内湾に堆積した粘

土で、その年代も 110 万年前という値が得られている 。 そして 2 段

目にも、海成粘土層そのものはないが、それと閉じ時期とみられる

沿岸性の地廓が分布している( 図 - 2 (A)) 。

一方、昭和37年に大阪市港区において、地盤沈下調査用に掘られ

たOD- 1 と呼ばれる深層ボーリングは、 907mでまだ基盤岩に達しな

かったが約一500m余で、Ma 1 が発見された。これを六甲の資料と合わ

すと、約 100 万年前には現在のような階段地形はなく、 3 段目にあ

たる甲山周辺は内海で、 2 段目の奥池付近は海岸線に近く、六甲の

最高部は海岸の原里子であ ったことになる 。 そしてその後六甲は隆起

して、海岸であ ったところを 500m以上にもち上げ大阪盆地側も 500

m以上沈降したのであるから、約100万年間に少なくとも 1，000m以

上基盤岩の表面が変形したことになる 。 したがって年平均をとると、

1 mr n / 年の運動量である 。 しかもこれが六甲と OD- 1 との距離約20km
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( A) 六甲山地南京商の階段状地形と断層の関係、

黒色部は大阪層群Mal 粘土層の分布を示す。

の間で基盤岩にこれだけの歪みが生じたのであるから、それを解放

するためのぜい性破断面としで 3 本の断層ができたのである( 図-

2  ( 8) ) 。

これらの断層の変位量( 落差) は、階段状地形の段差であらわさ

れ、いずれも 200- 300m級で、それらの総和が1，000m級にな ったと

いえる 。 したがって個々の断層についての動きは、 O. 1mm- 1  mrn/年

で、「日本の活断層」で使用した活動度でいえばB 級になるのである

が、これらが徐々にクリープ性の運動をしてきたとは考え難い。

1，000年間歪みを蓄積して 1 m、5，000年間蓄積しで 5 m、とい った断

層変位を地震をともな って一挙におこしてきた可能性は大きい。大

地震にともなう地震断層の変位の実例がそれを物語っている 。

近畿トライアングル内の活断層は六甲の例に準じるものが多い。

O. l mm- 1mm/年の平均変位量は一見小さく問題にならないように思

われがちであるが、決してそうではない。第四紀200万年間で2，000

m級の山を形成する 。 ヒマラヤ山脈の上昇量は 2 - 3 mm/ 年、地震

断層の発生で知られている天山山脈での断層変位宜は 1mm/ 年級だ

といわれている 。

ここで注意しておきたいことは、近畿にはこの穫の活断層が多数

あるけれども、これらの断層が一斉に活動してきたとは考えられな

いことである 。山地と盆地の問には数本の断層が平行に走 っている

例が多く、前述の六甲南麓もそうであるが、奈良盆地の東縁も典型

的である 。 これらについて調べてみると、断層運動は山側から盆地

側に次第に新しくな っている傾向がみられる 。六甲では、 3段目と

4 段目の聞を走る甲陽断層は、 100 万年前の地層を直立させ、 20万

年前の地層を屈曲させながら切断、さらに 12万年前の中位段丘、そ

れ以後の数万年前の低位段丘をも切断している( 図一 2 ( A) ) 。六甲

の基盤岩が直接平野に接する神戸の諏訪山断層では、山陽新幹線新

神戸駅建設のとき、旧生田川の河床様である沖積層の河床磯層を変

位させている露- 頭が明瞭にみられたのである 。

2 - 4  断層と地震

以上の実例からもわかるように、近畿の山地や盆地の大地形は、

断層変位の累積でできたものである 。 したがって断層が活動すると

きに発生する弾性波である地震動は、地殻変動の現在版として考え

るべきであることを示している 。 そうするとこれまでの地殻変動を

おこしてきた原因が解消しない限り、将来も断層活動はあるものと

しなければならないという基本的な考え方が成立する 。 そしてその

原因も大体の見当がついてきたのである( 藤田 、尾i也、 1981) 。

近畿を中心とした地域における被害地震を理科年表から編集する

と図- 3 のようになる 。 これをみても、太平洋側の南海トラフに沿

う海洋性の M 7 - 8 級の“ 巨大地震" についでは、およそ 100 年に

1 回程度であり、また内陸性のいわゆる“ 直下地震" に ついては、

近畿トライアングルに集中性があるが、活動的なものでも約1，000年

に 1 回の割合で、地質資料もいれると、数千年に l 回程度 であると

推定される 。図- 3 の地震を内陸性と海洋性に分けて発生した年代

)1闘に並べたのが図- 4 である( 大長、 1979) 。

この図による地震の消長は、記録の作成 ・保存とも関係するので、

そのまま考えるわけにはいかないが、中国の例をみても、地震活動

には H寺代的な消長のあることは否定できない。近畿でも、桃山およ

び江戸時代に、現代に継ぐ頻度で、数多くの内陸性地震がおこって

いる 。その現代との相違は、この時代には、近畿中央部の人口密集

地でおこ った 5 回の地震によって、近江、大和、伊賀の諸国が大被

害をうけていることである 。 それらの地震を次に列記する 。

1  ) 慶長元年 ( 1956) 地震 ( M7. 0) 一京都三条から伏見にかけての



地域で震度 VI

2  ) 寛文二年 ( 1662) 地 震 ( (M7 . 6) 一琵琶

湖周辺および京都で震度Wまたは皿

3  ) 文政二年 (1819) 地震 (M7 .4) 一琵琶湖

東岸の近江八幡と西岸の大潟で震度目

4  ) 文政十三年( 1830) 地震 (M6 .4) 一京都

でl山支 VI

5  ) 嘉永七年 (1854) 地震 (M6. 9) 一伊賀上

野および奈良で震度羽または VII

このように、この地域では慶長元年から嘉

永七年までの 258 年間に、 5 回にわたる活発

な地震活動があり、そのうち 3 回が1800年代

の35年間に集中している 。し かしその後現在

までの 126 年聞は対照的に全く静穏であるの

はj主目される 。

そして現代に入ってからは、地震の活動域

が北に移り、明治24年 ( 1891) の滋尾地震 (M

7 .9) 、明治42年 ( 1909) の姉川地震 ( M6 .4) 、大

正14年 ( 1925) の但馬地震 ( M6 .5) 、 昭和 2 年

(1927) の北丹後地震 ( M7 .5) 、昭和18年 ( 1943)

の鳥取地震 ( M7 .4)、 昭和23年 ( 1948) の福井

地震 ( M7. 3) 、昭和27年( 1952) の 大 聖 寺 沖 地

震 (M6. 8)、昭和36年( 1961) の北美濃地震 (M

7 .0) 、昭和38年 ( 1963) の越前岬沖地震 ( M6. 9)

などの地震が、平均 9 年ごとにおこ っている。

図- 3 でもわかるように、以上のような内

陸性地震と活断精とは、巨視的には密按引苅

係のあることが推定できるが、歴史記録その

ものにも多くの問題があり、また被害が地盤 13>引

状態にも左右されることが多いので、さらに

研究の必要がある 。現在、これらについては

古記録の洗い直しが行われていて、活断層と

の関係がさらに詳細明瞭にな って きているも

のも少なくない。 その結果は、萩原尊続編著

「古地震 J ( 東大出版会) として出版準備中な I lr 

ので参照されたい。

歴史記録になく、 一般の地質 ・地形的調査

からも資料の得にくい沖積層の時代、すなわ

ちこの10，000ないし 20，000年以後の断層活動

の状況を知ることが、現在最も要望されてい

るところである 。 そのためトレンチ法による

調査が開始され、成功をおさめつつある 。

それは、活断層がピー卜層を多くはさむ沖

積層を通過する部分をねら って 、断層に直角

に卜レンチを入れ人工蕗・5頁をっくり、ピート

府の切断状況とピー卜府の C 14 年代とを合わ

せて断層活動の履歴を調べようというもので

ある 。すでに山崎断層、鳥取地渓で動いた鹿

野断層、阿寺断層、根尾谷断層などで研究的

に実施され成功している 。山崎断層では、土

器の入っているピート層が切断されていて、

その年代から、 868年の播磨の地渡 ( M7. 1) の

ときに活動したことが裏付けされた。図 - 3
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図- 3 近畿を中心とした地岐における被害地震の分布( 大良昭雄、 1979)
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の姫路付近の 7.1 地震は山崎断層付近になる可能性が大きい。この

ように断層の活動の周期性を知り、最後の活動期から、将来の予測

を得ることもできると期待されている。

いずれにせよ、活断層の運動とそれにともなう地震活動は、過去

から未来へと継続していく地殻変動の現在という断面でおこってい

る地殻の力学的な状態に応じた自然現象であって、集中豪雨、土石流、

地とり、山崩れなどの自然現象と本質的には変わりはない。ただそ

の進行が長大時間の中でおこり、それが人間生活の時間帯と合わな

かったから、認識がおくれていたのである 。 しかし構築物の耐用年

限も急速にのび、耐用年限が終わ っても撤去して原状にもどすこと

の不可能なものも少なくない 。宅地造成などもれ然改造的規模で行

われるようにな ってきた 。 これらは地殻変動の時間帯とすでにかみ

合 ってきている 。

個々の断層については数百年、数千年、場合によ っては数万年の

反復性でも、近畿のように活断用の多いところでは、総合的にみる

と、地渓到j に遭遇する頻度はかなり高いという結* になる 。 また、

1000年に 1 回活動する断層で、今から 1000年後ということであれば、

構築物の耐用年限から考えて安心できるけれども、 1000年 目 が10年

先である可能性も否定できないのが現状である 。 この点、活断層の

最後の活動期を知ることは、逆に将来の F浪IJ にもつながるので、今

後は各断層について、そのような資料を求めていくことが切望され

る。

2 - 5  活 断 層 と 建 築 地 盤

以上の活断層の性質からわかるように、この問題は近畿の建築地

盤について考庖す べ きいろいろの示唆を与える 。建築地盤という観

点からみると、活断層は単に地渓をともなう再活動ということだけ

で考えるべきでなく、地盤特性の惑さという点も問題である 。断層

でも古い断層は再団結しているものが多いが、運動の新しい断層は、

破昨帯がぜい弱で、、断層粘土も流動性に富んでいるので、崩壊、地

とり、不等沈下等々の原因となる 。羅列的になるが、それらを列挙

してみよう 。

1) 近畿の特徴として、活断層は地形の急選告JI に沿 って分布する場

合がほとんどである 。山地と盆地や平11 - との境界音11、山地と丘陵、

丘陵と台地の段、あるいは台地の先端部などは、慎重に断層との関

係を調査し、できるだけ自然状態のままで利用することが望ましい 。

大地形に影響を与えていないような断層は、再活動という点ではと

くに問題にしなくてもよいものが多いが、破砕帯のぜい弱性という

点、では注意が必嬰である 。

2) 近畿トライアングル内の活断層は、大部分が逆断層であ って、

上盤にあたる山地側のブロ ックが、下盤にあたる低地側のブロック

にむか つて衝き上げる型である 。 したがって術上する山地側の断層

虚にあたる急斜面が滑落しやすく、大断府ほど! 平〈崖錘を山麓音11 に

堆積し、断層を被覆している場合が多い。 また断層破砕帯は、山麓

線よりも平地寄りに潜在していることが多い。 これが大規模な活断

層の発見が困難で、施工によ ってはじめて 2部員が出現し、対策に苦

慮するケースが最近多くな った原因である( 鎌田、笠間、 1971) 。

3) 近畿の場合は、上盤側の山地ブロ ックが基盤の硬岩、下盤側IJ が

洪積層などの軟岩被覆層であることが多い 。 このケースでは、基盤

弱体Jの断層面は高角度であ っても、 1弱 k古11の主号線が重力作用でクリ

ープをおこし、下畿の被額貯を低角度でおお っていることが少なく

ない。基盤岩中でボーリングしでも、その下に軟弱層が厚く存在す

るとい った現象もこれによる 。最近このような部分に宅地造成が行

われる事例が多いが、断Wi に沿う押し出しゃ、小規模地とりが発生
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しており、注意を要する 。 山地斜面を深く削り込んだために、ノリ

商の滑りがとまらなくな った事例も少なくない。

4) 大阪・京都 ・奈良盆地の周辺では、断層に沿 って、大阪府群( i 共

械情) の海成粘土府が急{tNして分布しているところが多く、地盤が

不安定になりやすい 。

5) 逆断層が活動したとき、 lニ盤側に被害の多いことは多くの実例

がある 。 とくにこのような部分に宅地造成が行われている湯合には、

盛土部分と岩盤告11 との境界で被害の多いことは、 2吉城県沖地渓にと

もなう仙台市の被害状況をみても明らかである 。 したがって上盤側

の急斜面の開発にはとくに注意が必要で、極力盛土を少なくし、自

然地形を利用するべきである 。

6) 洪積層下に活断層が潜在しているときには、基盤断層の運動に

よって、被覆j共秘情が後曲している 。 このような部分を造成した場

合、小規模地とりが続発するケースが、近畿トライアングル内の丘

陵地に多い。丘陵地は、基盤岩の断府地塊がjl1 k 起し、被覆! 替を持ち

上げてきたところで、その縁辺部には断層によ って地層の急斜して

いるところが多い 。

7) 活断層は震源になりやすく、地震動はその周辺で大きいことが

推定されるが、広域的には、振動による被害は、地盤特性に左おさ

れるところが大であろう 。近畿トライアングル内の活断層の分布密

度は高く、被害歴史地震の頻度との相関関係も、列島の中では最も

あい 。個々の断層の活動周期は千年、万年のオーダーでも、この地

域が地震動を受ける周知! は百年のオーダーである 。 したがって断層

にまたがることを極力さけながら、地盤特性に応じた 、 また建物の

危険性 ・重要性に応じた耐渓構造を考えるべきである 。

要するに活断層問題は、マスタープランの段階から考慮されるべ

きもので、この問題を考えずに設計を行い、断層に遭遇してから技

術的対応で将来の安全性が保障されるというものではない。 その判

断は、活断層の本質の認識の上に立 って、断層の存在が予想される

ところでは慎重な調査を行い、構築物の重要性、危険性を第ーとし、

それに耐周年限、経済性などを考慮してその対応をきめるべきであ

る。 いかに耐用年限が短くても、危険度の高いものは、活断層との

関係を↑ 真重に考底しなければならない 。

これらの判断は、行政側、施工者側の判断にゆだねるほかはない

のが現状である 。 しかし現在行われている開発の将来における結果

をみてから対応をきめてもよいというような問題ではないことも確

かである 。 なぜならば開発はなおも急テンポに進むのに対し、地殻

の力学における歪み速度のテンポはゆるやかだからである 。 しかし

両者の接点が必ず将来にあるであろうということは歴史記録が示し

ている 。
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近畿の地盤と地質・ 3

人工地盤と建築基礎設計上の問題点

三 木 幸 戴

は じ め に

地盤とは、本来、天が造り神が与えたもうたものである 。 その地

盤が不足するからとい って、人聞がそれを造ることは、ある意味で

は不遜な行為であるといいうるかも知れない。

進歩した大型土木機械を駆使し、十分な計画に従い、それが造ら

れたとしても、残念ながら所詮、人聞が造 った地盤は見かけは一緒

でも、それはま E れもなく偽物である 。すなわち、天が造りたもう

た本物の地主主とは、本質的に違 ったものである 。 したがって、本物

の地盤ではおこることのない変動障害が必ず発生するし、また大地

震でもおこれば、大きな災害発生も懸念される 。

現在、随所で発生している建設地盤に関する災害の多くは、人間

が己のカを過信し、神が与えたもうた美しい自然を破壊し、環境を

悪化せしめたことに起因したものである 。

ここでいう人工地盤とは、山地丘陵造成地盤、臨海埋立地盤、ゴ

ミ地盤などである 。いずれも、建設地盤としては、まだまだ未知の

問題の多い危険な地盤であることを認識してほしい。

しかし危険な地盤であるとい っても、現在の社会情勢がそれを必

要とし、現在、日本中いたる所でそれが造られているわけであるか

ら、われわれとしても、その上に建物を建築する機会がどうしでも

多くなる 。

危険かつ未知なる人工地盤とはどのようなものなのか、 どのよう

な障害がどのような原因で発生するのか、その被害 を最小限にとど

めるためにはどうすればよいのか、本稿では、そのような点につい

て解説したいと思う 。

3 - 1  山地丘陵造成地盤

近年、山間丘陵地を切り開き、住宅団地を造成することが盛んに

行われている 。

この造成地盤を建設地盤として検討してみた場合、地山自身は洪

積層ないしはそれよりも古い地層で構成されているため、切り取り

によ って造られた平坦面に限 っていえば、将来滑落の危険性のある

ような斜面に近接した場所や、断層破砕帯存在箇所など、問題とな

る限られた場所を除けば、十分な支持カを有する良好な建設地盤で

あるといいうる 。

しかし、山間丘陵地の内部には、過去の地殻運動がもたらした断

裂面およびそれに接する破砕帯が随所に存在しているし、その部分

が地下水の通路とな っている所も多い。 したがって、切り取りによ

って人工的に急造された斜面内にそれが存在した場合、その処置を

誤れば、斜面崩壊が必ず発生する 。

また、高所を切り取 って得た大小の岩塊や、硬い土塊を谷間に積

み上げて造 った盛土部分の敷地は、盛土材料や施工手法によ って、

その状態に差異はあるというものの、概して不安定な問題のある地

主主である 。

すなわち、山地丘陵造成地盤とは、同じ敷地内に強固な切り取り

地盤と、安定度の低い盛土地盤、それに十分な安定解析を必要とす

る人工斜面の三者が、複雑に入り組んで存在している人工地盤であ

ることを、まず第一に認識する必要がある 。

地盤というものは、年月の経過とともにその安定度を高めていく

ものである 。山地丘陵造成地盤の場合、切り取り部の地山は、 100 

万年以上の長年月、さまざまな続成作用( 固結化作用) を受けなが

ら形成されてきたものであるのに対して、盛土地盤は 、わずかに数

ヵ月~数年で形造られたものである 。 したがって、たとえその施工

に十分な注意が払われたとしても、切り取り部に比べ、その安定度

が、きわめて低いことに変わりはない。

まして、盛土された谷間部の旧表層に地すべり履歴があ ったり、

崩積土の厚い堆積があ ったりすると、盛土荷重や降雨などの浸透水

圧、さらには、さまざまな振動作用が盛土地盤の変状を促す。

盛土地盤の変状作用は、まず、 図一 1 に示すような、 地山傾斜面

に沿 った盛土材料の滑動という運動で始まる 。 このような地盤変動

は、造成後、数年~数十年もの問、荷重作用にあまり関係せず、常

にその状態が密になるような方向に、あるいは旧表層土の滑動に引

きずられ、盛土材料自体も風化を速めながら変動を続ける 。

つまり山間丘陵地の盛土地盤は、雨か鴻 ったり地震があ ったりす

るごとに変動を続ける不安定地盤が多い。

図- l (b) に示す事故例は、このことを裏付けたものである 。すな

わち、ここで取り上げている造成地盤は、洪積層の硬質粘土層を主

体として形成されていた丘陵を切り開き造成されたものである 。

約 3 年をかけて造成工事が完了し、その後 2 - 3年してから木造

やプレハブ家屋の建築が始ま ったが、新築後まもなく、多くの家か

ら庭に穴があいたとか、戸の閉まりが悪くな ったとか、家が傾いた

とか、多くの苦情が出始めた 。

これら障害例の多くを調査した結果、共通していた点は、造成後

2 - 4 年の年月を経過した盛土地盤上に建てられた家屋が、いずれ

も建築後約 3 ヵ月で、使用上の不便を感じるような徴候があらわれ、

約 l 年後には地盤の不等沈下がその原因であることが住民によ って

はっきりと見出され、 2 年後には、場所によ ってはほとんど住めな

山腹薗> " ，

160卜 E コ 被害のない家

lIlID 被害はあるがそれほどひどくない家

匡豆冨 被害のひどい家

、 6  ¥造成面 グ

｜ｾ＠ 盛土盤 -"グ(、 i{'" 切取盤

司 、 、 . ' 、 ，

、、_ . . . . ベ、- "
Ｍ、、ＭＢＮＭｾ Ｎ ¥ 

司、"'- I日地形

(b) 造成地盤の不等沈下と旧地形の相関性

図ー1 造成盛土地盤の変状とその被害状況 ( 三木)
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いほどの障害が見出された。 この造成地内には、このような家屋の

不等沈下だけではなく、道路にもは っきりと凹凸が生じ、プロ ック

擁壁などの破損もひどか った。

このような不等沈下が発生した家屋と、造成前の旧地形との関係

を眺めてみると、図 - 1 ら) に示したように切取地盤を基礎とした家

には被害がなく、盛土が厚くても家屋下の旧地形に傾斜がない所は 、

平均して沈下が進行するためかあまり大きな被害は認められなか っ

た。 しかし切り盛りの境界都や、家屋下の旧地形の傾斜が急な所な

どは、家屋の傾きがひどく、著しい不等沈下が認められ、せ っかく

新築した家がほとんど住むに耐え得ないほど変形していた。

盛土地盤上に建築をする際、キ' 1Lを打てばよいと、安易に考えてい

る人が多いが、山地丘陵盛土地盤の杭基ー礎には、 図一 2 に示してい

るような問題点がある 。

すなわち、盛土地盤中に打ち込まれる杭は、地山と盛土との極端

な強度差のために、図に示すような斜貫入や折れ曲がり、あるいは

伝石による地山までの貫入不能などが発生する 。 さらに、上記した

盛土地盤の水平変動のため、地山に卜分1 ' l : 入していない、いわゆる

チョ ンノセ杭などは、打設後に傾斜することもある 。 したがって、

旧斜面に硬岩が露出していたような所や、岩塊、大磯などを混入す

る盛土地盤では、通常の打込みHLの採用が困難となる 。 したがって、

地形地質的に問題の多い山地や丘陵地の造成利用を計画する際は、

上記したような問題箇所は、住宅用地とせず、少なくとも、それら

が一応安定するに要すると思われる 10年ぐらいは公園緑地として利

用し、定期的観測の結果、問題がなくなれば、住宅用地に転用する

図- 2 造成地盤における杭基礎の問題点 (三本)

ょう考えた方が

よい。

また、地盤調

査の結果、建築

敷地が、上記し

たような問題箇

所と判明したと

きは、施主にま

ずそのことを説

明し、特別な基

礎対策工法を立

案する必要があ

る。

地質地形条件の悪い山間丘陵地区の造成に際しでは、当然、住宅

用地利用率が低下するが、慈化する採算を向上させる 一つの手段に、

通常は放置されている斜面の活用がある 。

すなわち、安定が問題となるような長大な切取斜面や、高盛土で

建設しなければならない造成地内の道路斜面を安定させるために、

強固な擁壁を建設しなければならない例はけ っこう多い。 この際、

もしこれら斜面に面した道路が、造成地内のメインストリートや、

車や人の通行量の多い敷地境界道路であれば、土地の値段も高価な

はずである 。 したがって、このような所に長大斜面を残すことはも

ったいないし、また危険でもあり、崩壊防止のため強固な擁壁を作

るとなると、その工事費もまた莫大なものになる 。

図- 3 は、このような利用価値の高い造成斜面を有効利用するた

め、単なる擁壁の設置を止めて、擁壁を兼ねた図示のような建物を

建設しようという案である 。

このような案が成功するかしないかは、あくまでも土地条件によ

るが、 Il J 間丘陵地の造成に当た っては、まず地形地質および地理的

条件を卜分調査し、問題点を卜分理解した上で、合理的かつ経済的
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また斬新な計画を立てることが、何よりも必要となる 。

さらに大切なことは、上記したように、当初から住宅用地の利用

率のみを高めようと無理な設計図を函かないことである 。無理な計

画は、必ず予期せざる事故によ って工事費を噌加させるし、後々、

多額の維持管理貨の必要を生ぜしめるからである 。

3 - 2  臨海埋立地盤

近年、臨海部を大規模に埋め立て、港湾泊 I也、貯油タ ン夕、倉庫、

工湯、さらには住宅団地を造成することが盛んに行われている 。

また関西では泉州沖を大規模に埋め立て、新国際空港を建設せん

とする計画が進められている 。昭和57年現在、最も大安財莫な臨海埋

立地盤として脚光をあびたのは、ポートピアが行われた神戸市のポ

ートアイランドであろう 。

日本経済の発展にと って、これらの埋立工事は喜」品、べ きものであ

ると思うが、建設地盤としては、山地丘陵造成地盤以上に多くの問

題があり、また将来、どのような問題が発生するか、うかがい知る

ことのできない恐ろしさがある 。

ご承知のように、臨海部の埋立造成に際してまず問題となるのは、

莫大な量を必要とする埋立土砂を、どこから、どうして調達するか

ということである 。以前は、小規模な埋立工事では、現地材料の活

用ということで波淡による海底土砂の利用が普通で、あ ったが、造成

規模が大きくなるに従い、また環境問題がやかましく論議されるよ

うにな った現在、そのような方法で埋立土砂を入手することが困難

とな ってきた。

そこで、神戸ポートアイラ ン ドの場合などは、山を掘り崩した土

砂をベルトコ ンベアーで海岸まで運搬するという画期的方法が採用

された。 その結果、埋立工事の能率は向上し、埋め立てと同H寺に、

山間部に広い住宅用地も造成されてい った。

確かにこの計画は、現H寺点でみる限り大成功であり、多大の利益

を神戸市にもたらしたが、上質工学的に判断した場合、このような



大規模埋立地盤は、埋め立て後、長年月の問、不規則な沈下をくり

返すことによって、大きな不等沈下の発生が懸念される 。

一般的にい って、埋立地盤の沈下が不同となる第一の原因は、た

とえば図- 4 に示すような原因で、埋立地盤そのものが、不均質か

っ変化に富んだ地盤と して形成されるからである 。

第二に、仮にこのようにして形成された埋立層の層厚が厚い場合、

海底地盤に作用する荷重も非常に大きなものとなる 。 この埋立荷重

によってまず最初に変状をおこすのは、海底表層に必ず存在する軟

弱粘土層であるが、この軟弱層はまず埋め立て時に、岩塊や大磯が

そこにめり込むことによっで、部分的な塑性流動をくり返す。 さら

に図- 4 に示すような 、大磯や岩塊が集合して沈積する所では、そ

の空隙に 向かつてその軟弱層から細粒子がフローするなどの原因に

よって、軟弱粘土層表面に大きな凹凸をもたらす上に 、埋め立て後、

随所で行われるさまざまな工事が、さらにその軟弱粘土層の層厚、

強度、圧縮性などを変化させる 。

すなわち、それら諸現象が地盤沈下にどのような影響をもたらす

のか、計り知ることが困難となる 。 この海底軟弱層の複雑な変化は、

結果として不等沈下量を大きくするはずでトある 。

大規模埋立地盤、 不等沈下発生の第三原因としては、次のような

事項が考えられる 。

すなわち、土質力学の基礎的知識をお持ちの方なら容易に理解で

きるように、埋立地盤では 、外周護岸直下部分では大きな段差荷重

が作用するため、その部分と中心部分では、海底地盤が受ける応力

状態が違ったものになってくる 。 この地中応力分布差に加え、海底

粘土層の圧密条件自体にも差が生ずる 。

ご承知のように、現在実施されている圧密試験のほとんどは、十

分な剛性をもっ金属環に、 f共試f本を填充し、荷重を{ 共試体の上端に

置いた金属板を経て載荷する、いわゆる拘束圧縮試験である 。

広大な埋立地盤の中心部分直下に存在する海底粘土層の圧密粂件

は、ほぽ上記試験条件と同じ拘束状態であるといえるが、外周護岸

直下の海底粘土層の庄密条件は、明らかに不完全拘束状態である 。

なせ. なら、境界部分直下粘土層を 、たとえば右側から圧縮するカと、
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左側から圧縮するカとの聞には、埋立土砂荷重の段差がもたらす荷

重差が存在するからである 。 この状態は、海底直下の場合は、一軸

圧縮状態に近く、やや存在深度州架くなると 三軸圧縮試験状態とな

る。いうまでもないことではあるが、 一軸状態~三軸状態で測定さ

れる圧縮強度値は、圧縮降伏応力 Pyfl直より小さい。

したがって、偏心して作用する埋立土砂の荷重が、そのような不

完全拘束状態粘土層の圧縮強度、クリープ強度を少しでもこえれば、

海底地盤はその部分で局部郵断され塑性流動をおこす。

いったん海底粘土層が護岸直下部分で塑性流動をおこすと、その

動きにともない、不完全拘束状態が徐々に中心部分に向か つて波及

してゆくので、最初は周縁護岸附近だけに発生していた、この原因

による沈下が、だんだんと中央部分でも発生するようになり、地盤

沈下の形態がますます複雑化していく 。

すなわち、大ま見摸埋立地盤の沈下を考える場合、通常行われてい

るような完全拘束状態で求めた圧密降伏応力 P百億を判定規準とす

ることは誤りで、少なくともその1/1. 5の値、さらにそれを0.7倍し

た修正降伏荷重値を、沈下判定基準値とすべきである。なぜなら、

三軸圧縮強度の60- 70%の荷重が半永久的に作用すれば、この粘土

層は必ずクリープ的な沈下を発生するからである 。 さらにこの説明

を補足すれば、 Skempt onの式 C/ P =O. l l + 0.0037 (Ip) にIpキ 60の

値を代入した場合、 P キ P y土 3(芦 1. 5(Luとなるわけであるから、一軸

圧縮強度ψル値と、上記拘束状態での三軸圧縮強度が大差なく、クリ

ープ強度をその約0.7倍と仮定すれば、

修正降伏荷重値= Py  X  1/1  .  5  X  0.7キ0. 47Py

となるわけである 。すなわち、大規模埋立地盤は、複雑かつ大きな

不等沈下を発生してごく当然な人工地盤であるといえる 。

このような、大規模埋立地盤における 一見不可思議な、 Tenzaghi

の圧密理論では計算できない不等沈下を、造成変動という 。

1966年当時、前八幡製鉄側堺製鉄所建設本音11次長で、堺臨海埋立

工事の事実上の指揮者であられた中村消氏が、 5 年以上の歳月と莫

大な費用をかけて実施された大規模現場観測実験の結果を詳細にと

りまとめられた学位論文「臨海造成地における造成変動」には、そ

の事実が明記されている 。

すなわち、八幡製鉄側堺製鉄所建設に当た っては、大和川左岸に

約70万坪の土地が造成されたが、その造成荷重は約2，500万 ton Iこも

及んだ。中村氏は、この造成荷重の急地が、その時点では沈下しな

いといわれていた Pyf i直の大きい洪積粘土層にも変動をもたらすの

ではないかと危倶され、その変動測定を開始された。

この造成敷地内に建設されたほとんどの重要建物基礎の先端は、

鋼管杭によってすべて洪積砂磯層を支持層としていたが、中村氏は、

これら鋼管杭の多くを、沈下観測点として活用されるとともに、多

数地点に各地層ごとの水位変動自記測定装置をとりつけられた。

長年月にわた って続けられたこの測定作業によるこれら数多くの

基準点の測量、ノド位変動の測定とともに、地区外の地理院、その他

の基準B. Mの測量も実施された。

その結果、臨海造成変動と名付けられた、圧密降伏応力値P yから

考えれば沈下するはずのない洪積砂磯層下洪積粘土層の、長期間に

わたる沈下変動が実測され、洪積粘土層の造成変動が証明されたの

である 。

われわれは、 一般的な常識として、いくら地盤が悪くても、未知

の問題の多い不均質な人工地盤であ っても、長大杭やピヤーの設置

という深い基礎工法さえ採用すれば、工事費は高くはなるが、地盤

の悪さに起因する障害を、建築する建物には与えないですむと考え

てきた。 しかし上記研究が示すように、せ っかく高い工事貨をかけ
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も危険かつ大きな Negat ive f  ri cti on をもたらす。すなわち、埋立層

を貫入して設置された長大杭に作用する負の摩擦力は、一般に正の

摩擦カより大きくなるため、杭の支持力が期待遇り得られず、基礎

設計をますます困難なものとする 。

それでは、どうすればよいのかという問題であるが、たとえばポ

ートアイランドの埋立地盤を例にとった場合、地表面下には約20m

の厚さを持った礎機土を主体とする埋立層がある 。 そこで、建物を

建築する場所で、何らかの簡便な方法( たとえばtt 30cm、長さ 7 m

のコンクリートパイルを、 1. 5mの中心間隔で基礎設置場所の外周

面から内側に向かつて、埋立土を内部へ追い込んでいくような形で

打ち込んでいき、砂磯地盤を均等に締め固めていく) でそれを締め

固め、少し幅広いべた基礎を設置すれば、高層建築でも十分安全に

支持しうるし、もし支持カがそれでも不足するときは、根入深度と

基礎スラブ帳を、それぞれ再び少しずつ大きくすればよい。 また、

地下室の利用価値の大きい建物では、浮き基礎工法を採用すれば、

支持カに対しでも、沈下に対しでも、何ら問題がなくなるはずで、ある 。

埋立地盤における杭基礎の採用はまた、建物と周辺地盤の相対的

不等沈下品を大きくして、建物の維持管理に大きな問題をもたらす。

すなわち、長大支持杭に支えられすぐには沈下しない建物と、早

期に大きく沈下する周面埋立地盤を、連結する形で多数設置される

各種の配管類は、数年をたたずして必ず損傷を受けるため、何度も

何度も配管のやりなおしをする必要が生ずる 。

つまり、地盤が大きく沈下する所では、建物もまたそれと同じよ

うに沈下する方が相対的不等沈下による降害を防止できるのである 。

筆者は、今後さらに巨大な埋立地盤が造られていくだろうことを

予想し、大きな危倶感を待っているわけであるが、すでに造成され

てしま った地盤についても、自然地盤とは全く違 った未知な問題が

て建物を安全に支持させるつもりで深い洪積砂険層まで打設させた

杭やピヤーが、その砂磯層下音ｾに存在する洪積層の造成変動によ っ

て不等沈下が発生するとなると、当然それが建物の内部応力を時間

的に増大させ、長年月にわたる歪み増加は、建物の各所に狂いをお

こし、建物の振動周期を長くして、地震時に大きな災害をもたらす

原因となる 。

筆者はかねがね、この未知なる人工地盤、臨海造成地盤上に建築

する建物の基礎形成として、杭基礎の採用には反対してきた。 よく、

杭を打たずしていかなる方法で大きな建物荷重を支持せしめるのか

と質問されるが、以下その解答とともに、杭基礎にと って、もう 一

つの大きな障害となる臨海造成地盤における Negat i ve f  ri cti on の問

題について解説しよう 。

ひと口に Negat i ve f  r icti on といっても、それにはいろいろな形態、

作用力の大小がある 。図- 5 はそれを漫画的に示したものである 。

すなわち図一 5a) のような、地下水汲み上げなどが原因とな って

発生する広域的地盤沈下に起因する Negat i ve f  rict ionは、沈下速度

そのものがきわめて緩慢な速度であるため、場合によっては、その

沖積粘土層が塑性変形することによ って、沈下そのものの影響がほ

とんど消滅してしまうこともあり得る 。

図- 5 b) は、軟弱粘土層上に、それほど大きくない盛土荷重が作

用した場合の Negat i ve f  ri cti onで、あるが、この際、粘土層の圧密沈

下は比較的早〈進行するので、それに引きずられ盛土層が下がる際、

杭に比較的大きな Negat i ve f  ri cti on を発生させる 。

図- 5 c) は、ここで問題としている臨海埋立地盤のように、軟弱

粘土層に巨大な埋立土荷重が作用し、さらに基礎工事その他上記し

たようなさまざまな原因によって、この粘土層に発生した塑性流動

により形成された空隙へ向かつて、埋立土が急激に落ちこもうとす

る際、杭周表面に発生させる Negat i ve fri ct ion を示したもので、最
数多く存在するということと、自然地盤で適用例の多い杭基礎工法

が、必ずしもこの人工地蜂では最適工法にならないことを認識して

いただくとともに、基礎工法としては、その未知なる地盤の動きに

逆らわない工法を検討することが大切となることを、よく理解して

ほしいと思う 。

人工地盤としては、上記した山地丘陵造成地盤、臨海埋立地盤以

外に、いわゆるゴミ地盤といわれるものがある 。

すなわち、最近われわれが経済生活を営んでいく際生じる莫大な

産業廃棄物、建築廃材、家庭ゴミなどの処理のため、それらを海岸

締め切り堤内や、山間部の谷間に投棄し、そのゴミが満杯とな った

結果としてできるのが、ゴミ地盤である 。

美しい緑の谷間に、や っときれいにな ってきた臨海部に、種々雑

多なゴミが、何十 m と厚く投棄され、その上に数 m の土砂をかぶせ

たゴミ地盤。このゴミ地盤すら、最近は公園緑地以外に、工場や宅

地の建設地盤に活用せんとしているのが現状である 。

このゴミ地盤の建設地盤としての問題点検討については、本誌で

は省略させていただいたが、経済発展の結果がもたらすこれら人工

地盤の問題について、われわれはも っと謙虚に考えなおしてみる必

あとカずき
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要があるのではないだろうか。
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特別企画・ 1

地盤の特性を考慮した設計例

福 井 賓

16. 60m 

0  

・ 0

0 ・

o  

図- 1

1. まえがき

「近畿の地盤と地質」特集号のなかで、建

築基礎工法がどうあるべきかを考えたとき、

実務者として実際に設計した事例について記

述することが適当であると思う。

建築物を設計する場合、建設地盤がどうで

あるかを知ることがまず必要である。前章ま

でに述べられたように、建設地はそれぞれ固

有の問題を含んでいるが、とくに関心がもた

れるのは、そこが地盤沈下を生じるかどうか

であろう 。 というのは地盤沈下は日々に進行

し、建物機能に何らかの影響をもたらすから

である 。大規模: な臨海埋立地が開発される以

前においても、大阪平野の内陸部における地

盤沈下地帯で多くの建物が建設された。これ

らの敷地のあるものは、数年以内に思いもよ

らない地盤沈下 を生じ、支持杭建物の抜け上

がり現象などの発生がみられ、地盤沈下の厳

しさに直面した。 写真一 1 、2 はこれらの状況

を示したものであるが、 地盤は昔のたんぼを

埋め立てて造成された所である 。幸い にして

沈下量そのものは余り大きくなく、 補修を行

って建物機能上、構造上の障害には至らなか

った。

その後、社会経済の進展にともない 、建設

地が臨海埋立地に求められてくると、 地盤沈

下量は内陸部におけるそれの数倍という大き

さになり、地盤沈下対策を十分考慮、した設計

が必要となった。山肩は「軟弱地盤沈下地帯

における杭基礎の事故現象と基礎構造のあり

方」において詳しく解説されている; }

実際問題として 、地盤沈下量を正確に把握

するためには、地盤の埋立経歴や土質常数値

を熟知した上で、諸検討をすべきであるにも

かかわらず、地盤造成技術者と建築技術者と

の間に情報交換の少ないことや、業域分野の

遠いなどがあって、予想沈下量の想定が難し

いことも事実である。そのため、埋立地の初

期において建設された支持杭建物のなかには、

杭に作用した負の摩擦力が原因とみられる不

同沈下が生じた例は少なからずある313) 4) 5) 6)

これらの被害例を詳細に観察しながら、地盤

沈下地帯においては 、いかなる基礎工法が望 1

ましいかを考えてきた。

建築基礎を大別すると直接基礎と杭基礎と

があり、杭基礎は摩擦杭と支持杭とに分けら

れる 。埋立地は一般に軟弱ということで、支

持杭基礎が多用されてきているが、建物の規

模・構造 ・用途によっては支持杭基礎が必ず

しもベストでない場合もある 。従来、支持杭

基礎が多用されてきたために、社会的にも暗

黙の了解が得られたものと思われるが、地盤

の特性を考慮し、各種基礎工法を再検討する

ことも必要である 。本文では筆者が関係した

設計例のなかから数例を選び、次に説明する 。
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2. 支 持 杭基 礎 で 沈 下 対 策 を 施 し た 例

支持杭基礎 を用 いる場合、地銀沈下 により

建物 が相対的 に抜け上がり、杭頭部の水平抵

抗の低下が懸念 される 。倉庫のように外部の

地盤面 と内部の床面 とが常に同一 レベルであ

ることが望ましい場合 には、建物内部の床面

を支持杭基礎 により剛な床構造 とす ると 、外

周地盤の沈下に より入口部また は接続部にお

いて段差 が生 じ、機能上問題 となることが多

い。 これ らの 問題 を解決す る方法として 、次

の方法を採用 した。

地盤は地表面から数m は砂質土による捜め

立てで、その下に 20数m の粘土層があり、粘

土層が正規圧密粘土であり 1 m程度の残沈下

が予想された。建物は梁間方向16 . 6 0 m、桁行

方向91. 0m の長方形の鉄骨造平家建倉庫であ

る。建物は倉庫に供せられ、外周地盤と内部

床面高 さの関係は、 図- 1 に示すように常に

1. 3 0 mの相対高 さを確保することが要求され

た。建物基礎は杭径40伽m、長 さ3 6 mの PC杭

を支持層まで打 ち込んだ。建物は支持杭基礎

によ り沈下は生じ ないが、外周地盤は沈下の

進行 がある 。そこで支持杭基礎全体 (各柱 2 本

打) を覆 う形の鉄筋コンク リー ト造函状椛造

物 を柱脚部会周に築造した。内部の床 lまぶ j宰

を用いて締め固めた。杭頭部は地盤沈下によ

り基礎底との間 に隙聞 が生じるので、函状構

造物の内部に、砂平IJ を充填し、地盤沈下にと

もない砂利が基礎下に回り込むようにした。

なお、点検用のピットを函状構造物の床面に

数カ所設けである。建物は昭和51年 6 月に峻

工し、昭和 53年 3 月28 日まで建物沈下量およ

び地盤面、床面の沈下量を測定した。測定結

果によると床面と 地盤面との相対高さ 1 .30m

は保持されており、倉庫の機能上全く支障が

ない。桁行方向の91m 長さに対して不同沈下

量 が25cm程度あるが、傾斜度で1/ 360となり 、

構造上問題は生じていない。このように函状

の梁を柱脚部にめぐらすことにより、榊造上

表ー1 測定杭一覧表

の解決をはかるとともに機能上も満足する結

果が得られた。本例のほかに同じ工法を採用

した例があるが、地盤沈下にかかわらず順調

に機能している。この工法は、通常の設計よ

り大きな函状構造物を用いるので、 その分の

費用を要するが、メンテナンス費用は僅少で

あり、 とくに不縫t斉な設計にはなっていない。

3 . 支 持 杭 に N F対 策 を 施 し た 例

1  において地盤沈下地帯で支侍杭基礎を

用いた建物が不同沈下を生じた事例について

指摘した。これらの不同沈下は杭先端部の支

持力より、上載荷重および負の摩擦力 ( N' F)

が大きくなり生じるものと思われた。負の摩

探カの大きさは地盤の特性により異なり、従

来得られていた測定例は主として粘性土地絵

を貫入した杭に関するもので、砂tl 土層を買

写真ー1 P C杭頭

の抜け上がり( 大

阪府下)

同 抗

写真-2 地盤沈下によ

る建物の相対的浮きよ

がり(大阪府下)

P H杭

一一一一寸

訂 正[阿

(b)  

(a) 図ー3 杭配置図

入したものでなかった。現在の設計法は砂1't

土層の負の摩擦力を過小評価されているため

に、大阪湾岸における砂質土により埋め立て

られた地盤に被害が集中したと思われる。筆

者らは臨海埋立地において、打込みHi. の N. F

iJ{ IJ定の結果から、砂質土の摩擦カは大きく 、

砂質土の摩擦カを 1 5 = 10 +竿(N5 : 砂J0の平

均 N 値) とする N .F 計算値が実測値と近いこ

とを示した。そしてこの計算値では負の摩擦

力が大きすぎて、杭の負荷能力がなくなり設

計が難しくなることがわかり、何らかの方法

で N.F を低減させる工法の導入が望まれた。

従来、N .F 低減工法として、二重管工法、古学

杭工法および杭表面に漉青材料( アスフアル

ト) を塗布する工法などがあるが、筆者らは

漉青材料を塗布する工法的につき実用化の検

討と現場実験を重ね、この杭の N. F低減効果

六甲アイランド

図-2 付近見取図

P M抗

(c)  
異径 P C杭の打ち込み

写真- 3 (神戸 P . I. )

がしの諸冗 上、中杭( 下校)
杭先端形状 ilill 定期J I l ]

号杓一

表l而処理
d : 下古11{圭 打設日 n- :E 

i正さ ( m)
位f圭 厚 断簡fl 't やR 7)11  打込み長

( mm)  ( mm)  (c耐) ( m)  

e: J [ 持層への似入れ長 ( 日)

500 90 1，159 

J 二 B 純

九=7. 8

下部 I l mr，:1は 昭和55年

55. 3. 24 

P G 22. 8 

( 600)  (140)  (2 ，022)  

36. 7 

直後600mm閉端 2  H  6 日

56. 10. 2 

下 A' ( 47. 3)
557 

上 C 純

55. 6. 20 

P H 15. 0 

500 80 1，056 
t ド B 純 34. 2 九=10. 3

下昔11II mlHlは 昭和55年
56. 12.  7  

( 600)  ( 90)  (1 ，442)  

下 AHi

直後 ＶｯｯｭｭｬｾｈＧ ，ｬｬ 4 月22 日
535 

500 90 1，159 

上 B 純

九=13. 3

下部11m附は U?H056年

56. 3. 9 

P M  無 処 理

(600)  (140)  (2 ，022)  

中 AHi 35. 0 

直後6OOmml!M描 1 月30 日

56. 12. 15 

下 A' Hi
281 

表-2 杭打込結果

有IC

オーガ-l l ti 向IJ 長 相L打設 i創立 ハンマー 総打幣 ラム部下1171 最終l ' -t入11 リバウンド i江 砂の使用盆

支持カ

ぷ，1十耐力 ' A反1)

号符

2. !V . H 

( m)  ( m)  .ill盆( l ) 回数 ( m)  
( mm)  ( mm)  ( m') 

55+0. 1 
( l )  ( l )  

P G  K P - 1 8 .5  21. 0  K P  - 3 4 .68 4. 5 890 2. 0 3. 4 21. 0  2 .8( 100%)  153.8  120 110 

P H K Pー17 20.0  K P  - 31. 20 4 .5  877 2 .2  0. 2 29. 0 2 .1( 100%)  196 .0  115 100 

P M  K P - 7  10 .0  K P  - 32. 0 4. 5 1，371 2. 3 1. 5  20. 0 1. 55( 86%)  192. 6 120 109 

4 2  



のあることを明らかにした。

さらに、アスフアルト処理杭の打ち込み引

抜き実験から、先端部を拡大した枕は、その

形状からみてもアスフアルトの剥離がきわめ

て少ないことを実証した。 また、この杭は物

理的にも負の摩擦力に対し有利な形状を待 っ

ていることに着目し、実験と実測を続け、こ

の杭に作用する負の摩J察力の発現が小さいこ

とを示した 。 この杭は杭と地盤との聞に隙聞

が生じ、水平抵抗の低下が懸念されたので、

水平載荷試験を行い検討の結果、砂を充填す

ることにより通常の直杭と同様であることを

石在五悲した J 3)。

このような過程を経て、異径部を有する P

C杭 を 実 杭 として用い、建物荷重をうけた状

態で杭軸力を測定した。測定位置は神戸ポー

トアイラ ン ド ( 2 例) と 東部第 4 工区( 1 例)

である 。敷地は図- 2 に示す神戸ポートアイ

ランド内の G 地区、 H地 区および東部第 4 工

区の M地区である 14)。各地区とも、地表面か

らマサ土により埋め立てられ、旧海底粘土層

の下は砂質土と粘性土の互層という層序であ

る。粘土は正規圧密粘土で地盤沈下が進行中

である 。

各地区の測定杭を表ー 1 に、杭打込結果を

表- 2 に示す。 いずれの杭も上 ・中杭は直径

50Cinm、下杭は直径60伽1mの高強度 P C 杭で、

杭先端は閉端平板式である 。

各キえともアースオーガーにて先行掘削した

後、デイーゼルパイルハンマ - M4 5にで打設

した。杭打設時に杭と地盤との聞には砂を充

填した。図- 3 に測定杭の配置を示す。写真

一 3 に P G杭の打ち込み状況を示す。

・杭軸力測定結果

昭和白年 19801 
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淑| 淀杭 P G、P H、P M杭の軸カの経日変化

を図 - 4 、 6 、 8 に、各杭の軸力分布を図-

5 、 7 、 9 に示す。P G杭 は 昭 和55年 2 月 6

日に打設し、 3 月24 日を始点として 10月 3 日

の屋階コンクリー卜打設を経て、昭和56年10

月 2 日まで 557日間の測定を行った。杭には

歪言十を杭体肉厚内に設置した。測定歪からコ

ンクリ ートのヤ ング係数を 3 .5 X 10"kg / crr(と

して軸カを算出した。各部の軸カは建物荷重

( 地下 l 階、地上一昔152 階) が増えるに従い

増加し、以後地盤沈下 ( G 、H 地区は約10cm/

年、 M地区は数cm/年) の進行にともない漸増

し、最大勅力は②断面で、124t となった。

P H杭 は昭和55年 4 月22 日に打設し、 6 月20

日を始点とし、 12月25 日のコンクリート打設

( S R C  3 階建) を経て、昭和56年12月 7 日まで

535 日間の測定の結果、 各部の軸カは増大し、
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地盤は図一 2 に示す六甲アイランドの N地

区である 。埋土層の厚さは約20m、N11直は 4

- 13  (平均10前後) のマサ土で、その下に層

厚約 8.4m の沖積粘土層があり、圧密沈下が

進行中である 。

建物は梁間方行35m、桁行方向は 10m、10

スパン の長方形平面である 。基礎杭は高強度

P C杭で長さ 15m.の A 種である 。不同沈下に対

処するため梁幅60C¥nm、梁成1，20伽1mの地中梁

を柱脚に配置した。建物と岸壁関係を 図一10

に、キ' 1c伏図を 図一11 、車由組図を 図一1 2 に示す。

建物は昭和56年 2 月に着工し 9 月に竣工した。

杭は直径50伽mのものが46本、 45伽 mのものが

14本で、杭先端はマ ミュ ーラ式の閉鎖型で、

長期許容支持力は前者が 36t /本、後者は30t

/ 本と した。 杭打ちはディーゼルパイルハン

マーによ ったが、打ち止め貫入量は 4 - 9 mm 

も)、② P G、P H杭はアスフアルト処理による

N ' F 低減効果が発揮され、 ③ 中・上杭との聞

にはゆるい砂層が介在することなどが考えら

れる 。現在までに異径杭の応力測定をコンク

リー卜系杭で 6 本、鋼管杭 l 本の実測値が得

られ、上述のような N .F 低減効果があ った。

4 . 摩擦杭基礎の設計例 15)

六甲アイランドはポートアイランドと同様

に良質なマサ土で埋め立てられている人工島

である 。沖積粘土層を貫入する支持杭は負の

摩擦力が作用するので、それなりの対策が必

要となる 。鉄骨造平家建の軽量な建物は 、杭

l 本当たりの直圧力が小さいので、太径の支

持杭は不適当であろう 。 そこで、埋土層中 の

摩擦力を負側としないで正の摩擦力として利

用することを考え、摩擦杭基礎を採用した 。

③断面で153t の最大値とな った。P M杭 は 昭

和56年 1 月30日に打設し、 3 月 9 日を始点、と

し12月15日まで281日間 の測定を行 った。P M

杭の車自力もコンクリートの打設 (高さ 35mの

サイロ) にともない増え、 ②断面で173t の値

とな った。 どの杭も粘土層における下杭の頭

部で最大の軸力を示し 、中杭の細径部との変

断面告[1分で軸力が約50t 大きくな っているこ

とが特徴である 。 このことは文献に指摘 16) さ

れている 。実測値と比較のため図 - 5 、7 、9

にN. F計算値を併記し、 表- 3 にまとめた。

表- 3 中のβ は学会規準による低減率である 。

各杭の実測値は計算値より小さく (40、85、64

% ) 、現段階では負の摩擦力は大きく作用して

いない。負の摩擦力による軸力が小さい原因

としては、①アースオーガーにより先行掘削

をしており、周辺土のゆるみがあり (各杭と

最大軸カの実測値と 計算値

実allJ 値 ( l ) 実反カ N.F 計算|直( 1) 低減 Po +βW' F  実iill ]j直

杓

Ec =  0.35 x  10
6

kg/cnl PO(t)  3 +  Ns/ 5， (/，，，/2  
率 ( t )  P o + s N'  F  

号
8  

PG  ②断面輪力 124 110  202 0 .75 306 .5 0. 4 

PH  ③断面軸力 153 100 139 0 .57  179 .2  0. 85 

PM ②断面軸カ 173 109 202 0 .8  270. 6 0 .64  

表 -3

カ ( t )
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の範囲に分布し、杭打公式による支持力計算

値は76. 6- 63 .4t となった。 図 - 13 に試験杭

P "  P 2杭の打ち止 め貫入量を示す。施工杭の

うち P " P 2
杭で、打掌応力U{ IJ 定を行った。試験

杭の杭打結果を表- 4 に示す。杭打時の動歪

は図- 14に示すように杭頭④断面、中間部③、

②断面の圧縮応力度はほぼ一様で、平均して

150kg /crrl の値を示し、最大値は深度 14mにお

いて、 173kg/crrl ( P，)、200kg /crrl ( P 2) となった 。

引張り応力度は深度 1 mの時点より③、②断

面において発生し、杭先端深度が大きくなる

に従い、 40kg /crrl -80kg /crrl となり、最大値は

87kg/crrl ( P且 : jjE度10m) 、 97kg /crrl ( P 2  : 深度

11m) となった。杭体には目視による亀裂は

認、められなかった。

・杭軸力測定結果

P
1杭の軸力測定を杭打設後9 月14 日まで約

P， P， 

図ー13 打ち止め貫入量

引 張

100 

100 50 

-
200 100 

200日間行い 、その結果を図一15に示す。杭各

部の軸力は建物の建設にともない地加し、杭

頭の車自力は35t前後の値となり、杭先端部で

10t となった。同図より杭頭荷重は主として摩

擦力により負担していることがわかる。なお、

平均摩擦応力度 Is は1 .14t /m' となり Ns/ 10よ

り小さい。

建物沈下量を 6 月 9 日から 174 日間行って

いるが、沈下Q は平均して5伽unf呈度で、あり 、

大きな不同説: 下は生じていない。現在、倉庫

入口部と周辺道路は同じ沈下量を示し、フォ

ークリフ卜の走行に問題はなく、椛造上の支

障もない。本例のように平家建の軽量構造物

の基礎形式は、支持杭より摩擦杭の方が適当

であろう 。摩擦杭の場合は地盤の沈下挙動と

関係が深いので、今後の長期的な観測が必要

で、出来る限り観測を続けるつもりである。

表-4 試験抗争T結果

5. 各 種 工 法 を 建 物 に よ り 使 い わ け た 例

神戸ポートアイランドで最後に埋め立てら

れた所は同一 2 に示す O地区である。この敷

地は昭和55年から昭和56年 1 月にK P+ 2 .5 m

の高さに急速に埋め立てられ、昭和56年 6 月

より建物諸施設の着工の必要があった。埋土

層はマサ土で層 JI? は約22m となるが、埋め立

て後直ちに迷物建設という工程では問題が残

るので、サンドコンパクションにより締め岡

める工法が採用された。 図 16にボーリング

位置を、 図- 17にボーリング柱状図を示す。

埋土層の N 値は上部で 3 - 6 、下部で10前後

で全般的にゆるい状態であるので、目標とし

て改良後のN 値を 12 とするよう計画された。

工法は先端付近に突起金具をもっ H型 鋼 ( 図

- 19) を用い、エァージェッ卜を併用して打

ち込み、引き戻し、打ち戻しを繰り返して開
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杭 lこ24m範囲にアスフアル卜処理( 厚さ 6 mm)  

をしてあり、上述した実験 ・測定結果を参考

にして決めたものである 。ゲートハウスはコ

ンテナートラ γ クが出入りし計量する上家で、

鉄'Fj. 造平家建である。地盤と建物が閉じよう

に共下りすることが望ましいので、ベタ基礎

とした。メンテナンスショップは鉄骨造平家

建で、梁間方向20m、桁行方向47 .5mの長方

形をしており、天井走行クレーン 1 台を有し

ている。クレーン走行時の柱脚の曲げモーメ

ントの処理および固定度確保の必要性から杭

基礎としたが、共下りすることが望ましく、

と、 図一20に示すように平均N 値は12- 35、

最低N 値は 10- 25となり、地盤改良の効果が

認、められた 。

本敷地に建設される建物は 3 微であるが、

すべて鉄骨- 造とした。図- 21 に建物および地

層断面閃を示す。管制室は鉄' 円・造の 4 階建、

梁間方向24m、桁行方向20mの繁形ラーメン

構造であり、建物の重要度を考雄、し洪積層を

支持層とする杭基礎とした。杭は十字クロス

の鋼板付きの閉鎖型鋼管杭で、上 ・中杭直径

は50伽 m、先端部直径は60Omm(: 長さ 10.0m) の

巽径杭である 。設計杭長さは41mで、上 ・中

孔音[1に土砂を投入しながら振動突き| 占| めるも

のである 17)。地盤改良工事のパイル配置関を

図一181こ示す。パ イルピッチは 2.6 m正方形

配置、改良深度は G ' L- 19m、打設本数は849

本、施工期間は日向和田年 3 月20日から 4 月30

日である 。締め悩| め工事中、関孔部には土砂

を投入するが、所要した砂の量は 6，600m' と

なり 、対象面積5，270m' で除すと 1. 2 - 1. 3m' /

r r { となる 。一方、同一18に示すNo. 1 、No.2 の

測点、で地盤沈下の測定が行われたが、この問、

50cmの沈下立とな った。パ イル打設後、パイ

ル中間部におけるチェ y クボーリングによる

.._， 
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4.の 例 と 同 様 に 摩 擦 杭 を 採 用 し た 。杭 は 直 径

50伽 m、長さ 15mの 高 強 度 P C杭 で あ る 。 こ の

よ う に 建 物 用 途 、 重 要 度 に 応 じ て 、 3 穫 の 基

礎 工 法 を 使 い わ け た 。

支 持 杭 の 打 ち 込 み は デ イ ー ゼ ル パ イ ル ハ ン

マ Ｍ ｍ ＴＳ にで ｾｔ ったカヘアースオーガーにて

G. L - 15mま で 先 行 掘削 を 実 施 し た 。 杭 打 記

録 を 図 - 22 a) に示す。 一 方 、 摩 擦 杭 も M43

で 打 設 し た が 、 杭 の 傾 斜 も 破 損 も 認 め ら れ な

か っ た 。 杭 打 記 録 を 図- 22 b ) に 示 す。 両 杭

の 打 ち 止 め 貫 入 量 を 図 - 23に 示 す。

工 事 中 か ら 建 物 沈 下 品 を 測 定 し て い る が 、

道路敷

現 時 点 で は 沈 下 性 状 は 順 調 で 、 設 計 時 の 意 図

を 十 分 反 映 し て い る 。 現 在 計 測 が 続 け ら れ て

い る の で 、 い ず れ 時 期 を み て 発 表 さ せ て い た

だ く つ も り で あ る 。

本 例 は 一 般 の 地 盤 と 異 な っ て 急 速 に 埋 め 立

て ら れ た 所 で の 建 物 建 設 と い う 条 件 下 に あ っ

た の で 、 工 期 的 な 函 か ら 埋 土 層 の 締 め 固 め に

主 眼 を お い た 地 盤 改 良 を 行 っ た 。 建 設 さ れ た

建 物 は 比 較 的 小 規 模 : で あ る が 、 用 途 ・機 能 ・

重 要 度 に 差 が あ る の で 、 こ れ ら を 総 合 的 に 考

慮 し て 基 礎 形 式 を 選 択 し た 。 選択に際しでは、

本 地 域 に お い て 行 わ れ た 実 験 や 測 定 お よ び 杭

管制室

図 -21 建 物 およ び地層 断面 図
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の 施 工 実 績 な ど の 成 果 を 十 分 に 参 考 に さ せ て

い た だ い た 。

6 . あとがき

編 集 部 の 求 め に 応 じ UP - T O - DAT E な 事

例 を ご 紹 介 す る よ う に し た 。 紙 数 の 関 係 で十

分 な 説 明 が で き な か っ た の で 、 興 味 の あ る 方

は 参 考 文 献 を 参 照 さ れ た い。 建 築 基 礎 を 設 計

す る に 際 し 、 地 盤 調 査 を 行 い地 盤 の 特 性 を 十

分 把 握 す る こ と は 当 然 で あ り 、 重 要 な こ と で

ある 。 今 ま で と か わ った 新 し い 試 み や 工 法 を

採 用 す る と き は 、 人 一 倍 の 調 査 と 苦 労 が と も

な う も の で あ る が 、 何 と い っ て も 御 施 主 各 位

の ご 理 解 を 得 る こ と が 最 も 大 切 で あ る と 思 う 。

幸 い に も 筆 者 ら は こ こ に 挙 げ た 設 計 に 際 し て 、

施 主 関 係 者 各 位 の ご 理 解 と ご 指 導 を い た だ く

こ と が で き た 。 今 後 の 長 期 測 定 に 対 し で も 一

層 の ご 尽 力 を い た だ く こ と に な ろ う 。 本 例 が

埋 立 地 に お け る 基 礎 設 計 の ご 参 考 に な れ ば と

思 う と 同 時 に 、 こ の 機 会 に 発 表 さ せ て い た だ

く こ と に 深 甚 の 謝 意 を 表 す る 次 第 で あ る 。
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特別企画・ 2

埋立地における基礎工法

一公団団地の実例-

小 堀 隆 治

大阪市施工の地盤改良の概嬰
リノぜース ・サキュレーション

ドリルぐい O1200- 3200

図ー 1 土質柱状図・工法概要図

48 建築と社会 / 1982年 4 円号

1  . はじめに

臨海工業用地、都市機能用地および住宅用

地の拡大のために近年海岸線の埋め立てが盛

んに行われている 。関西地区においてその代

表的な例は、南港ポートタウン、神戸ポート

アイランドなどである 。本報告では、両団地

の基礎工法の概要について述べる 。

埋立地盤における大きな留意点は、次に示

す点が考えられる 。

①旧海底等に見うけられる軟弱な沖積粘土層

の圧密沈下

②杭に作用する負の摩擦力

③強震時におこる埋立土層等の液状化

④杭の先端支持カ度

⑤障害物等に対しての杭の施工法

これらの点をいかにうまく処理し設計を行

うかは、完成された建築物の安全性、経済性

に大きなウェートを占めることとなる 。以下

にその実例を述べる 。

2. 南港ポートタウンの実例

南港は、大阪市港湾、局による公有水面埋立

事業造成地で、住環境および施設の立地条件

は港湾施設を中心として、流通センター、工

業、住宅さらにはレクリエーション施設を有

する港湾都市である 。公団では昭和50年より

建設に着手し、今日までに 8 階- 14階の高層

住宅を約4000戸建設しており、現在 Il . ぽ完成

期に入 っている 。

(1)地盤概要

埋立地は昭和36年から施工されており、地

主主は図一 1 に示すように上位より盛土、埋土、

沖積層および洪積層に大別される 。 ここで沖

積層とは、液詩集する以前の地盤、すなわち、

旧海底面以下の地盤をさす。 また埋土とは、

淡淡した粘性土および砂質土の堆積地盤をい

い、盛土とは波詰ｾを行 っ た後に残土等を盛土

処理したものを示す。

(2)設計

基礎工法の概要は、図一 1 に示す通りであ

るが、 1 階建て程度の規模の建物は直接基礎

とし、高層住棟は GL - 40m、またはGL - 65

m付近に支持力を求める杭基礎として設計し

た。

杭工法は、以下の理由でリパース ・サキュ

レーションドリルぐいを採用した。

@ 支持層が深い ( GL - 40m、および G L - 65 

m付近)。

@ 周囲を考え、無振動無騒音とする必要があ

る。

。大口径を用いて柱下 l 本とすると経済的に

有利である 。

@ 支持層が安定し場所打ち杭の施工に適して

いる 。

基礎設計では、次の点を基本方針とした。

@ 基礎ばりはすべてつなぎ、建物全体として



不同沈下および耐震壁の引き抜き力を処理で

きるように、また基礎ばり応力は水平応力、

長期応力、軸力、くい頭モーメントによる合

成されたものとする 。

@ 基礎部分は建物地盤の地震時における液化

現象を考慮した設計とする 。

。長期支持力は 250t/ば以下に、極限支持カは

750t/m' 以下とする 。

@ リパース ・サキュレーションドリルぐいの

上部については、パ y クドレーン、ガラ等に

対処するためにハンマーグラブを設置し、掘

削をスムーズに行えるようにする 。

(3)施工

図- 2 は施工手順の概要である 。本工法の

施工時の留意点としては、

@ 杭底のスライムの処理

@ 孔壁崩壊防止

の泥水 ・泥土の処理

などである 。 なお施工実績について例を述べ

ると 、次の通りである 。施工時間は杭長65m

の場合、 1本打設に40時間、日数にして約 2

- 3 日であり 、G L - 40mより下部は上部の

1) スタンドパイ

プ燈込

2) ハンマーヅラ

ブ掘削

4 ) 縄 削

約50%増しの手間を要し 、支持層の恨入れに要

する時間は約 2 時間である 。 また図- 3 に超

音波による孔壁測定の結果の一部を示す。

(4)鉛直載荷試験

支持層とした GL - 45m付近の鉛直支持力

を確認するために 、員 120伽 mのくいで鉛直載

荷試験を行った。

図- 4 はその軸力分布および沈下盆を示し

たものである 。結果は、極限値は 、推定では

1300t 程度と思われ、設計値を十分満足する

{ 直が得られている 。

E  

牢

5) 鉄筋竃婦入 6 ) スラ イム処理 7 ) 生コンウリー
8 ) スタンドパイ 9)  1. 1戻し

写真 一2 杭施工状況
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の杭先端部の支持力は根入れ部の摩擦力が大

きい。

@ 閉端杭、関端杭 とも支持層への根入れを十

分にすれば支持力は得られる 。

@ 周辺摩擦カは埋立土層で 8 - 9  t/rrf 、沖積

粘土層で 6 - 7  t/ 川、洪積互層で10t/m' 以上

と考えられる 。

(4)施工

本地盤における施工時の留意点は、次の通

りである 。

(3崩 直支持力

本敷地で実施した数本の鉛直載荷試験の結

果をまとめ表一 1 、図- 6 に示した。支持力

を要約すると 、ほぽ次の通りである 。

@ 閉端; f j t と閲端杭の打ち込み性状は、根入れ

長、打ち止め貫入量などに若干の差が認めら

れた。

@ 閉端杭と開端杭の荷重沈下位状は、荷重度

1000t / ばまではほぼ同じであるが、開端杭は

1000t /  rrf を越えると沈下: l l l : が大きくなっている 。

先端シュー詳細

No. 6杭

鋼 管 杭

骨- 500. 12

先 端 閉 端

No. 5 杭

A  C 杭

O- 600. 100 

先 端 閉 端

NO. 4 杭

鋼 管 杭

世- 812. 8. 16

ニ軍管

先 端 閉 端

ーTττ 方菊司F

KP+9. 46 

写真一3 神戸ポートアイランド公団住宅の全景
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No. 2杭

鋼 管 杭

O- 600. 12 

先 端 開 端
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神戸ポートアイランドは、神戸市を中心と

した事業主体による公有水面埋立造成地で、

港湾機能用地、 住宅団地、 インターナショナ

ルスクェアで構成されている 。公団では、昭

和51年12月に地盤改良工事に着手し、住宅建

設は昭和53年 3 月より開始し、今日までに 5

階- 14階の高層住宅を約3200戸建設しており、

現在 li ぽ完成期に入 っている 。

(1)地盤概要

埋立工事は、昭和41年頃から施工されてお

り、地盤は図- 5 に示すように上位より六甲

山系の山土、マサ土による埋立層、旧海底部

の沖積土層、洪積互層土層、洪積粘土層、洪

積互層土層に大別される 。 なお沖積土層に対

しではサンドドレーン+ プレロードによる I也

盤改良を施している 。

(2)設計

建物の支持層は、図 - 5 に示すように G L

- 35m付近に支持杭として考える方法、埋立

層中に摩擦杭として考える方法および浮き基

礎、ベタ基礎等の直接基礎とする方法が考え

られる 。

杭工法は鋼管杭、 A C 杭による打撃工法( 一

部オーガー施工) を採用することとした。 そ

の選定理由は、

@ 支持層が安定しておらず、打ち止めの確認

が場所打ち杭に比べて容易。

@埋立土層が厚く、 N11直も高い。

。沈下に対する対策が行いやすい。

などで、場所打ち杭等に比べて安全性、施工

性、経済性の点から有利だと考えたからであ

る。一般的な杭の仕様について述べると、上

杭は水平力に対処するための鋼管杭または鋼

管巻きコンクリート杭、中杭は一部の地区に

ついてｾの摩擦力に対処するためにアスフア

ルトを塗布している 。

また下車えには全地区で埋立地層に存在する

ガラや鉱j宰層の打ち抜きのために、図- 5 に

示すような先端シューを取り付けた。

3. 神 戸 ポ ー ト ア イ ラ ン ド の 実 例
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結果のまとめ

打込み深度 縦荷試る験耐

枕耐式打力に打よ(，撃る)  
静カ的公支式耐持力に

枕樋 .1量 によ

(m)  

カ (，) よる

No .l 

鋼管枕

K  P- 34. 18 133 以上 244 .0 129.2 

+一旬ぬ

No .2 

鋼管杭

K  P- 37 .95 133 以上 233. 0 1お .0

+一司ぬ

No .3  

A C枕

K  P- 33. 73 133 以上 276. 0 151.3 

+一枝ぬ

No.4 

鋼管枕

K  P- 33. 89 3∞以上 736. 0 227. 9 

+ー噂ぬ

No .5  

A C枕

KP- 32. 15 150 以上 182.7 140.9 

+ー斌ぬ

No .6  

鋼管枕

KP- 8. 5 75 以上 2∞ 107 

， - 5∞ 

表 - 1

K P- 33. 89 

載 荷杭 の 仕機

K P- 33. 79 

K P- 37. 95 

図 - 6
注・静的支持力は負の摩織力を考慮 している 。
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<DG L - 7  m - 1 0 m 、 G L - 18 m- 2 1m に分布

する鉱浮層の打ち抜き方法。

近までオーガーを併用した。なお試験に使用 4. おわりに

した杭を長期観測杭として使用し、杭の長期

@ サンドドレーンが杭施工前に施されている

ので、杭がどうしても砂杭の方向に流れるの

を防止する方法。

歪を測定している。その結果を図- 8 に示す。 本報告では南港ポートタウン 、神戸ポート

これによるとアスフアルト処理による効果 アイランドにおける基礎工法および実験例に

が顕著にあらわれていることがよくわかる。 ついて述べてきた。今後これらと同種の敷地

の支持層が均一でないため 、正確な打ち止め

の確認方法。

さらに埋立土層中の摩擦応力度はか=l O+Ns に次つぎに新しい様造物が建設されることと

/5として計算した値が最も近く、アスフアル 思われるが、これらの資料が参考となれば幸

本杭施工に先だって行った各杭の施工予備

試験の結果を図- 7、表一 2 に示している。

この結果を参考に、本杭では G L ー約2 5 m 付

卜塗布部の残留負摩擦応力度はO. 3 9 - 2 .40t / いと考えている。なお地盤および建物の追跡

ばと観測されており、通常いわれている値よ 調査等については、今後とも可能な限り続け

り大きく観測されている。 ていきたいと考えている。
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表- 2  I式 験 抗 の 仕 犠 お よ び 打 翠 回 数

杭 の 諸 元 各層の打ｾ回数

表 面

杭 種 杭番号
直 径 厚 打 込 長

杭 先 端 形 状

累 計 打
処 理

埋 立 層 粘 土 層 支 持 層

{mm} (聞古 {m}  

務 回 数

s， 無処理 609 .6  12. 7 38. 50 間 端 2，607 353 654 3，614  

鋼

7，0∞e  fll l  
S2 609. 6 12. 7 36 .90 

812. 8j6 X12. 7t  閉 端
5，866 2，049 1，470 9，385 

ト一一一一 処

S3 609. 6 12. 7 22 .50 
3，0∞E 問

4，734 

126 

4，860 
812 .8j6 X  12 .  7t 閉 端 貫入不能

ト一一一一

S.  609 .6  12. 7 38. 50 

7，0∞t  I瑚

5，897 2，108 1，240 9，245 
812. 8j6 X 12. 7t 閉 端

ト一一一 理

8，0∞e  IUI 
S.  609. 6 12. 7 36 .20 

7l 1. 2j6 x 12. 7t 閉 端

7.143 502 516 8，161 

管

8，0∞t  IUI 
s. 無処理 609. 6 12. 7 37. 50 

7l 1. 2j6 X12 .7t 開 端

10，982 628 1，235 12，845 

P C  P ， 処 理 600.0  l ∞ 37. 40 

8，0∞t  f1n  

4，902 633 676 6，211 
700j6 X  1l 0t 閉 端

参考文献

S Z，S4，P l杭の歪度( 軸カ) 分布

図- 8 長期観測杭歪度分布
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9 3  

アンボンドP R Cフラット

スラブ構造の設計

海老原 武

はじめに

ポストテンションプレストレストコンクリート

工法におけるアンボンド工法は、防錆への信頼性、

緊張後のグラウ卜作業の不要等の理由から、その

実施例が噌加する傾向にある 。

小梁、床版あるいは墜に適用した例、またまれ

に大梁に適用した例とあるが、最近、建築界の

部で話題になっているアンボンド P R C フラ ット

スラプ稿造の設計について、以下にその概略を示

す。

2. アンボンド工法

P C 鋼材には、緊張後グラウトを必要とする種

類と必要としない種類とあるが、このうち後者を

アンボンド P C 鋼材といい、アンボンド P C 鋼 材

を介してコンクリートにプレストレストを導入す

る工法をアンボンド工法といっている 。 アンポン

ド工法の特長は一部前述したが、あらためて記す

表一 1

p  c 鋼

より線径

(酬 )

12. 7 

15. 2 

17. 8 

19. 3 

2l. 8  

シース卜 P Cストランドの標準f土犠

シースト
シ ー ス

グリース 機準単重

P S 外径 l早 さ

付 着 立

公差 公差

{醐) (醐 ) (mm)  (醐) (g/m)  (g/m)  

14 .7  土0.3 0. 5 土0.1 35 850 

18 .2  土0.3 l. 0  :t 0.1 45 1，200 

2l. 2  土0.3 1.2  :t 0.1  45 1，750 

22. 7 土0.3 1.2  土 0.1 50 2，050 

25. 2 土0. 3 1.2  土0.1 60 2，600 

( 神鋼銅線カタログより )

ￆ ョ、ｾ - シ- ;l;

I'¥.. J  '¥........おL ヲリース

Ｗ 本よりｾ，ｪｪ｟
¥¥. f 声、¥. "":1-- PCII町J: 'J*軍

園 田 盟 国 盟 国 . . . ; 5 i !  

19本よ j ⑮
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図- 1 シース卜 P Cストランドの断面と外観

( 神鋼鋼線カタログより)

建築と社会 / 1982年 4fl 日

と、つぎのようになる 。

1) 緊張後のグラウト作業が不要なため、工期の短

縮がはかれる 。 またグラウトの施工管理が不安と

なる。

2) P C鋼材にはあらかじめ防食がほどこされてい

るため、防錆に対する信頼性が高い。

3) 摩機係数が小さい。 したがって鋼材使用量が節

約できる 。

4) シース径が小さいので、スラプのような版厚の

小さいものにも使用可能。

5) アンボンド P C鋼材ケープルの途中でも緊張可

能なため、大きい面積を施工する場合、工区割の

自由度が確保できる 。

6) 必要な場合、再緊張も可能。

以上がアンポンド工法の特長で、アンポンド P

R C フラットスラ 7 '構造の場合、 P C鋼 よ り 線 が

一般によく使用される 。現A市販されている P C

鋼より線標準仕線のー音11 を表 ー 1 に、断面と外観

の形状を 図一 1 にそれぞれ示す。アンボンド P R

C フラ y 卜スラプ機造でよく使用される鋼より線

はこの表のうち 12 .7mm、15.2mmの2 種類である 。

3 .  P R C構造

P R C構造という言葉は、比較的耳新しいもの

だが、本誌の読者の場合、すでに 3 回にわたって

大阪大学の鈴木助教筏が解説をなされており、既

知のことと恩われる 。

「軽度のプレストレストを部材に導入すること

によって部材の存置期間中にうけるであろう荷重

のレベルに応じて部材のたわみ、ひぴわれを積極

的に制御するりという P R  Cft' 4造の考え方がアン

ポンド P R C フラ y トスラフ可広造にも生かされて

いる 。

4 . アンポンド P R C フラットスラブ構造

の設計

米国においては、 1971年に公表された A CI 318

- 7 1 にアンポンド P C フラ ッ トスラブ構造の設計

規準が示されており、 1974年には A CI - AS CE 423

委員会より P C フラットプレート構造( 註 ・フラッ

トプレート構造とフラットスラプ構造の差は、簡

単にいえば柱頭部にドロ y プパネルがあるかない

かだと思ってよい) の暫定指針も公表されており、

オフィスピル、集合住宅、ホテル、駐車場等広範

囲にわたって実施例がある 。

一方わが国では昭和50年改訂の日本建築学会プ

レストレストコンクリート造設計施工規準が、ま

た昭和54年には同学会より「アンボンド工法用 P

C 鋼材と施工時の取級いについで」が公表されて

いる。しかし規準については瞥定的色彩も漉く、

設計にあたっては設計者の判断による部分が多く、

設計者自身でクライテリヤを設定しているのが現

状である 。 したがって以下に記す設計方針、設計

手法が一般性があるかどうかについては疑問だが、

常識的にはこのへんの線ではないだろうかと思う 。

各荷重段階でたわみ、ひびわれを制御するとい

うことから、 三つの設計手法が考えられる 。

1) 固定荷重( 以下 G と略記) + 積載荷重の一部( 以

下、 a p と略記、積載荷重は P と略記) の荷重粂

件でたわみが生じないよう P C鋼材を決定する 。

. G + Pの荷重条件で引張{ 則縁応力度( 以下町 と

略記) の検討。

. 1， 2G+2， 4 Pあるいは 2( G+ P) の荷重条件で曲

げ破壊耐力の検討一一般的にはこの段階で鉄筋

盆が決定される 。

2) G + Pの荷重条件で断面内引張側縁応力度が許

容値( 一般的にはコンクリート設計基準強度の平

方根のl . 8倍の数値、以下/ ，と略記)

. 1，2G+2，4 Pあるいは2( G+ P) の荷重条件で曲

げ破綾耐力の検討。

3 ) G+ Pの荷重条件で鉄筋コンクリート造として

鉄筋量を決定する 。

. P C鋼材の必要量は、つぎの条件のいずれかで

決定する 。

a. G に立すし σt二2: 0  

b. G + a pに主サし σt二2: 0  

c.  G + Pに立サし σ ，ｾ二 ｊ ，

・フラットスラプ造のスラプ厚がスパン芯々の泌

程度の場合、 a またはbによ って P C鋼材盆を決

めておけば十分だろう 。 b の場合の積載荷重は

建築基準法施行令第85条の地震用でよいだろう 。

なお、コンクリートの設計基準強度は 240kg/ crr!が

下限だろう 。

写真一 1 は大林組技術研究所本館だが、この建

写真一 1 アンポンドPRCフラットスラブ構造による

大林組技術研究所本館

物の場合、 3 層分をアンボンド P R C フラ ットス

ラプ構造としている 。仕様はっきやの通りである 。

建物規模/ 地上 3 階、地下 1 階、塔屋 l 階

コンクリート設計基準強度 / 240kg/ crr!

スパン l x、l y( 柱心) とも /7，20伽 m

スラブ厚/ 一般部18cm、 ドロップパネル部35cm

P C鋼材および使用量 / 7本より 15. 2mm、約 2kg/trl

なお地震荷重については、耐震壁等耐震要素が

存在することが不可欠である 。

5.  おわりに

建設省告示の改正、学会P R C造設計指針( 案)

の公表も近々ときいている 。 その時点でアンポン

ドP R C フラ y トスラプの設計の自由度もさらに

ますことだろう 。

( えぴはら たけし 株式会社大林組設計第三部)



9 2  

ガスもれ警報器の設置

方法

舟 橋 雄 一

ガス事業法、消防法、建築基準法、液化石油ガ

ス法等の改正により、一部ではあるが、ガスもれ

警報器の設置が義務化されてきた現在、ガスもれ

普報器の品質、信頼性の確保のために、都市ガス

用警報器は日本ガス機器検査協会により、 L P ガ

ス用望書報器は高圧ガス保安協会により、自主検査

制度を運用し、自主検定を実施している 。 また、

建設省の関係では優良住宅部品 ( BL) としても取

り上げられ、建設大臣認定品にもなっている 。

ここでは、部市カ・ス警報器の壁掛型および天井

直付裂の取り付け方法について、ご紹介する 。

1. 警報器の取り付け位置

ガス事業法で決められている警報器の取り付け

位置は図一 1 のように、空気より軽いガス( 天然

ガス、製造ガス) の湯合には天井面または天弁よ

り30cm以内でガス器具の真上はさけ、ガス栓ある

いはガス器具から 3 m以内( 水平距離) の同一室

内の壁面に取り付ける。また、空気より重いガス

( ブタンエアーガス) の場合には床面から 30cm以 内

でガス栓あるいはガス器具から 4 m以内( 水平距

離) の同一室内の壁面に取り付ける 。

つぎのような場所に取り 付けると、響報が遅れ

たりｾ苦手報の原因となる場合がある 。

¢燃焼ガス機器の直上および排気、湯気、 j由煙な

どが直接あたるおそれのある場所。 テープルコン

ロの真上、湯沸器の排気が直接あたるところは絶

大サにさけること 。

2. 警報器の工事方法

2- 1 . 壁掛型警報器の取り付け方法

・既築住宅 に設置して単体型警報器として使用す

る場合。 (図 - 2 )

(1).取り付け位置を確認する( 壁画の材質、強度お

よびA C  100V のコンセ ント位置)。

(2) 取付板を木ネ ジ( 長さ l 伽 m) で壁面に固定し、答

報器裏面の取付板引掛穴に引っ掛けで取り付ける 。

(3) 電源コ ードを付属のコード止めで処理する 。

( 市販のステ y プルは使用しない)

汀了予 ご ｾ Ｎ - - 1 )  11 I  I  I  r I l  I I  ｾ＠ fr. ¥. - . -ハンガー

町 日 付 巴 1 11¥. ｾ＠ n  11 門官l

，，ｾ← Ｍｈ Ｍ - 咽 1 1 1 1 1 1 1 1 1 _ 1 1  

上を引っ掛けてから下の突起を押し込む

図- 2

・新築住宅 に設置して戸外 ブザーシステムや集中

皇室視システムとして使用する場合。 この場合、住

宅建設中に AC100V電源用および信号用の指定の

スイッチポ y クス( 取り付けピッチ 33 .5mm) を図

- 3 のような位置関係に設置しておき、警報器の

コードは短いもの( 約35cm) を使用する 。

(1)ボックスからの信号線にコネクタを接続する。

(2)コネクタを取付板の穴に通して取付板を M4 ピ

スでポ γ クスにネジ止めする 。

(3) AC100V電 源 用 の ボックスにはコンセント工事

をする 。

(4)取付板に答報器を引 っ掛け、プラグを コンセン

トに差し込む。

電 線 管

11園周スイ y チポッヲス ｾ＠ _  ..... 

。 ＲＳＷＩＨａＵＱＱ 崎Ｉｾ

1  111 "11 ート司「ー市付ピッチ

lll .k0 --ll&D-刷皿:ス

V  取付板 (市販品)

コネフヲ

( 戸外ブザーとの)

後続用 /  

図- 3

2- 2  天井直付型警報器の取り付け方法

電源コード

(長さ 35叩)

取付板

(4) 信号線に小勢力電線を使用する場合は、電源線

と混触しないようにする 。( 電気設備技術基準等で

定められている)

(5) 信号線は戸外ブザーおよび集中監視盤端子との

接続ミスをなくすため 、@θ の色別をする 0

・埋込み配線をする場合 ( アウトレットボックス、

コンクリートボックスを使用するとき) (図 - 5 )

①金属管またはボッ 7 ス内に電源線と信号線を同

一配管する場合、信号線は 600 V  絶縁電線で線径

1.2mm以上のものを使用し、電源線と信号線が識

別できるように色を区別する 。

②信号線 lこ小勢力電線を使用する場合は電源線と

混触しないようにするために、ボックス内に隔壁

でセパレートする。( 電源線と同一配管することは

できない) ( 参考例)

アウトレントポγ ヲス

(J IS C  8336)  

または

コンヲリートポ y ヲス

(J IS -c 8338)  

4ミリネジ( 市販品)

丸穴カパー

(J IS C  8339)  

ベース

4ミリネジ

- 露出配線工事をする場合 ( 天井面にベースを直

付けするとき) (図 - 6 )

( 参考例)

図- 6

①ベースの③および⑧部露出配線ノックアウト部

を切り欠き、電源線および信号線をそれぞれ iiit 出

配線する 。

②ベース固定となるので壁掛型ぴこびこのように 、

コンセント接続はできない。電源線は V V F ケー

プルなどを使用し、モールまたはステ y プルで固

定する 。

カバー取り付けネジをゆるめてベースカバーを

②給気口 、換気扇、ドア付近など風通しのよいと はずし、ベースを天井の取り付け位置に取り付け

③ 600V絶縁電線およびビニールコードは使用しな

しミ 。

ころ、すき間風の入るところ 。

る。このとき電源線 ( AC100V) 、 信 号 線 を そ れ ぞ

③浴室内など水のかかる場所や水滴のつくところ。 れ指定の穴に通す。 丸穴カバーに取り付ける場合

@ カーテンウオール等で仕切られるところ。

3 .  B L について

はM4 のネジを、天井に直接取り付ける場合は付

⑤屋外。

属の木ネジを使用して悶定する 。

⑤ピルなどの湯沸室で夜間電源を切 るところや、 電源線、信号線を 図- 4 のように接続して、丸

B L 認定は単体型答報器および室外でヵ・スもれ

聖書報が出るようにした戸外ブザーシステムの 2 種

類を認定品としており、空気より重いガス用答報

器および L P ガス用筈報器については簡単に取り

はずせない構造である必要がある 。 またいんぺい

配線型( コードレス) を推奨している 。

使用時しか電源を入れないところ 。

記。ースに警報総の- mi原端子金具の位置を合わせ

⑦温度がー 10' C以下または50' C以上になるところ。 る。 さらに警報総本体を右方向( 時計方向) に止

まるまで、まわしで固定する 。

2- 3. 配線および工事方 法

(1)AC100Vの配線の繁人工事は法律で禁じられて

4. 建築基準法について

いるので、必ず免許を待 った電気工事士が配線工 建築基準法では、警報器にトラプル( 電源断、

事を行う 。 信号線の短絡および断線) が発生した場合には、

(2)信号線には、 @θ の極性があるので配線の際注 戸外ブザーで箸報音の出るものかもしくはトラプ

25: する。( 図 - 4 ) 電源線 ル軍事報のない戸外ブザーを使用した場合には讐報

(3)端子は内側が電源 ( A C 品川議句線 器が専用工具でないと取りはずせないものを使用

100V用) 川 IJ 暗 号( DC. ED協議蕊熱 することになっており、 AC100V電 源 の 供 給 方 法

0 - 6 - 12V) 用。 なお、 1総意5務l についても電源が切れないように配線工事をする

誤結線すると警報器の内部 資連参グ ように決められている 。

回路が破損する 。 図 4
( ふなはし ゅういち 大阪瓦斯株式会社営業開発部)
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施工材料の頁

9 1  

特殊P C J てイル柱列土留

壁 ( ONS - S S W工法)

橋 本 彰 文

ONS - S SW工法は、特殊設計による PC パイル

をケーシング付きオーガー掘削機にで位列状に連

続締入して、主主列土留壁を造成する工法であり、

従来から行 って いた R Cパイルによる ONS - SW工

法に続いて開発された画期的な新工法である 。 こ

の工法に使用される特殊形状の P Cパイルは、 J I S

規絡工場にで生産され、信頼性の高い土留墜をつ

くることができ、あらゆる規様の土留工事に適応

できるものである。

ONS - S S W工法の特長を、つぎに述べる。

1)  ONS - S S W工法はベン卜ナイトとセメン

トを適当に配合した、セメントミルク溶液を特殊

設計されたケーシング付きオーガースクリューの

軸芯の孔を通して、先端より地中に注入しながら

商1)孔し、土援を撹持して粘性のあるソイルセメン

ト状となし、孔壁の崩壊を防止して、杭の挿入を

円滑ならしめて施工を行うので、無振i [Ql無騒音に

て施工ができる 。

2  ) 土留墜と土留墜との fii l隔は 1 - 2  cmであり 、

その 間隙は水密なソイルセメン卜で充填されてい

るので止水性に優れている 。

3)  ONS - S SW工法に使用される S SWパイル

はJ I S規格の P C工場で生産されるため、施工能率

が高〈、かつ、施工後の養生が最小限でよく、現

場での鉄筋組み立て作業、および生コンクリー卜

の打設作業が不要であるので、工期が短縮でき、

より経済的である 。

4)  S SWパイルは P C製品であるので曲げ応力

が大きく採用でき、地下工事の規模および現場の

地質に応じて、曲げ応力を計算し、それに必要な

設計曲げ強度のパイルを自由に製造することがで

きる。

5)  S SWパイルの土留壁の厚さは 40cmであり、

掘削側の側面は平面であるので、地下組{ 本壁の外

{ 反枠となるので、仮枠の損料が半減し、作業をよ

り容易にすることができる 。

6  ) 最大杭長 I H =16mであり、これ以上の長さ

が必要な場合は電気溶接にで後続して枕長を長く

することができる 。

表一 1 ONS- S S Wパイル断菌性能表

伺 杭 内 厳 断
J換算断面 検事断面

肉f'I-

商
p  c 鋼 伸

二次モー 一次モー

附l 民 Ｑｾ＠ 械
メント メント

腕 4民

断面111 L  Di  T  A。 J e s. 

f王 歓

( m)  (mm) (mm) (alI) (...) ( 本} (alI) 
X 10・(圃勺 X 10' (alI) 

A  16- 13 
3∞ 50 1. 071 9. 2 8  1  5. 12 1. 889 6.473 

B  16- 13 3∞ 50 1. 071 11. 0  8  1  7. 20 1. 902 6. 521 

C  16- 16 2ω 55 1. 117 11. 0  10 9 ∞ 1. 964 6. 779 

D  16- 16 2的 55 1. 117 11. 0  12 10. 80 1.976 6.821 

r: 16- 16 2ω 60 1. 162 11. 0  16 14 .40 2. 045 7. 1(描

F  16- 16 280 60 1. 162 11 .0  18 16. 20 2. 056 7. 147 
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ONS- S S Wパイルの形状と断菌性能

図- 1

ONS - S SWパイルの形状寸法は 図一 1のごと

くであり、掘削面は平面となっている。また抗体

の中心部分は中空となっており 、施工後にはソイ

ルセメン卜が充填されている 。土留! l ! と土留墜と

が接する中心部分は突起形状であり、ソイルセメ

ントの充填とともに止水性の性能を発揮している。

S S Wパイルの断面性能は表一 1 のごとくであり、

標準規絡の配筋はA種、 B種、 C種、 D種 、E種、

F 種の 6 種類とな っている。 この断菌性能を決定

する主な要素は杭の肉厚と配筋量であり、最小肉

厚は A . B極で50弘、 C . D種で55弘、 E . F種で60

協となっている 。 また、 P C鋼線は 9.2'%. または 11

私のウルポン異形棒D種 (J I S G  3109) を使用し、

配筋立は8本 - 182ドである 。 PC コンクリー卜は設

計基準強度が500kg/cnf であり 、工場における管理

強度は常庄蒸気養生 (65・) を行 って 、 l 週強度が

650kg/  cnl 以上で‘ ある。

ONS- S S W工法の施工方法

ONS - S SW工法に用いる掘削機は特殊設計に

よるケーシング付きアースオーガー掘削機を用い

る。この機械は外似11のケーシングと、内側に内蔵

されているオーガースクリューとからな っており 、

両者相反する同軸方向の回軸にで掘削して施工す

る掘削機である。オーガースクリューの軸芯には

① ② ③ @ ⑤  

施工順序

可3 D' ! > r:... 

図- 2 ONS- S S W工法の施工順序

図- 3

ONS杭施工系統図

セメン卜ミルクを注入する孔が設けられており、

その地盤に適した配合のセメン卜ミルクを先端か

ら注入しながら掘削する 。 その施工方法を 図一 2

に、施工系統を 図- 3 に示す。

ONS- S S Wパイル間の充填

ONS - S SWパイルの施工中に注入するセメン

トミルクは土凌と撹拝混練されでソイルセメント

となる 。 このソイルセメントはパイルの挿入をス

ムーズにするのみならず、凝結後はパイルとパイ

ルの間隙とパイルと掴削壁との間隙をソイルセメ

ントで図結させて、漏水を防止し、遮水性 lこb' ; ん

だ土留壁とするものである 。 その配合例は表ー 2

のごとくであり、これによって、つくられるソイ

ルセメン卜の強度は 3 - 5  kg/cnf程度である 。

ホ ( W )

ベ ン ト ナ イ ト ( B )

七 メ ン ト (C)

繰 り 上 が り ほ

*  

配 合 比

B / W= 4 . 1 6 % 

IV/ C= 3 0 0 -

2 5 0 % 

以上ONS - S SW工法について 、記してきたが、

この工法に使用される S S Wパイルは R Cパイルに

比較して、蒸気養生によって養生期間が大幅に短

縮され、また、材質がかなり高強度となり、かな

りの広い範囲の設計応力に対しでも対応できるの

で、地下掘削工事の各関係者から大いに期待され

ている 。

(1: 1: しもと あきふみ 日東工業株式会社技術深諌長)

換算断面 幽 If 有効プレ
ヒピワレ曲け. 破 地 問 的 げ fJit ｊｾ 時投，ｉｴ

せ ん 断 耐 力

幅 1 m

モ ー メ ン ト モ ー メ ノ ト 用曲げモーメント 当たり

単位飯島

{長 数 剛 性 ストレス
Mc r  Mu  

M， Qc  パ イ ル

z. E J  σc.  

l 本 当とり I mlLi たり 1 *当たり 1m当たり I本当たり 1m当たり l 本当たり 1m当た吟

本 敏

X 10' (alI) X  ｬｏ ＧｏＨｫｧ Ｎ αｾＩ＠ (kg/al l ) (t - ml 本) {トm/m) (トml 本) (トm/m) (トml 本) (トm/ m) (tonl 本) ( lon/m)  (本1m) (ton/ m)  

9. 445 7. 556 38. 4 9. 2 18.4 12. 6 25. 2 9. 2 18. 4 10.9  21. 8  2  0. 266 

9. 513 7. 610 54. 1 10. 8 21. 6  17.1 34. 2 11. 4  22.8  12 .3  24 .6  2  0. 267 

9. 823 7目 858 64. 9 12. 2 24. 4 20.8  41. 6  13. 8 27 .6  14 .3  28.6  2  0. 279 

9. 881 7. 905 78. 0 13. 6 27. 2 24 .3 48. 6 16. 2 32.4  15 .4  30. 8 2  0. 280 

10. 225 8. 180 l∞3  16. 3 32. 6 30. 6 61. 2  20.4  40.8  18.2  36 .4 
2  0. 293 

10.284 8. 227 113. 0 17. 8 35. 6 33.3  66.6  22.3  44. 6 19 .2  38. 4 2  0. 294 
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日本建築協会

月間の動き

昭和57年 2 月分

通 常

. d.  

ｾ＠総

24 日 5 時 - 5 時半 於会館集会室

出席者福田副会長ほか19名

議事 (1) 監事 1 名選挙のf牛

(2)本部所属評議負 23名選挙のf牛

(3)役員重任承認の件

(4 )名誉会長推挙の件

評 E養
. d.  

Z 玄員

技術部門評議員懇談会

4 日 411寺- 511寺 於会館 3 附会議室

出 席 者 長 田 、 樫山両氏

議事 技術部門選出評議員 5 名推せんの件

理 事

. d.  

ｾ＠

24日 4 時 - 5 時 於会館集会室

出席者福田副会長ほか14名

議事( 1 ) 身体障害者の利用を配慮した建築設計検:

準講習会後援の件

(2)寄附金受領に関する件

(3)昭和56年度収支決算兄込報告の件

(4)lI il 和57年度収支予算原案検討の件

(5)名誉会長推挙の件

(6 )入退会者承認の件

(7 )報告事項

編 集 委 員

. d.  

ｾ＠

4湾造分科会

4 日 311寺- 5 時半 於会館集会室

出席 者 佐 藤 幹 事 ほ か 2 名

ｊ 高官 ｊ ｾ (1) ｲ 近畿の 地 盤と 地 質」持ｾを Ｔ 月号に繰

り延べる件

(2)  r構造の頁 J 5 月号以降の企画

(3)次年度編集委員会の件

(4 )新旧合同構造分科会開催の件

広告企画小委員会

15日 4 時 - 5 時40分 於会館集会室

出席者 iJil 辺副委員長ほか 7 名

議事( 1 ) 2 月号「省エネルギーと閉口告I¥J 特集広告

収入報告

(2)3 月号「医療施設一地械医療と設備計画」

特集広告途中経過報告

(3)4 月号「近畿の地盤と地質」特集広告企画

(4)57年度特別企画

(5)  r設計者のプロフィー Jレ」編集企画

56 注寮と社会 11982年41' 1η

(6収支状況報告

「設計者のプロフィール」幹事会

18日 2  H寺- 411寺 於会館 3 階会議室

出 席 者 加 藤 幹 事 ほ か 3 名

議事 (1)登場者の選定方針

(2限材方法

(3)インタビューの具体的内容レイアウト、

その他

(4 )選定された対象者について

委員会

18日 4 時- 6 時 於会館集会室

出席者 三輪委員長ほか 6 名

議事 (1)2 月号「省エネルギーと関口部」特集経

過報告

(2)3 月号「医療施設一地域医療と設備計画」

特集経過報告

(3)4 月号「近畿の地盤と地質」特集報告

(4)5 月号「都市長観」特集報告

(5) 6 月号以降の企画について

(6 )計画分科会の報告

(7 )広告企画小委員会、各分科会の報告

(8 )次年度編集委員会委員のf牛

(9収支状況報告

(10) 新旧合同編集委員会の開催日の件

施工材料分科会

23日 4 時 - 511寺 於会館集会室

出 席 者 浦 団 幹 事 ほ か 4 名

議事( 1 ) r施工材料の頁」の企画

(2)施工材料特集の企画

(3)新年度施工材料分科会の件

委員
ム
一
品事 業

若い会員の集い・幹事打合会

19日 0 時半 - 1 時半 於会館 3 階会議室

出席者 山形副委員長、桑問幹事

議事 「事業委員会の委員懇級会」の企画について

住 宅 委 員

. d.  

ｾ＠

委員会

9 日 5 時50分- 711寺 於会館集会室

出席者小西委員長ほか10名

議事 今後の活動方針について

建 材 委 員
A

一
品

委員会

18日 4 時 - 511寺半 於会館集会室

出席者牧田委員長ほか 16名

材料説明 : コクヨ株式会社 4 名

議事( 1 ) 今後のメインテーマ

(2)今後の新建材紹介コーナ-

(3)そのほか

出 版 委

. d.  

ｾ＠員

委員会

22日 4 時半 - 6 時 於会館集会室

出席者 小林委員長ほか 4 名、学芸出版社( 京

極氏)

議事( 1 耀築技術選書経過報告

(2 )今後の企画

(3 )次年度委員について

(4 )そのほか

法 規 委 員

. d.  

ｾ＠

委員会

26日 3 時- 6 時 於 大 阪科学技術センター

出席者 岡本委員長ほか 8 名

議事( 1 ) 都市武観特集経過報告

(2)次年度委員会委員について

(3 )映画 : 駄州各都市の景観( 岡本委員長級

影) 観賞

(4 )乾杯 - 懇親会

若 い 会 員 の 集 い

建築家に聞く

内弁昭蔵・長谷川尭 .. 1982年、華青春放談 ・

一健康な建築を語る内井昭蔵に、

不健康な建築について考える長谷川売が迫

る

6 日 11時半 - 4 時半

於大阪府立文化情報センター

会渇風景

参加者 138名

講 師 内 弁 昭 蔵 氏

( 内井DB蔵建築設J十事務所代表取締役)

長谷川発氏

( 武蔵野美術大学助教段 ・建築評諭家)

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

9 日 8 時半 - 1 0時 於大阪グランドホテル

出席者 60名

当日は、大阪府答悩みの電話相談で指導を担当

しておられる片桐キク氏より、少年少女の似みの

実態、少年非行の推移などについて伺った。

建 築 業 務 基 準 委 員 会

24 日 2 時 - 4 時 於東京建築士会

出席者 15団体委員( 本会宮秋利厚氏 ) 、建設省

議事建築業務基準について( 継続)

1 1  [  

2 月 の 入 会 者 ( 倣弥略)

〔個人会員 4 名〕

務合 宿 金森 ￌｉｾ 正 問 中 茂 幸

森n 術

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口



地戸三，竺E

l!:j JJ;;; ぐこコ
総合天井システム j担当強 |  

耐震・耐火そして軽量化を跨る総合天井システム、J ライン工法い、AL TS工法、は当社強自の

照明灯ユニットおよび戸ルミ製T パーを建物のモジュールに配到し、天井仕上げ材と一体化し

たシステム天井です。空調、照明、防災機鋸、スピーカーなどの殴備ゾーンとの組み合せ、さら| こ

間仕切、ブラインド BOXなどの取り付けも可能にした多機能を跨っております。 ( PAT. 6件)

奥村重兵衛株式会社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 番 フ 号 〒530 電 話(06) 312- 4131附

東 京 東 京 都 港 区 新 情4 T自 2番 第29森 ピ ル 〒105 電 信(03) 437- 3361側

柵 岡 福 岡 市 糟 多 区 住 吉 2 T 日 16番 27号 〒812 電 信( 092) 291- ω 問 内

名 古 屋 名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 1 香 6 号 干451 電 話( 052) 522- 543鮒匂

仙台仙台市本町 Ｒ 丁目 Ｑ 番 Ｘ 雪第 ｔ 広瀬ピル干 ＹＸＰ ・ ｾＨＰＲＲＲＩＶＵＭＶＵｾ 州
沖 縄 沖 縄 県 那 繍 市 重 量 川 司 1 9番 地 〒9∞ 電 信( 0988) 53一 切 開 仰

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4丁目 2番4号( 英和ピル)

電話 神戸 ( 331) 0881- 3  

支 后 大阪市北区西天満2丁目6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 ( 364) 2031 - 4  

倉 庫 神戸市東灘区御影石町 4 丁目( 電話811- 3610)

テトカッパー防水
.  … の 研 研 附 究 経糊酌験蜘カ机…らは叫…生凱れけ……〈汁仙ないL晴市叩資蜘削…t源原

この防防- 水層は( 一 層 防 水) 施工するだけでで》、防水は完鐙です.

温 度 変 化 に 伸 び が な く 、 柔 軟 性 に 岱 み 、 耐 酒 量 、 耐 薬 品 性 に 優 れ 、 腐 蝕 し ま せ ん .

カツパー防水帯 ;;;;LL4 うtうテクト吹付工法

織奥山化ヰ開会!2・耳106.")_)' I副 社 東 京 都 中f

:::: :":::::::::: ::: :::::::::: :  ｾＺＺＺＺｾ Ｚ ＺＺＺＺＺｾＺＺＮ＠ ＺｾｾＺｾＮＺＮ＠ ＺｾＮＺＮＺ Ｚ ＺＮ＠ J  ・E 目、組W 22321 2212413主主2畑259 22: :z(:;11旬
、止・ . ・. .  .  .  .  .・. • .  • .  .  .  • .  • .  .  .  • .  • .  • .  .  .  • • • .  .  • .  .  .  • .  .  .  .  • .  .  :  • :  .  :  .  :  .  .  ｾ＠

- 一一一一一一一一一一ー一一一ー一一- 一一一一一一一一一一. - i I ・お申込次第カタログ進呈 九 州 出 強 所 佐 賀 県 諸 富 町

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社: 大阪市東区両符田f1 一12 日 生 ビ ル 宮 ( 943 ) 6571代 表

東 京 ・横浜・盛岡・仙台・水 戸 ・静岡・岡崎 ・名古屋 ・富 山 ・大 津 ・京 都 ・神 戸 ・広島・高松・福岡他全国主要都市

5 7  



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・ 施 工

φ 2 5朝日三業社

本 社 東 京 都 港 区浜松町 1 - 25- 7  電話 (434) 6171 (大代)

大阪支社大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電話 (302) 2  2  7  1  (代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・ 償 浜 ・ 静 岡 京 都・神 戸

震災問汚禁処量設計地工

争株式
会 社

大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 活 大 阪372局7151( 代 )

京都市東山区大手日大路正面上ル電話京都561局4944{ 代 )

神 戸 市小央 区 ド111r通 1) - 2 - 8 活 ，¥，fo fil' 声 34 1局;: ; 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. . 大阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市内ーIむ 仁〆綴 1 r日10番17 η 〒 550 m，I，li (441 )8231  

本社東 京間 ｩ 中央ｾ銀座 Ｒ アＱＭ Ｑ 2  ｾＱＷ ［｟［Ｇ 〒 ＱＰＴ '1l!，l，f; (535)  5251  

支 社 大阪・東京 ・名古原

支 庖 札似・仙台・金沢・広島・縮問

営 黛 所 新潮・大:f哩 岡 山 ・ 高 総 . Ａ ｩ ｾ 本

出張所 帯広 1' 1森・秋田・盛岡・前嶋・千葉・繍浜 ・併問

富山 福井・豊 閏 ・京都・神戸 ・徒、山 ・鹿児島 ・郷軍首

海外支庖 シン ガポール

. 給排水衛生 ・冷暖房

・ 空 気 調 和 殺 備 ・ そ の 他 管 工 事 一 切 の 設 計 ・ 施 工

⑮ 脊 久 Z 業 株 式 会 社

本 社東京書官千代図区大手町2- 6-2 ( 日本ピル)

電話 03- ( 270) ー7411附

大阪支社大阪市北区中之島4- 2- 38 電話 06- (443) 5041間

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営調陣所 仙台・千. ・名古屋・金沢・高松・広島・福岡

出 強 所 循 弁 ・ 倉 般 ・ 苫 小 牧

空 気 調 和 政 側

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

腕 房 ム

五環境 f衛 生 施主主

荷 役 遵 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

- . un 〒 唖 練 玉t ＭＱ・ｉｬ ｾτ ＱＺＭＱＧＱＺＧ

ニニ 4預」園調ミ 会社ノ、開ｾ .x. Iロ

取締役社長 玉 置 純治郎

理事支底長 杉 浦 敏 郎

大阪市東区北浜 2 丁 n 2  2  IlI' J也 'll! ;1，号 大阪 (202) 代 表 3071

本 I，t; Jl:[ ，;，・日 比 谷 三倍ピル

支 出 名古屋 九州・北海道・中国 東北・北陸

出 張 所 償浜 四国 ・静岡. ftl l l ・岡山 ・金沢 ・析潟

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業株式奮枇

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 徳 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  (代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 械 設 町 ト35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 眺 ・広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・新 潟 ・ 横 浜

58 

。掠式会社三発空調

取締役社長 粛 藤 博

本 社 大 阪 市北区西天満 3 丁口 131&.20号 電 話 06- 363- 1371

東京本底 東京都新宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 包 括 03- 344- 1911

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13111' 20号 電J舌 06- 363ー1371

支 底 仙 台 市 中 央 2 丁 目 10 111' 12 号 包 括0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目 14 111' 19号ー 電話052- 581- 8571

広島市中区紙屈 町 1 丁目 2 番22号 電 お0822- 47- 4535

福間市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電J1i 092ー761ー3795

出 狼 所 繍浜 ・徳井 ・J;r1m Ｎ神 戸 ・ 怯江 ・ ＿Ｚｾ松 ・ 下 関・沖縄

cl eanOi r  
実ト

。議室壬j襲捗丹念fさ

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 濠 結

¥-. 1 よりよき環境へ技術て・挑む一一一一

領P 株 式 会 社 精 研

、直ｾ 本 社 大阪市南区瓦1; 1町2 T 1'l 1l1ll' 16号( オート七ンターピJレ2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

メンテナンス部 大 阪 市 大 淀 IX: 笠 附 4 T  H  5  /lI= 21 げ

郵便 砕け531 Ｇｩ ｬ ｲＮＡＮｾ 大ｼ駁 Ｈ ＰＶ Ｉ 374ー 2 4  5  5 佐

東 京 支 庖 東京都千代田灰九段南 2 丁目 2 書5 号( 九段ピル 8 階)

郵便番号102 1電話東京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

高昂は字気ですo ¥ '  r-
，. .. 熱と空気のエンジニア1 ーーーー

主ー〈J J E君主註

空 ｾｾ ｬ 調 和 J 〆、¥

中fl 排 /1，衛生 可ミ7云F

搬 送機設備

投 111・施 工

第ーエ索抹式会社

大阪支庖

大 阪 支 底 〒 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 ｲ 日 Ｖ ｬ￟Ｚ ＱＴ ｾ ［

I払! 吊 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 〒 100 lI-!: )jf  I1f S千 代 HII >( 九の 内 3 了 113 醤 1 j }  

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社

設計・施工

ガス設備・ガス住宅設備 大阪ガス住設機器特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大阪市北区西天満 5 - 11- 12 電話 06- 313- 1846

Z £占 211 大阪市北区西天満 5 - 1ト 12 電話 06 - 313 - 1846 

ι: 占2 tI 枚方市甲斐団東町 9 需 3 号 電話0720- 49 - 2128 

よ守 備 部 大阪市北[ ? ( 西天満 5 - 11 - 12 電新 06 - 313 - 1846 



日麦 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

回 設 計 施 工

高 砂 烈

品 凶

ー+・

大阪支 1苫 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4 - 8 ( 北阪急ビル 9 階 )

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 ｾ陸地

E - moDAIR=コ 空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

東 洋 熊 工 . 織 式 会 極 大 阪 安 値

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

2事 栓 東京都中央区京僑 2 丁目 9 T E L ( 5 62)  1 3 5 1  

ｾ庖名古 魁・ 福岡

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

おお西原衛生工業所大阪庖

⑨日本管工業株式会社

本ヰ土及京都支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 盟国1I I T 2 0 番 地 の 1

電 話 (681 ) 5  1  0  1  - 5  夜 間 専 用 (691) 1045 

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 限 天 満 1-; ' -20 m，1，';( 06 ) : ! 52- : 15011代)

三 重 支 I苫 i.:J! rf-i 栄 町 2 - 1  1  1  ｭ ， Ｑ ， ｲ［ＨＰＵＹＲＩＲＶ Ｍ ＳＶｈｘＨｾ Ｉ＠

四 日 市 営 業 所 内 11 ，li 市内末広町 ｾｴｬ ，1，';( (1593)  ｾ＾ＺＡ Ｍ Ｗ Ｎ ＱＺｬＱｬ代 Ｉ

滋 賀 営 業 所 大滞r ! - i 打 出 浜 13 ー 15 m，!f; ( 0775) 22 - 97:!81代)

名 古 屋 営 業 所 名 山 h! di 小村 I>( WJ J Rト 23 .o' l Ur， ( ()日2) 452- 37011(¥;)

｀醤暖房 ｉｾ

唱戸電_.......
- 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃E ‘'司 : 1 : H:t:.

③同棋主婦312

亡原

営業種目

空気調和・衛生設備工事・設計・施工

平山三葉桜武舎駐

大阪市大淀区中津 6 丁目 8 番 4 号 電磁大阪 Ｈ ＴｾＸ Ｉ ＳｾＳＱ 番

支庖・営業所 福岡・京都・天理・川西

大阪市西区江戸堀1丁目 22番7号

含 06- 441 - 1994 ・443- 0331

住 築 - AOi[j エ ン ジ ニ ア 必 燃 の It:  I  'J. - ｈｾ だ ｉ 己 ｮ

第[ [ I J 版空気調和・衛生工学便覧|

I 巻- 基礎篇

第 1 編 纂 槌 第 2 編 総 合 計 画

第 3 編 汎 用 機 器 お よ び 電 気 設 備

第 4 編 材 料 と 施 工 付 録 法 規 ・ 規 格

E 巻- 空気調和篇

第 5 編 空気調和計画・言宣言十

第 6 編 空 気 調 和 機 器

第 7 綱 空 気 調 和 応 用

皿巻- 給排水・衛生篇

N巻- 資料篇

第 8 編 給 排 水 ・ 衛 生 計 画

第 9 編 給 排 水 ・ 衛 生 機 器

第 10編 給 排 水 ・ 衛 生 特 殊 設 備

第 " 編 給 排 水 ・ 衛 生 応 用

第 12編 上 下 水 道

価 格 セ ッ ト価格 CI +l l + 田巻) 分冊価格( I ， ll ，m各巻共) 町 巻資料篇は 1 冊

送料

空 衛 学 会 員 価 ・・ ・37000 円

定 価 . . . 44000 円

空 術 学 会 員 価 ・ー 13000 円

定 価 ・・・ 16000 円

空 衛学 会 員 価 . . . 5000 円

定 価… 7000 円

申込 現金書留または本学会指定の振込用紙にてセ ッ ト数明記の上 ，代金 ・送料をご確認のうえ，最寄りの 郵便局ま

方法 たは銀行へお払込み下さ い。

設 空気調和・衛生工学会 話誤認す記号辺ーム誌LfJ J Zi f 泣辺232
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社

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

17E1 ;;::署員 ｾ＠ .LJ. ι  ー...l!. A .  

l場 事 竜 ヌ " t末 エl 苦言

代表取締役 山 本 博 三

本 社 太阪市北区中之島3-2-4 朝日 ピル r EL  }c阪06 (385)  1361 (代)

本社営業所 I臥 III 市垂ホ町 3 - 34 - 6  T E L }c阪06 (385)  1361  (代)

京都営業所 J;l 都市布京区西京極 1$ 野町 21 T E L 京郎075(311)  1185 (代)

東京営業所 東京附中央IX: 銀肢か6-7 朝日 ピル T E L  東京03 (574)  0  6  6  5  

福岡出張所 福岡市中央区薬院 1 - 1 4 - 8 T E L 福岡092(771) 6 1 6 8

電 気 位 備 の 頁

朝

電 気 ・ 言 十 装 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 械 式 会 紅6逮

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6- 313- 1101

支 l吉 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 踊 ・ 京 都 ・天王室

大 阪 商 ・神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原菜取締役社長

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸大 阪 支 社 長

大阪市東区高関僑五丁目 二八 番 地 電 話 大 阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 書 官 千 代 回 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営業所・出張所 全国主要都市20ヶ戸時

電 気 工 事 設 計 施 工

恩
，、、

代表取締 i立 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 全 ピル 7 時 )

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 反 日 本 精 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  ( 代 i

川 崎 ・ 科1 恨 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一ー
一

株 式 会 社

争士

底

*  

支

出 張 所

17- ; 7 ト圃気工: ，; ; ; ; 二戸J レ ヲ 融 式8 f t

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了 同 I 番 3 号

T E L  06 - 364- 3056  (代)

東京 ・神戸 ・広 島 ・岡 山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・ 苦 小 牧 ・浜松 ・滋賀

京都・高砂・ 二三原・徳山・松山・新居浜・福岡 ・沖縄

電気・計装・空調工事設計施工

'&.  

] [ ]  

氷
取締役社長

宇土

A  

本

. 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 般 計 鎗 ヱ

宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8 ( 堂 ビ ル 3階 )

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東 京 都 港区新 橋 2 - 1  S  ( ニュ一新僑ピル 7 階 )

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 被 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

司E 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

・ 堺 ・ 千 葉 ・ 字 都 宮 ・ 熊 本

社

n  

底

ぷ〉

本

支

支 I古

事 業 所

庖支

神 戸営:t l・R

電 気 工 事 設 計 施 工

令 富 士 電 業 株 式 会 社

総 合 段 備 工 事 〈股 計 ・ 第 行〉

建築・電気・アンテナ ・送 電 線 ・ プ ラ ン ト ・計 装 ・空調・土木

⑧ 
社

A

Q

E

 

式株事工藤
工

E

g

長

長

閉

会

社

役

役

太

締

締

取

取

中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・ 名 古 厚 ・広 島 ・福 岡

田
取 締 伶 社 長

社本

郎

フE

大阪市福島区福島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  06)  4 5 2 - 1 1 5 1  ( 大代)

東京・名古屋・広島・福岡

四

正

林

合ft 

ネ土本

営業所
事業所

⑩日本写植印刷株式会社

@ 園

Board &Slate Standard 

義

千545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 骨 06 (606) 1111代

干892 鹿児島市名山町4-7 三宝ビル 冒0992 (26)  4371 

〒708 遠山市大手町8番S号 機箆庖会館 骨 Oお82 (4)  1771 

〒筑泊 南 風 原 村 兼 城 沖 縄 印 刷 団 地 雷 ω88 (55)  6100 

者日田神代 表 取 締 役

本 社

日本写幡セ ン ヲ -

j童山写樋センヲ

沖縄写値セン' 1 -

宮内

フ タ パ 黒 板

奉 仕 感 謝 の 唐

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉

タ イ ル 工 事 施 工

22 刈 湾 窯 * 歳 怠⑪ 

大 阪 市 東 区 高 随 僑 2 丁目 9 野 村 ピJ レ5階 電 話 大 阪 ( 202) 4905
章士
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大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13- 33( 飢本町バス停前)

電話 大阪 06( 532)代0461 ・550

天理営業所 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

司匹



カーテン・壁装材

新たにショールームが完成/

皆さまのお越しをお待ちいたしております。

株式会社フフ工テキスタイ)l ノ大阪支庖

〒541 大阪市東区平里子町 3 - 6 - 1

平聖子田Tセンチュリーピル 1 F  

T E L  0  6  - 2  2  7  - 0  2  9  1  

特 殊 壁 装 材 製 造 販 売 和室に最適

凹固. 一(練株)凋副 1川:J: J ! J D:2

水切れバッグン・超緩勾配瓦

新時代を担う平板粘土瓦の決定版

特 口 直 哉 的 で 貴 重 な 段 葺 き 調 の 深 い 昧 わ い

口 抜 群 の 超 緩 勾 配 瓦 ( 2 寸 5 分勾配可能)

長 口 施 工 は 著 し く 簡 易

口 葺 上 げ 安 定 ・ 軽 量 の 耐 寒 瓦 で 価 格 は割安

( 実 用 新 案 登録第和俳1什1問悶附8邸附5日616号)

同 上 登 録 第11873話57号ノ

瓦

瓦

瓦

薬

'

薬

粕

L

粕

純

ぶ

ば

車

円

い

い

a
v
-
-

品

種

す

瓦

瓦

の

ま

締

薬

色

均

年

屯

柑

特

意

先

色

他

文

焼

黒

の

註

素

銀

そ

ご

a
v
-
-

大 仏 瓦 窯 元 ・ 各 種 和 洋 瓦 工 事 ・ 大 仏 タ イ ル ・ 特 殊 陶 板

製 造 発 売 元 @  

. .  _ . . .  本社所在地 京都市東山区今熊里子大仏池田町9の9 T E L (075) 541- 3344 

株式会社翠ｾ，ｾ東京営業所 東京都 新 宿区西早稲田 Ｓ 丁目 Ｒ Ｓ の Ｘ T E L  (03)  202ー 7801

，、“...，....- ( 早稲田セントラルピル 1 F )  

E  工 場 京 郎泉湧寺 ・岐阜 ・沼南

電気・空調・衛生など各種般備分野の記事が 1冊の雑臆に/

理警官愛 月刊

圃ｾＫ圏直面十重量圃Ｋ圃圃十圃圏直

~ 充 実 し た 実 務 家 の た め の 内 容 ~

・視点・随筆 業界，学会，社会，文化について，学識経験

者の見解を発表

・新建築・新設備 注目すべき建物の建築と設備を紹介

・ 特 集 業界，社会のニーズにこたえる諸テーマをと

らえて，必要知識を紹介

・ 講 座 建築，建築設備，機器，材料に関連し実務上

必要とする基礎知識を連載

・特別講座 業界，社会のニーズにこたえ，時代的テー

マに関し実務上必要とする知識を連載

. ニュース 国内 ・海外ニュース，機器・文献ニュース

・会社だより，研究所だより その他

|  雑誌印判・ 100頁・定価1000円 一 一 申 込 次 第 見 本 送 付 |  

社団法人建築設備綜合協会 協会正会員募集中 ・年会費12，000円一申込は事務局まで

東京都中央区銀座3- 2- 19建築会館2階出版部 (03) 561- 7181 事務局 (03) 561- 1765(銀行振込先 ・三菱銀行京僑支底普通預金0055- 082)
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111 f i 回

公惨禍IC司h

ｓ 総 ｲ ＧｃｯＢｾ Ｎ
‘ 一 司

E喝 該L2  

Oifoii 守

本 部

大阪支庄

支 庖

J I ¥野田工クスパン

ヲヌｾＭＮＭＭ孟〆

膨張材

防錆淘j

Jll 野田セメント総武さ髄

東京都江東区豊洲 1- 1  - 7  T E L  531- 4111 

大阪市北区梅田 1 - 8  - 17 T E L  341- 8331 

キ凶晃・仙台 ・東京・名古屋 ・大阪 ・高松 ・広島 ・福岡

命
、ν

各 種 障 害 撤 去 ・ 砂 磯 層 穿 孔 撤 去 ・ 玉 石 層 穿 孔 撤 去

・岩盤層穿孔撤去・鉄筋、鉄骨コンク

リート穿孔撤去・杭引抜き及び撤去

菱 備 基 礎

豊 中 市 宝 山 町 22 番 44 号 干560 電話 (06) 841ー 7121- 3  

豊中市利倉東1丁 目16番5号 干561 電話 (06) 863- 0207 ( 代)

株式会社

本社

工場

白書マスヲーピJ I ，ヲ1弐 株 式 会 融

販売元 n: モ. J " I J コ1 f . . : J 勾握量制象事ミ多言最主

本 社 / 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16 - 2 6 . .  03- 弱 2- 8811

大 阪 ・ 日 業 所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7  . .  06- 202- 32制

調tui dス
営 業 種 目

・防 水 工 事 塗布 |坊ノド・ シート防本・モル タル防本

・樹脂注入接着工 法 作極樹脂注入後者補修 ｉ ｾ 事

・ 亀 裂 禰 修 工 事 件樋樹脂注入 ・充境・コーキング

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン ・チオコール ・ウレタン ・アクリル

・吹 付 工 事 アクリル ・リ シン ・弾性タイル ・その他

o建 設 業 許 可 大 阪 府 知 事 許 "f ( 般ー53) お51225号

。 日本シー リング工事 業儀 会 4 員

大阪市北区末広町 3 - 2  1  I.J.ι 、比三1: . ' r . <<I ・+- 1・主主主

ｾｉｴ 剥ｊＩ也，［庁刷個 ｦ ピル Ｒ 泊 Ｑ s  lof ' Xl  fof' τ守. - Y7I C tf' τ 7 4.1 11 

T E L  0 6( 3 1 5 ) 0701  V . ・7 ・'" ｾｾ・ＭＮＮＭ、ＮＮｾ・

。 ＮＮ＾Ｑ ｟｜｜ｩｾＭ 勝代の断熱用シｾ人
1ジ."'-' - ， .... J -d(み

目立1¥.' イナ11ーシート P

目 豆 電 線 株 式 曾 批 判蜘干代田悶側汀目1書2号(干代田ピJレ)

会 社

雪月二.I0CSA 零ニ. I0 U:I-，ニ.1' ー

セキサンパイル ( S M.A C.P C. R C)  

カネライトフォーム. ALC. 鋼 材

建 築 材 料 一 式

宗 産 業 株 式

代 表 取 締 役 漬 岡 浩

事土 〒629- 31 京 郎 府 竹 野 郡 網 野町 炉網 野

T  E  L  ( 07727) 2- 2  2  2  0  ( 代)

干 624 鱒 竃 島 市 稲 米 1 6  0 - 1  

T  E  L  ( 0773 )  7 6 - 0133( 代 )

浜

本

舞 鶴 日 業 所

逆打部の充填モルタルに

デンカC S Aファミリー製品

.:;:.二J DCSA. … … … … … … ・… … ・… コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張性混和材)

・子二J D弓ヌヨニJ ………・…………・・鉄骨ベース、

( グラウト用無収縮材)

ＮＺ［Ｚ，二 ｊｄ 守ＮＺＱＭ芋吻 ｉｊｾＮ ………・……コンクリー卜躯体の漏水補修に
( 止水 ・補 修 用 急 硬 セ メ ン ト )

.7.，ニJ DES. … … … . ..・ H ・- … … … … … 地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材)

・安二J DI J OOO・… … … … - … ・… … ・コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメント製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

ム

宮株浦金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 社式業産

4 4 3 - 6 1 8 1  T E L 大 阪 ( 0 6  )  

式

3 3 2 - 6 8 6 1  

2 7 2 - 8 5 0 1  

T E L 大 阪 ( 0  6  )  

T EL 東 京 ( 0  3  )  

社/ 本コト

株

--
社

ム

宮式株産洋 物光 ネ土

. A.  

"l:io 
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8 3 - 2 3 8 1  T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 )
2 5 2 - 6 0 0 0  T EL 大 阪 ( 0 6  )  



「省エネ効果を高める」外壁

ヘーペ ｊｌｾＭＨｨ

へーベ J レライトは、パネ J レ全面に補強

，江、材を内服しています。木造住宅 ・鉄

骨住宅どちらにもマッチする外カベパ

ネルとして i主目を集めています。

. 断 熱 性 が 高 い

・ｾとに強い
. ヒ ビ 割 れ し に く い

. 重 厚 な タ 卜 観 を つ く る

・ 工 期 が 短 い

ヘーベルライトは、すぐれた特性を複合的に発揮する、

軽量気泡コンクリート外壁材です。

今、家づくり街づくりに、

大量に使われているヘーベル。

( 軽量気泡コンヲリートパネJ レ)

ご 存 知 で す か 。こ れ が 超 高 層 ビ ル か ら 庖 舗 ・

事 務 所 ・ 住 宅 ま で 、 あ ら ゆ る 用 途 の 建 築 に

へ ー ベ ル が 用 い ら れ る 理 由 で す 。

・冷 暖 房 貨 を 節 減 す る 、 省 エ ネ ル ギ ー 建 築 を つ く る こ と が

できる。

・火災に対して安全な建築をつくることができる。

・地震に強い建築をつくることができる 。

・短 期間 で好みに合った、美しい建築をつくることができる 0

・隣 接 述 築 物 ー ぱ い に 建 て ら れ 、 敷 地 の 有 効利 用 ができる。

・建築中、周囲への迷惑が少なくてすむ。

・乾式工法でかつ断熱性がよいため、結露によるジメジメ

やカピの発生のない健康的な建築をつくることができる。

・ 丞虫Ａｾがあり、近代感覚に満ちた建築物をつくることが

できる。

安全・快適な建築づくりに

貢献する

日本工業続絡 (J IS)製品

建設太箆a定耐火柵遣部材省エネルギー協力製品

3坦 住 民 主 建 制 織 式 会 事 土 ヘーペJL

〈信野新興三材三業所
、. 固いノ 0 大 阪 市 西 区 南 泊 三 -32- 11 f t  (06)  538- 2951 げ吃)

好 評 発 売 中 . ノ

明 石 支 庖 〒673 明石市西新町 2- 12- 14 台 078(922)  0007 (代)

高槻営業所 〒569 高槻市宮田町 2- 1  - 29 ft0726 (96)  2889 

中国営業所 〒742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センヲー内)

ft08202 (2)  5211 

全 図 書 店 18 日 一 斉 発 売 /

7iiZBZ柑iまなぶ) 同編集部編15警警醇銅括frr

B  5 ・279頁 定価3，600円・ 送料300円
111111111111111111111111111111111111111111111111111 園調 ｾｬ ヨｾｾ匹敵調・ 1111111111111111111111111111111111111111111111111111 

(き最新場所打ぐい工法) 北中克己著

A  5 ・325頁 定価3，500円・送料300円

設計者と 現 場 マ ンのためのわかる溶接

(書溶 接 読 本 ) 井 上 博 箸

B  5 ・149頁 定 価3，000円・送料300円

納 ま りやすく 施 工 しやすい配筋の指導書

筋 社 本 井 上 博 共

(  祝 )北小路宏著

8 5 ・162頁 定 価3，200円・送料300円

建 築 技 術者 のためのわかる設備

(建訊 枯 詩 f) # L井批上樽

ト築 E訳又 V瑚目 祝 d今

I 給排水衛生設備篇

月干J r建 築 技 術」連 載 で お な じ み の わ か り 易 い 説 明 文。 設 計 者 や 現

場 マ ン に ， 建 築 技 術 者 と し て こ れ だ け は 知 って お き た い93項 目につい

て ， 自 筆 の 婦 図 と 写 真 を 豊 富 に 使 用 し な が ら 説 き 進 め た 新 入 社 員 の 教

育 と 中堅 社 員 の 知 識 の 整 理 に 最 適 の 書。

B  5 ・180頁 定 価3，200円・送料300円

くいの水平抵抗と横方向に補強

さ れ た く い 基 礎 工 法 一………告見告昭，高橋秀吉

高さ 2 0 0 mのR C造 旧 無 線 塔 解 体

工 事 一 原 町 旧無 線塔一一一一一 池 田 宏，関沢英明

・外壁塗替工事の現状と課題 一一一一一一一一一高崎 孝 治

・超省エネルギービルの設計

一大 林 組 技 術 研 究 所 本 館一 一 後紫陽右，海老原武，志村昌巳

・材料と工法 ' 82 : 屋根防水改修工法 一一一一一編 集 部

・地盤と震害 (  3  ) 一一一一一一………一一一一一一大崎 順 彦

・ 新 耐 震 設 計 法 の 考 え 方 と 問 題 点 ( 8  ) 一尾崎 昌 凡

・構造計算データシート (83) ----・ e ・- 構挫設計研究所

・構 造 物 の 動 的 解 析 (  15) 一一一一一一一一一一一一一石丸 辰 治

. lli 築経済統計上xl ぷ ・フォトニュース ・ トピ， 7 ス ・主主築家の良J能

・読書コーナー ・海外の訴題 ・主主材の動向 その{ 也

直 後 購 読 ご 希 望 の 場 合 年 間 予 約 金 ￥ 1 2，0 0 0  (送料共)

百 建 築 技 術
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: L4212127t l EI レヲ J l J 9J l

錆 び な い ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・オリエンタ J レスー J'¥ーメタ J レ(5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L)  

・オリエンタルサンセラム( 5  5  )  

、 波 板 規 格 S 小波・ S 大波・ V 波・ ボ ッ ク ス 波・W ジ ャンポ波・ V デ ッ キ

sv ジ ャ ン ポ 波 ・其の他

用 途 平 桓 ・ 波 桓 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・ヱキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グを 御 請 求 下 さ い

鶴市 ' J I !J 9J l J 9J l 製造録式会祖

大 阪 本 社 干660 尼 崎 市 昭和 南 通 り 3 - 2 6 松 本 ピ J レ 電 話 大 阪 ( 06) 412ー5131( 代 )

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 1 l t 館大阪 ( 06) 488- 1081 ( 代 )

支 唐 及 工 場 大 阪 ・九 州 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・東 条 ・刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業. 株 )

東 京 本 社 及 工 事 . 干335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 厳 ( 0484) 42- 3115( 代)

支 庖 及 工 場 東 北

現場の信頼、に応える

句F I " I6， 製品

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

a' : ' / マー

ヲ ｾｩＭ ｓＮＭＧ｟

ヲ ｾＹＢＺＧ
， ＧＯＧｔ ＭＹｾ＠

z ' %: : 1-1-

Z i 宅3 ・姐ι

周

一

周

一
用
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一

k

d

E
主

一

、
〉

一

-ノ

-

川

M

防

一

止

一
促

.

一

.

一

'ヒ

，、

E

i

-

-

i

l

『
，
，

4

-

7

伽

U

-

-

一

司
盟

、

防

一

急

一

E
一

ト

'

-

L

r

一

・ト

ン

一

ン

一

ン

メ

一

メ

一

メ

セ

一

セ

一

セ

セ メ ン ト 耐 寒 ・防 凍 用

コ ン ク リ ー 卜 型 枠 脱 型 用

ノロ湿潤型モルタル密着用

塗布混和型モルタル密着用

非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防 水 用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

セメンド起泡・軽量 ・裏込用

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用

一一 セメン卜混和・助材綜合メーカー -

ｾ，ｾぬ株式 ｟､ 盟国ＱＺＺ ＱＮＮＮＮＮＮＮＮＮ 重品
ＭｾＪＺ｟Ｎ会社ＮＮＮＮＮＮ園唱晶ＭＭ唱団 ｌ

面Y 東京都品川区二葉 1一18- 8 f t 03 (787) 1131附

東 北 支 庖 福島県徳島市下聖子寺字述原3- 2 ft 0245(91) 113l( {¥j 

関東営業所 茨城県土浦市下高津 4 - 8  - 35 ft 0298(23)  113l( {勺

盛岡営業所 岩手県盛岡市月ケ丘 3 - 39 ft 0196(41)  1331(的

大 阪 大阪市東成区東中本 2 - 17- 26 合 06(974) 1131(的
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地 区

北 海道

東 北

関 東

最大の敵。

貴重な資源“ 水" も建物にと って最大の

敵となることもあ ります。

日本アス は多年の経験と実績を生か して

完全防水に取 り組むプロ集団です。

会 社 名

日 本 防 水 総 業 株 式会 社

日 本 防 水 総 喋側 旭 川 出 張 所

日 本 防 水 総 換附 釧 路 出 張 所

日 新 建 ヱ側 札 幌 出 張所

大 和 工 業側 苫 小 牧 出 張 所

大 和防 水 工 業 株 式 会 社

トー フ ジ 工 業 株 式会社

開 発 株式 会社

北 原 建 材工 業 側 仙 台 出 張 所

協 和 建 材工 業側 仙 台 支底

日 新 建 エ側 仙 台支 庖

日 新 建 エ側 膏森 出 張所

日新l J l エ側 郡 山 出 張 所

葵 工 業 株式 会社

伊 旗 建 材 株式 会社

い わ き 建 材 工業 株 式 会社

春 日 工業 株 式 会社

金 問 工 業 株式 会社

北原l ! I ! 材工業株式 会社

木 下 工業 株 式 会社

所 在 地

キL申昆m

旭 川 市

釧 路 市

本L9.見市

苫小 牧 市

札 帆 市

本LI昆rn

秋 田 市

仙 台1' 11

多 賀 城 市

1111; 今7打

1T森 市

胡i 山" i li

江 東 区

台 東 区

中野 区

荒 川 区

新 街 区

電 話

T  E  L 011 ( 231  )7511代

T  E  L OI 66(47)  1050 

T  E  L OI 54 ( 23) 2056 

T  E  L 011 ( 512) 808H t  

T  E  L OI 44( 34) 3358 

T  E  L OII ( 641 ) 17 17  

T  E  L OI l  ( 822) 0331  

T  E  L OI 88( 24) 2233 

r  E  L 0222(96) 6768イ吃

T  E  L 02236( 6 )  1136 

T  E  L 0222( 73)  192H t  

T  E  L OI 77( 22) 3155 

T  E  L 0 249( 23)  1677 

T  E  L 0 3( 632 )3385- 9  

T  E  L 03( 842 ) 1431代

T  E  L 0 3( 389 ) 4561代

T  E  L 0 3(802) 3871代

T  E  L 0 3( 363)4341イt

T  E  L 0 3( 307 )  Ｑ ＶＶ ｈ ｾ＠

T  E  L 0 3( 634 ) 0821代

地 区

東 海

近 畿

会 社 名 所 在 地

三 井 工 業 株 式会 社 静 岡 市

三 信 建 材 工 業 株 式 会 社 ｾｾ橋 市

合 資 会 社 清谷 商 広 沼 ，章支 庖 沼 津 市

大 池 建 工 株 式 会 社 名 古 屋市

重 喜 防 水 工 業 株 式会 社 名 古 屋市

辰 巳 防 水 工 業 有 限会 社 名 古 屋 市

中 央 建 材 工 業 株 式 会 社 名 古 屋市

東 京 建 材 工 業 株 式会 社 名 古 屋 市

東 海 物 産 株 式 会 社 名 古 屋 市

日 本 建 材 鋼 業 株 式会 社 名 古 屋 市

宮 崎 建 材 株 式会 社 名 古 屋 市

池 田 涯青 エ業 株 式会 社 大 阪 市

株 式 会 社 神 原 商 l苫 守 口市

国 際 工 事 株 式 会 社 大 阪 市

清 水 興 業 株 式会 社 大 阪 市

羽 新 工 材 株式 会 社 大 阪 市

日 新 建 工附 大 阪 出 張 所 大 阪 市

日 本綜 合 防 水位鋼大 阪支 庖 大 阪 市

ヒ 力 リ 工業 株 式会 社 大 阪 市

7 " 7 パ興業株式会 社 吹 田 市

電 話

T  E  L 0 542(85) 9151- 2  

T  E  L 0532(45) 8211t t  

T  E  L 0559( 21 ) 961O 

T  E  L 052( 211 ) 1885代

T  E  L 052( 991  )0111代

T  E  L052(  501)  1401代

T  E  L 052( 761) 618H t  

T  E  L 052( 411 ) 6621 

T  E  L 052( 721) 2211代

T  E  L 052( 571) 5541f t  

r  E  L 052( 331)  1531代

r  E  L 06( 699)  5757- 9  

T  E  L 06(909 ) 1433 '  ( 908) 1282 

T  E  L 06( 211 ) 6385- 6  

T  E  L 06( 372) 0250- 3  

T  E  L 06( 541 ) 3785- 6  

T  E  L06( 326) 3845- 6  

T  E  L 06( 361  ) 0471- 5  

T  E  L 06( 395 ) 1051代

r  E  L 06( 385 ) 2781代

協 立工 業 株式 会社

大 東 ス レ ー ト 株 式会 社

株 式会 社 東 京 シ ン グ J レ

東 京 涯 育 株式 会社

訓l布 市

型 111区

港 区

足立 区

制i I 巳区

荒 川 区

足 立 区

渋 谷 区

渋 谷 区

北 区

T  E  L 0 3( 432)3517  .  ( 433) 8485 

T  E  L 0 3( 883)  313H t  

有 限会 社 丸 海 商 庖 大 阪 市 T  E  L 06( 351)  21501"t  

久 下 商l苫 京 者i市 T  E  L 075( 311 )2044- 5  

信 越

北 陸

東 海

協 力 組 合 員

日 新 建エ 株 式 会社

日本 綜 合 防水 株式 会社

日 本防 水 総 撲 附 東 京 営業 所

里子口 エ 材 株式 会社

靖 国 工業 株 式 会社

宮 士エ 材 株式 会社

藤 漉 青 興 業 株 式 会社

フ タパ 興 業 側東 京 営 業 所

古 川 株 式会 社

北 侮 涯 青 工 業 株 式 会社

大 和 工 業 株 式会 社

涯 育 建 材 株 式会 社

有 限 会社 神守 述材ヰ土

金 港i歴育 株 式 会社

不 二 防 水工 業 株式 会社

北 原 建 材工 業 側 千葉 営君臨所

三 和 工 業 株 式会 社

石 田 建 材 工業 株 式 会社

石 田 建 材工 業 側 大 宮 支 J苫

石 田 建 材 工 摸附 宇都 宮 出 張所

;111: 青磁材附 宇都 宮 出 張 所

株 式 会社 奈 良 屋

鹿 住防 水 エ 諜 株 式会 社

株 式 会社 仙 嶺

株 式会 社 折 橋 政次 郎 商庖

一 公工 業 株式 会社

側 折 橋 商 庖 金 沢営 難所

マ J レセ化建株式 会社

石 橋 建 材 株 式会 社

協 和 建 材 工 業 株 式会 社

北 海 道 ク レミス 工 業 株 式会社

株 式会 社 ソ ロ 防 水 北 海 道

株 式会 社 防 水 セ ン 7

株 式会 社 互 建 防 水 工 業

株 式 会社 畠 興 建設

関 東 株 式 会社 大ニ 商 会

日 漉 工 業 株 式会社

合 資 会 社 中 西 商会

糖 信 涯 膏 株 式会社

マ サ ル 工 業 株 式 会 社

- 建 設 省 東計 第240号 認可

製 造 元 日 新 工 業 株 式 会 社

千 代 国 区

江 東 区

中 野 区

港 区

台 東 区

江 東 区

荒 川 区

千 代日 l 区

』賀郡 n市

街t民市

償 浜 市

千 葉 市

市 川 市

tr，.r.t 司7

大 宮 市

宇 都 宮 市

宇 都 日 市

水 戸 市

上 越 市

Ｎｦｩｾ司 王子 Ｑ ，

r，!i l:?j r守

tr， 問 市

金 沢 市

金 沢 市

福 引 市

町t木 市

本LI見市

札 眺 市

札 腕 市

併 11: 市

砂 川 市

椛 川 区

中 I n市

t反m区

船 橋市

江 東 区

T  E  L 0 3( 994 ) 3861  

T  E  L 03( 803) 3 4 8 Ht  

r  E  L 0 3(870 ) 6231千t

T  E  L 03( 403 ) 0 171代

T  E  L 0 3(464  ) 3588代

T  E  L 0 3( 903) 4 151- 2  

T  E  L 0 3( 263) 4861代

T  E  L 03( 634 ) 0163代

T  E  L 03( 367 )  1611 

T  E  L 03( 591 ) 2491f t  

T  E  L 0 3( 834 ) 4 15 1代

T  E  L 0 3( 643 ) 3963代

T  E  L 0 3(802 ) 4751イt

T  E  L 03( 861  ) 2706- 8  

T  E  L 0468( 22) 4288 

T  E  L 045( 421  )6521- 2  

T  E  L 045( 231) 4461 

r  E  L 0472( 22) 316If t  

T  E  L 0473( 57 )5153f t  

T  E  L 0273( 27) 3302代

r  E  L 0486( 51) 1251代

T  E  L 0286( 24 )41 9 1  

T  E  L 0286( 22 )9737 

T  E  L 0292( 4 1  )5141代

T  E  L 0255( 24) 3402 

T  E  L 0263( 58) 3188f t  

T  E  L 0766( 22) 0999 

T  E  L 0766( 23) 0391  

T  E  L 0762(47 )4 139 

T  E  L 0762(42) 5151  

T  E  L 0776( 23) 0775 .  0885 

T  E  L 0543(45) 2221代

T  E  L Ol J ( 882 ) 1232代

T  E  L OII ( 751)  1  736f t  

T  E  L Ol J ( 683) 5616ft  

T  E  L OI 55( 25 ) 5776ft  

T  E  L 01255( 4  )  1166f"t  

T  E  L 03( 803 ) 2651- 2  

T  E  L 0552(32) 5477 

T  E  L 0 3(961)  1924代

T  E  L 0474 ( 38) 4511 

T  E  L  03(  643 )  5911代

中 国

四 国

北 九 州

南 九 州

中 剖1

九 州

東 洋 建 材 株式 会社 京 都 市

中 村 涯青 工 業 株 式会 社 神 戸 市

棚 田 趨 材 有 限会 社 神 戸 市

有 限 会社 ミサ キ 商会 和 歌 山 市

マ ル フ ジ工 撲 株式 会社 大 阪 市

束 中 国 防 水 工 業 株 式会 社 間 山 市

株 式 会社 三洋 技 建 大 竹 市

三 和 防 水 工 業 株 式会 社 広 ｽ ［ Ｎ ｾ 1' 11  

豊 永 遮 材 株式 会社 広 Ｏｾ ｩ 市

大 和 工 業側 広 島 出 張 所 広 j為市

株 式会 社 巴 商 会 宇 部 市

和 光 工 業 株 式会 社 松 江 市

大 三 工業 株 式会 社 高 松 市

徳 島 大三 工業 株 式会 社 徳 山 市

株 式会 社 マ ル マ ス i可野 商 庖 今 治 市

側 マ J レ マ ス 河 野 商 庄 松 山 支1吉 松 山 市

株 式会 社 山 本 商会 松 山 市

大 三 工 業側 高知 支 底 t r ，知市

安 腹 工 事 株 式会 社 祈 |同市

加 茂 装 備 株 式 会 社 稲 岡 市

草 野 工 業 有 限会 社 北 九 州 市

日 建 エ 材 株 式会 社 編 問市

株 式会社 工 材 社 北 九 州 市

株 式会 社 三 宮 工 材 大 分 市

安 穏 工 事 株 式会 社 長 崎県

山 崎 工 業 株 式会 社 北 九 州 市

株 式会社 大二 商 会 宮 崎 市

日 新 興 業 株 式 会 社 延 岡 市

株 式 会 社 北 原 建 材 商会 鹿 児 島 市

上 原 建 設 工 業 社 れ ｬ Ｇ 制リ ｉｾ

T  E  L 075( 672 )5351- 5  

T  E  L 078( 34 1  )5884 ・ 1223

T  E  L 078( 84 1  )3551代

T  E  L 0734 ( 22 )3922 

T  E  L 0720( 57) 3293 

T  E  L 0862(72 ) 1221代

T  E  L08275( 2) 5155代

T  E  L 0822(83) 3366代

T  E  L 0822(61  )637H t  

T  E  L 0822( 64  )2761  

T  E  L 0836( 21  )0760 

T  E  L 0852( 38)  1321  

T  E  L 0878( 51  )681 Ht  

T  E  L 0886( 31) 4161代

T  E  L 0898( 32 )5000代

T  E  L0899( 22 )2121  

r  E  L 0899( 31  )  626H t  

T  E  L 0888(45) 4800代

T  E  L 092( 561  )7012イt

T  E  L 092( 561)6250 

T  E  L 093( 922 )7631千t

T  E  L 092( 741 )6665f.t  

T  E  L 093( 371  ) 1468イt

r  E  L 0975( 36)  2326- 7  

T  E  L09588( 2 )2200 

T  E  L 093( 94 1  )5441 

T  E  L 0985(47  )6155代

T  E  L 0982(33 )2455- 9  

T  E  L 0992( 23) 9395- 6  

T  E  L09889( 2  ) 2368 

伊 政 防 水 工 業 有 限会 社 名 古 屋 市 T  E  L 052( 503 ) 11 72代

株 式 会 社 岩 昇 一 宮 市 T  E  L 0586( 24  )0505 .  1678 

小 野 建 材 株 式 会 社 山!t!;日1;
T  E  L 0582( 31  )7158 

長 登 工 業 株 式 会 社 名 古 屋 市 T  E  L 052( 751) 8 141 

日 精 工 業 株 式 会 社 金 沢 市 T  E  1_ 0762(49 )4593 

株 式 会 社 名 神 防 水 岐 阜 市
T  E  L 0582(7 1  )7459 

名 漉 工 業 株 式 会 社 名 古 昼市 T  E  L 052( 721  ) 5381代

合 資 会 社 明 光 建 材 名古 屋市 T  E  L 052( 524  ) 1411 

北 陸 涯 育 工 業 株 式 会 社 ｲＮｾ＠ ＱＮＱｊ 日 Ａ ［ｾ
T  E  L 0765( 22) 4523 

吉 田 防 水 庖 岐 阜 県 T  E  L 05732( 5) 3297 

株 式 会 社 沖 縄 装 美 工 業 ドl' 剰tl V，l T  E  L 0988(87) 3847  

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

本 部

関 東 支 部

中 部 支 部

関 西 支 部

九 州 支 部

北 海 道 支 部

東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 3 - 4

東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 3 - 4

名 古 屋 市 千 種 区 千 種 通 り 2- 19 ( 岐 阜 正 ピ ル )

大 阪 市 西 区 新 町 1 - 1  2  - 2  

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 1 - 2  4 ー 1 0  

札 幌 市 中 央 区 南3条 西 13- 3 19 ( 柴田ヒソレ 4 F )  

H ( 870 ) 5051 - 2  

日 新 工 業 内 含 ( 882) 24 2 4 ( 代 表 )

日 新 工 業 内 包 ( 741 ) 6257 ( 代 表 )

日 新 工業 内 包 ( 533) 31 9 1( 代 表 )

日 新 工業 内 包 ( 4 5 1) I 095 ( 代 表 )

日 新 工 業 内 公 ( 28 1) 6328( 代 表 )
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田 昌 応 用 化 工 株 主 会 社

* < わし〈は資料をお求めください.

東京/ 干 101 東京都千代田区岩本町3- 11- 13i i ( 03)866- 610 1( 代)

大阪/ 〒 550大阪市西区京町堀卜 10-5 i i (  06)44 ト 5951 ( 代)

03379 - 4  雑 誌


